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は　じ　め　に

　この年報5は，昭和28箏度におこなった調盗砥究の概況である。昭禾目2S準

度に刊行した「研究報告」は，このほかに「少年と新聞」　「入門期の雷語能

力」の2冊である。

　国立国語研究所が設羅され，研究濡動が始められてから5年の歳月を重ね

てきた，そのあいだの研究成果は「研究報告」7冊，「年報」5冊，「資料

藥」3種となって公刊されている、が，それに伴って，研究機関としての協

同態i勢が年とともに緊密の度を加えてきたごとを喜ぶとともに，われわれに

課せられている，国語の純化・合理化の確実な墓礎を築くことが，いかに複

雑な問題溺連のなかに埋もれているかに驚かされる。

　設立後5年におたる研究活動の経験は，ますます課題の広さと深さを明か

にした。覚悟を新たにして来るべき5年を迎えなくてはならない。理解ある

御支援をこいねがうしだいである。

昭和29年31月

岡立翻語研究所長西　尾 実
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昭和28年度の調査研究のあらまし

国立国語研究所も，昭和2S年度は翔立以来箆6年昌を迎えたことになる。

これまでの調査研究を基として，昭和28年慶の研究項嗣を次のように定めた。

（1）話し二葉の調査研究

　　　　擬常談話における話し雷葉の特性を明かにする。

　（2）書き言葉の調査研究

　　　　語彙および用字法の調査。材料としては，総合雑誌6種の最近1か

　　　　年分を用いる、

　　　　妾言漢字の実施によって生じた問題とその侮決法の研究。材料とし

　　　　ては，総合雑誌4種の最近1か年分を用いる。

③　地域社会の言語生活の調査研究

　　　　全顧各地における敬語使用状況の調査。特定の地域祉会における敬

　　　意表現の祉会心理学的調査っ

（4）薗語の学習と指導に関する調査門下

　　　文字二丁の学習負担に関する調査研究。主として読みの’方颪から調

　　　査する。前年農来の研究である。

（5）雷語能力の発達に関する調査硬究

　　　小学校児童の言語能力の発達段階についての調査研究，

　　　　国語科単力水準の調査。

㈲　言葉の効果に関する調査研究

　　　丈字配列の合理化に関する調査四丁。

　　　　マス。コミュニケ・・一シwンに閥する調査研究。

（7）国語関係文献の調査および収集整理。

⑧　国語の門門的発達に関する調査研究

　　　古辞書の語彙索引の作成。

　　　　菌語史資料の収集。
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　（9）特殊問題の調査研究

　なお，各地の地方調査員に地方言語に関する調査を委託したことは例年の

通りである、また，放送丈化研究所に対しては前襟に引き続き「ラジオ・ニ

ュ・・一一ス事体の研究」を委託した。

　研究所における調査研究は，N焼入としてのわれわれが当面している国語

問題の解決を目ざしていること，もちろんであるけれども，それに近づくため

にわれわれのとった方法は，国語問題の生じて来る基盤的なものからその実

状を明かにして，触決のための方策をさぐり出そうと意図して来た。この方

法は結局遠まわりのように見えて，実は近道であること儒じたからである。

しかし一・方，その研究途しにおいても，現在の問題に対して直ちに，直接的

に発鷺しえることは望ましいことである。本年度は，できる限り，この方面

にも努力をすることにした。また研究所の監修する月刊雑誌「言語生活」に

おいても，創刊以来の方針のもとに，現在の問題を広く取り上げ，雑誌刊行

の意義を高めることを考えた。

　調査研究を潤うための本年度の機構ぽ次の通りである。

　　　　　　　　　　　　一二1研究室
　　　　　　　　　　　　　　中村通夫（主係）　大石；初太郎　餓豊毅一

研究第1部

部　・長

研究第2部

部　長　草島

資　料　室

　　　　　　　宇野義方　進藤七子

　　　　　．一第2研究室
岩澗悦：太郎一林大（主任）永野賢斎賀秀夫

　　　　　　　水谷静夫　石綿敏重三

　　　　　一難6研究室
　　　　　　　岩渕悦太郎（主旨・蘇）　柴顕　武　北村　甫
　　　　　　　野元菊雄　上村幸雄　山之内るり

　　　　　「響鴛箋（主任）麟「高雛鵠愛

　　　　　ト第4磯室
　　時介…i　輿水　実（主任）　少婦＿夫　芦沢　飾

　　　　　ミ
　　　　　L第5研究室
　　　　　　草島時介（主在・兼）　森岡健二　林　四郎　村贋昭三

　岩渕悦：太郎（主任。兼）村尾　力　虞賀憲三　広浜丈雄

　　　　　高橋：太郎　吉沢典男　渡辺友左　高闘圧治



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湾

　現代語の調査醗究を組落する第1部では，そめ第望藩究室において，前年

度と同じく，田常談話語の実態を明かにすることを中心的な仕事とし，日常

に行；われる談話のいろいろを実際に指導してその分析を行って，話しことば

の特性を明かにすることに努めた、第2研究窒においては，前年度において，

H常生活語の反映していると窺えられる今入雑誌を資料として語彙調複を行

ったが，本三度から，いわゆる丈化生活語を多く含むと見られる総合雑誌を

資料としての語彙短夜に取りかかることとし，これまでの経験を基として出

来るだけ経済、勺に，しかも信頼の馬来る調査方法を考えて調査に従った。ま

た丈部省科学試験研究費補助金の交付を受け，「当用漢字の実施によって生

じた問題とその解決法」という題目で調査を行った。当用漢宇によっては濃

き表わせない表i睨がどれほどあるか，またそれはどのようなものであるか，

それははたして当拐漢字のわぐ内ではまかなええないものなのかどうかを検

討した。

　1’fZじく第1都に属する第6研究室においては，前年度実施した調査の整理

の完了しないものの整理をいそぐと共に，新しく，地方調査員に委託して，

一一一閧ﾌ方法と形式のもとに地域社会の敬語について調査を進めた。…方，丈

都省科学研究費交付金（総合研究）を受け統計数斑研究所と共同して，岡崎

市において敬語を翻心とする擬常生活のことばづかいの調査を実施した。

　豫：2部の第3研究室においては，前年度から継続して，児童生徒の読み

（特に音読）においてどのような問題があり，その問題の起る原因を調査し

た。これは，国語学習の指導方面ばかりでなく，国語政策，ことに銀字政策

に対しで寄与しうると考えたからである。

　第4研究室においては，さらに基礎的な問題として，児童がどのように習

語能力を身に・つけて行くかその実際を明かにしようとした。これは，同一一一一■人

について小学校6年聞において，聞くカ，話す力，読む力，書くカがどれだけ，

どのように伸びて行くかをとらえようとするもので，東京に実験学校を…校

設けて所員が絶えず調査することとした。一方，各地にも協力学校を依頼し
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て，環境の差によって生ずるいろいろの問題を明かにすることとした，この

継続研究の初準度の調査結果の一部は「入門期の雷語能力」と題して刊行し

た，なお，国掌教育研究所の主宰する全国！約な学力調査に協力し，国語科の

調査問題の作製，結果の整理分析に当った。

　第5研究窒においては，新しくアメリカから入ったオフサルモグラフをも

利用して，読む時の限球運動を明かにし，どのように文字の配列された印欄

物が読み易いかの実験を続け，これまでの成果を墜理した，なお，第4研究

窒および日本新聞協会と共糊で行った兜童生徒の新聞への接近とその理解度

の調査は，整理が終り，これをまとめて「少年と新聞」と題して刊行した、

　資料蜜においては，図書の整備，文献目録の作製，古辞書の索引作製，国

語史研究資料の収集i等を行った。なお，丈献目録などの資料を申心として，

昭和28年度コ年聞の国語に関する動向を記録した「圏語年鑑」を編集刊石し

た、これは今後も続けて出す予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩　淵）
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日常談話語の調査
　話し言葉の研究窒は，昭頼27年度に引続いて録音資料によって日常談話語

の分析を続けると同時に，その比較材料として，ラジオ座談，＝　p．　t一ス，ニ

ュース解説，講演，落語，講談，劇，おとぎばなしなど計18巻を加えて，そ

れとβ常談話語との異岡を分析した。その結果は，文，文節，語の長さ，イ

ンFネーション，：交の構造，品詞のあらわれ方の四部とわけてまとめた。こ

れらのうち，本年慶内の作業経過および結果の概略を列寵すれば次の通りで

ある。

文・：交1節・語の長：さの調i査

　A．前年優に行った分析作業

（1）日常談話の録音テープのうち，5巻を選んで準備調査を行った。

（2）本調査として，日常談話の録音テープユ8巻についての分析の一部を終っ

　た。

B．本年渡の計画

①　雨年度来の本調査の分析を終了する。

（2）日常談話以外の資料，ラジオのニュース，＝　L．一一　7ew説，座談，講演，

　講談，落語，劇，おとぎばなしなどを採集し分析する。

③（1）の結果と（2）の結果との異同を比絞，検討する。

C．分析の経過と結果

（1）　8月までに前年度来の本調査の分析を終了し，9月中には比較資料とし

　て，臼常談話以外の，ニュース3巻，＝ユ　h一ス解説4巻，講演講談，落

　語，放送劇各1巻おとぎばなし2巻を採集，10月以降／2月中旬まで丈字化，

　資聡ト化し12月中旬以降1分擁行に着手し，　3月来に．作業を終『了した。
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②本調査での交，丈節，語の長さは次の通りであった。

〔表1〕

一翻縦裂髪誌1錨翻妻慧註鵬疑
磯曲一画・剛・鑑、i・礁樺薯，、｝曝費、陣為、｝誰鋤

　かっこの申の数字は，1巻ごとに集旨しデζ土合の平均のIPx小のるのと最大のもの

　これによると，ユ語における平均音節数は，平均2．M．，最低1．97，最高2・

3培節で，資料va・k磋異は少なく，ほ々戴音節強を示している。一文節に

おける平均音節敷も同様に資料によるひらきは少なく，語の平均音飾数のほ

ぼ2倍の4音鳶凧を示す。一文における平均音逆数は語の平均音節数の7。5

倍，文飾の平均音両舷の3．5倍を示すが，その資料による差異はかなり顕著

である。

　…丈節における平均語数は，ほぼ2語であり，資料による差異は少ないが，

一丈における平均語数には資料によるひらきが少なくない。

　一文における平均交品数は，3．81，最低3．13，最高5．49，ほぼ4文節弱を

示す。

③本調査における録音資料相互の間には大きな差異はみられないが，小異

　を求めると次のようなものがある（例に1丈における丈節高を壁面にすれ

　ば）。

（a）地域的に下町で採集された録音資料は，それ以外のものと比べていず

　　れもやや短い。

（b）公共施設で揉集された録音資料は一般に文の長さが短く，これに対し

　　て蒙庭で採集されたそれは…般に長い。

（c）女どうしの会話は，その他の資料と比べて，文がやや短い傾向がある。

（d）年長者相互の会話は，その他と比べて，：文がやや：長い傾向が見られる。

（e）だ調を基礎話調とする会話は，その他のFです」「ございます」調と

　　くらべて，：文が短い傾向がある。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v

（f）事務的な会話は，その他の資料とくらべて，：丈が短い傾向がある。

④談話語の比較資料として採集したラジオ座談6巻の丈，文節，語の長さ

　は次の通り。

〔表2〕

　　　　i・・陣傭・音・・＿蒸蘭・ナ・ヒ・・㈱・L詔鋤・
　種　類　　　　i総釧総数総数総徴姦一回面目膏鷹露職制騰
萎ジ翻・684｝・2・3i画・・S2・i　・…　1　・e…1・22・　28　i　・…i…i

　　これによると，一語における平均音節数，一・文節における平均音節数，

　平均語数は談話語と大差ないが，一丈における平均音節数，平均語数平

　均丈節数にはかなりの相違が認められる。遺りに一瓢における平均丈御数

　をN印とすれば，巳常談話語の平均文節数は3．81であるから，この6巻は

　すべてそれを上園る。しかし，6巻中の2巻までは，日常談話語の資料の

　あるものにも見られる平均：交節数を示している。

（5）頃常談話語の比較資料としIC採集した，ニュース3巻，ニュース解説4

　巻の丈，文節，語の長さは次の通り。

〔衷5〕

　　　　文の文節の藷の膏勲1一惣こおける　一交簸に鰯る一諮に鮒る

醐肥州融総数爵礪麹｝蟻鱗霧鑛聯稀塑
嘉禰i．・96i　・6・8い8・6・i・…21・・……・・：・・1・・88…4…12・・8

一認、52125。5、3，9｝、22、61、。、828．、ゴ8面、．75賊，8。，9

　これによると，一語における平均音節数は，＝＝一一ス解説でほぼ2．5音

節，；・　、．　一・7・でほぼ3音節弱を示し，いずれも田富談話めそれよりも長い。

一丈節における平均音節数も同様に長い。それに対して，一帯節における

平均回数は日常談話よりもやや下回っている。

　一一．3Zにおける平均音節数平均語数平均丈節数はH常談話と比べて，

顕著な差異を示す。仮りに…丈における平均文節数を層印にすれば，＝ユ

ースの平均丈節数16．48，ニュー・ス解説では21．02で擬常談話の3．81と比
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　べて，ニュース約4倍強，ユユース解説6倍弱となっている。

（6）旨常談話の比較資料として採集した，講演，講談，落語，劇，おとぎぱ

　なしを一丈における平均丈節数の短いものから順位に示せば，次の通りで

　ある。

〔褒4〕

醗鳶縫饗鐙臓譲繍薪剛鐸論燕爾
　　　　1　2s2　1’　n3g　1　2iss　1　44sg　1　4．e4　1　z　64　i　is，gi　I　i．sg　i　3．g4　1

落　　　語！

　　　ミ
　（会話）i

　（地）1

講　　談i

　（会話）｝

　（地）i

　劇　　i
おと9）’　i

　ぱなし　
講　簸i

2
0
2
7
5
2
4
5
1

8
7
1
0
6
4
2
0
1

2
2
　3
2
　荏
2
1

1iii｝：iii騰圏灘

23sl　1　43gg　1　g271　i　s．62　i　lo．3s

瑚：：閾：：：il：：：l1

1二ii嗣薪ii　i灘iii｛i掘iliジ
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　　これによれば，一語における平均音節数…御節における平均語数，平

　均音節数は遜常談話と大差ないが，一交における平均音節数平均語数

　平均文節数にはかなりの相異が認められる。仮りに一文における平均文節

　数を目印とすれば，それらすべては，日常談話の平均丈節数を上．回ってい

　る。しかし，落語や講談の会話の灘分は，日常会話の平均丈節数とほぼ同

　じであるか，または日常談話のある資料にも見られたものである。しかし，

　それらの差異はニュース，＝ユー玄解説ほどはなはだしくはなく，むしろ

　ラジオ座談に近い。

⑦　なお，それらの分析の結果は，各資料群ごとに，各分析項嵐ごとに，計

　数表と図表とにまとめられている。

女の構造の調査

A．前年度の経過
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　主語・述語・連体修飾語・連用修飾語・独立語の五成勇の組合わせによる

調査を中心として，巳常談話語における丈の構造を調査した。テープ5巻に

ついて，コ　・一ドづけ，カ・・ド採集を行ない，なお分析の…部をも行なった。

（年報4　参照）

　B．本年渡の作業経過

　前年慶にひき続いて，日常談話語における文の構造を調査した。テープ5

巻について，コ・・一ドづけ，Sj　一一ド採集を賓ない，さらに前年度分の6巻と合

わせて，計ユ0巻について分析をした。（29年コ月宋まで）

　その10巻は次のとおり

　学生廃談（1）　女子学生　　N家座談　　三鷹女工　　友の会　　1夫妻　　u氏

　談　　無尽　　職安（男子）　　魚屋（國立國語蕨究嵌年報4　P．8　P．18参照）

　次に，この結果と，比較するためva　・・ユース3巻について同様な調査を行な，

つた。　（29年2月より3月まで）

　C．分析の結果

①　主語・述語・連体修飾語・連用修飾藷・独立語の第一次的成分の組合わ

　せに，よると，

　〔塞5〕

一．一t．t、、＿」響　ρ激一メー．一．？、数．．．．．一

　　　　総　　　　　　　　　　　　　　　数　　　　　　　　　フ68　　　　　　　　　　　　　　　4691

　　　　度数11以上のものの計　　　　　36　（5％1）　　　3484　（74％）

　　　　麟5瑚上のものの計i　ユiσ．4％）　2958（63％）

（2）主語・述語・連用修飾語の閣係だけに着目して，その第一次的成分の組

　合わせをみると

　〔表6〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　型　　の　　数　　　丈　　の　　数

総　　　　　　　　激

震：数ユ1以上のものの計

陵i数51以上のものの計

2S3

13　（19％）

　5　（　7％）

4691

1367　（9！％）

li42　（76％）



：o

　次に，二次以下の組合わせをみると

〔衷了｝

1型・数 句　　の　　数

　　　総　　　数169　　　・5・2
　　　度数11以上のものの計　　i　　l3（19％）　　　　k367（91％）
　　　騒・・以上・・のの計15（・％）　・・42（76％）t－t

　以上，（1）（2）を要するに，少数の型が頻繁に用いられているということにな

る。比較資料としてとったニュースでは，露常談話ほど少数の型が頻繁に用

いられる傾向はないようである。

　　なお，11回以上の型は〔表8〕の通り。

cx　8〕王岬以上の型

　　d一．一Jg，　．r　．mu，．．．．wwm　．rrrrmT一一L7　a．．一　b　s4

　　b　Z334　ayb　！46　　b．．　ll　ayb　1“J
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y連用修飾謡　d独立語

③　主語を含む文の数の割合は26％である（梨の種類瞳6！％）。

a　b　y　26a．y．．．b．．．y．．　．．．　．．．　12

b　a　24y　b　a　　　　　　　　　　2工

a　a　b　20種類37（14．　6％）計4228（90．1％）

　　　…・は二次以下の成分を含

　　　　　　　　　　　これに対し
　　　　　　　　　　　　馬　　　　　　　　　　　　　が



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1／

　て，＝ユ・・一・スではG3％であった（型の種類は76％ノ。　またそのうちいわゆ

　る「総主」とか「丈主」とか言われるもの，つまり第一次の成分どしての

　主語が二つ以上ある丈の数は2％であった（型の種類は23％，。これが＝＝　＝

　一スで4％’はとなっている（型の種類は9％．｝。

（4）倒置の文の数の割合は7％である（型の種類は39％♪。これに対してニュ

　ースでは倒羅の文はなかった．

⑤　二次以下の成交を含む丈の数は19％である（型の種類は62％♪。＝ユース

　では77％である（i型の種類は86％）。

（6）文の成分の割合は薪聞などに比べて連体修飾語が少なく，独立語が多い」

　ニュースはその中聞的様網を示して．いる．）

〔豪9〕

、多。」罰。肇轡㌔摺 独立
　　　　日常一談話
19．　3％

主

ll．間

馬
｝ 連　体

29．　3

連
A．on．　s

ヨ
」舜 顧客

1’　s．　s

i

一　コ¶　e　〆へ

⑦　文末細こ終助詞のあるものは？5％である。（終助詞のうちでは「ね」一

　26％，「よ」一工6％，「の」一7％などが多い）。「ますeです調」を粥

　いるか「だ調」を用いるかなどは人や，揚，話題などによって，はっきり

　差が現れている。

⑧　連用修飾語は次のようになっている。

〔豪1　o〕

ニズス　！56（53％）li3（4％）｝81（28％）　　43（1ら％）
　　　　1　　　　　　　　　’　　　　　　　　　1　，　1
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　a，bの項が日常談話と＝エ・一一スとではかなり異っている点が注意される。

（9）丈脈の乱れているもの，論理の整わない表現は骨体の6％弱であったa

語に関する調査

　A．鶴牢慶の作業

（1）日常談話の録欝テMプ20巻の内容について，品詞の使用慶数の割合を調

　べた。

（2）また，いわゆる勘合形の種類と使用度数とを調べた：。

　B．本年渡の計画

（1）贔詞別使胴度数を・性別・年齢別・教養別等について調べる。

（2）パブリッグ・スピーチについて細論別使用度数を調べ，B常談話との異

　同を見る。

③　融合形についてさらに．詳しく分斬＝する。

④　副詞・接続詞・形容詞・形容動詞等，問題のある贔詞について調べる。

C．分析の経過と成果

①　前年度，El常談話における品詞別使用度数の割合を総体的に調べたのに

　引き’続いて，男女別・年齢別（20才以下，21才～40才，41才以上）教養別

　（義務教育だけのもの，中等教育以上を受けているもの）既知未知別に調

　べてみた：、結果は，既知未知別にやや注目すべき差異の見られるほか，そ

　れぞれの聞に著しい差異は出なかった，すなわち，晶詞別の使用の舗合に

　ついては，性・年齢・教養等の違いは格別影響しないことが，取扱った範

　囲の資料の分析から推測された。

（2）口常談話に対する対照材料として，パブリック・スピーチを取り上げ，

　NHKのニュース3巻分，＝ユース解説婆巻分の贔詞使用率を調べた。結

　果は，名詞・動詞・形容詞・副詞・連休詞・感動詞・融合’形・コソアド語

　等の上に著しい差異があらわ鱈　口常談話≒パブリック。スピーチξの性



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ．3

　絡の差がこの爾からも示された．　（表11）なお，薪聞や小説の：交章につい

　ての従来の調査（朝鮮外印「薪聞用語研究」25号の新聞丈章についての調査。

　国立国語研究所「年報」の社説の用語の調査。国立国鵠研究所「資料集2」語彙講

　査。波多野完治F女：議心理学」の作家の携奮の論査等）に比較してみても，矯常

　談話の轟二野使用率は著しく網饗することが明らかICなった。

（3）轍合形については，それに対応する形によって分類し，それぞれの類の

　異語数と使用度数との融合形全体のそれに対する比率を求めた。（表S2）

　　なお，融合形に対応する形の構成を調べて，その面による融合形の分類

　を試み，また融合形の種類と使い手との関係を調べた、

④　品詞の使用率の上で，jEl常談話においては著しく副詞の多いことが注照

　された。よって田干談話における誉詞の語の種類。用法に問題のあること

　が考え．られる。

　　そこでとりあえず副詞の語種と男女別・教養別（義務教育だけe）もの、中

　等敦育以上を受けたもの）　。年齢別（40才凸以下，4！才以上）の使∫勝変数とを調

　べた，副詞全体の異慶数と使掲慶数とは（表13）1こ示す。

⑤　日常談話における接続詞の用語については，特色のあることが牛肉によ

　って指摘され，また，品調別調査をしている聞にも気づかされたことであ

　つた。よって，語種・使用度数（聖女馴。年齢別。教学別・総体）の調査（表

　13）とともに，用法の調査を行った、その結果のあらましは（表14）。

⑥　形審詞は語の種類が少なく，形容動詞は漢語。外来語から自1憩こ作られ

　て，その語の種類が多いと蕎’われているが，その実態はどうか，それをさ

　ぐってみるために，それぞれの語の種類と使擁度数（男女男彗・年齢別・教養

　甥・総体）とを調べた。　（表13）

　　また，形容詞・形容動嗣の用法調査の一部衝として，談語用形の使屠慶

数および犠続tgl係を調べた，
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〔衷14〕　接続詞の用法別の比率

　　（1）丈の中問に用いられたもの

　　　　丈の頭｝Z用Viられたもの

　　　　発書の頭に鳶いられたもの

　　（2｝aの使い方

　　　　bの使い方

　　　　cの使い：方

　　　　dの使い：方

（注）　使い：方のa，b，C，dの別は次のとおりである。

15．　3％

S3．　0

3！．　6

72．　7％

14．　5

！0．　4

2．4

a一関瞭に前のことばを受けて，次のことばにつなぐもの。

b一慮接前のことばを受けず，話によって作りtt｝されている事態を受けるも

のo

c一無意昧のつなぎとして用いられているもの，およびある心持を表わして

はいるが蟄続罰の役害糖もたないもの。．

d一丈が不完全のため，用語が不明瞭のもの。

a，b，C，dの区甥には困難が多いが，　aのはばを広くして処理した。

イントネ　一一ショソの調査

　A．課　　　題

　前年度に引き続き，話し需葉のイント　it”一’ションの調査を行う。

　本年度の課題としては，次の5項爵を立てた。

　1．イントネーションの型の個人別分布。（り一ル10巻について）。

　2．発言者の性別，年齢別，教養別などによって，イントネーションに相違がある

　　　かどうか。

　3．岡一人のイントネーションの鵬面による相違。

　4。文宋交節における語とイントネーションとの関係の記述。特に終助詞との関係。

　5．マス・コミ；。　＝ケーシurソのうち，ニュース，ニュース解説における文末文節

　　　のイントネーシ冒ンの分布。

　B．経過と結果

　これらの課題のうち，課題ユ，2，3については4月から8月まで，課題

4に．ついては9月から12月まで，課琶5につはては1月から3月まで，それ

ぞれ分析の作業を行った？
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　課題］については，丈束部と文中の旬末とに分け，り一ル11｝巻，延57入

（実数62人）について調べ，個人別にイン｝ネ・・シsンの型の出現國数を記

入した衷を作成したa

　なお，このうち，発言量が少なく，丈末と：交中とを合せて10園に満たない

ものを除き，47人（実i数妊人）について，文末と熱中との合計が，その個人

全体の何割をしめるかのコ．，ooo分比を調べた。個人別に調べても，全休がエ。

％以上の型償）（21，22，223，23，3／，312，32，323，33）では，大体／0％

以上になっている。特に33では，すべて10⑪％以上，32でも大部分が100％以

上である。

　課題2については1性，年贈，教養の相違によるイントネーシコンの型の

種類の相違で特に注目すべきものはなかった。

　しかし，型の使用率では31．が女性の方に：多く，男性の方に少ない傾向があ

るようである．

　課題3については，延8人（実数3人）のリール別分布について調べるに

．購ったが，話相手あるいは話者の態度によって，ある程度の相違がありそう

だという見込がついた。

　課題4については，リt一一・ル5巻（273，86，93，100）について調べた。

整理の方針は支末の丈節がユ語で成るもの，2語から成るもの，3藷から成

るもの（以下同じ）のように分け，それぞれの群を末尾の語の五十音順に並

べた，末尾の語が同一の場合は，その血忌の語の五十音順，（以下同じ）に

並べた。その場合，語に高さをつけ，その丈節の発音者ごとの回数，品数の

合計を記した。

　課題5についても，課題4と陶一の方針で，ニュt一一ス3巻，ニュース解説

2巻について調べた。

　課題の4，5に，ついては，：交の構造によって，イントネーションが影響を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’噸琴
肇けう舜が確かめられた外，＝F．　．一　7．　｛b＝F．　”一　」；解説では，日常会誕と違



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Il．”g

う点がみられた。これは，三面による相違のほか，“個人の相違も原因として

考えるべきであろうと思われる。

　（注）　イソ1・ネーショyをどのように表示するかICついては、いろいろの方式が

　　　あるが、ここではK，L・Pike‘‘The恥tonation　of　American　English　に

　　　ならい、高さに4段階を認め、脅の高さのうち一番商いものを1，次のもの

　　　を2，その次を3，最も優いものを4で袈わしている。詳しくは，年報4，

　　　19．20ページ参具翼。

　なお，この調査は，話しことばのうちで調；査の手薄な分野を展望するとい

う嚢初の臼襟をある程度満たすことができたので，一応本軍度を以て打遡り，

その結果は整理されている。　”

　この調査を通じての反雀としては，録音の企画，実施に際して，大都会で

大量の録音を行うことは始めての経験であったため，騒音によって音声がつ

ぶされるという条件についての誤算があり，また当時電力事槽が著しく不良

であったことも伴って，所期の録音リールが採集できなかったため，調査資

料の大き・さが不十分であり，条件分析のためには偏りがあり，また聴取に困

難な部分を多く含んでいて，：分野；のための作業能率を著しく低下させる結果

となった。また，比較のための資料はさらに広範囲に，大量に採集すべきで

あった。

　…般に，ttt料の申には聴取困難あるいは不能の個所が挿入されており，こ

の部分は分析の対象とはしなかったが，この聴取不能の個所および馳取不能

の発言に，話しことばの大きな問題が含まれていると考えられる。そういう

ものも何等かの方法でつきとめるべきであった。

　丈の構造についての調査では，この調査の基礎とした単位とは別の単位，

たとえば連用修飾語などは，格助詞の類によって導かれるもの，接続助詞の

類によって導かれるもの，副詞および形容詞，形容動詞の連用形によって導

かれるもの，その億のもののように，最初からもっとこまかい単位を設定し

て調査することも考えられ，すくなくとも連稽修飾語と独：立語との取扱いに
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ついては考慮すべき’点が見られた。また，語の認定。晶詞の決定についても

周様に，話したことばとしての新らしい角度からの基礎的な検討を要するも

のがあった。

　また，今後の問題としては，それらを満たすと同時に，ただに展望するだ

けにとどまらず，それぞれの分野の中心的課題を詳細に追求することが残さ

れている。今回の調査に連関したものとしても，交・丈節。語の長さの調査

では，それらの長さを規制すると考えられる条件の分析を目標とする調査，

具体的な長さと長さの意識との相関についての調査などが行わるべきであり，

文の構造の調査では，叙法を申心とする文の構造，文の構造と社会的，丈化

的条件との閣係，基本文型などの調査が，語に開する調査では，日常談話の

上での助詞の使われ方，パブljック・スピ・・チ，書き’ことぽとの比較などの

調査が，イントネe一ションの調査では，文全体のイントネーシnンの調；査，

日常談話以外の話しことばについての調査，ピッチレコーダーなどの機械を

用いての調査などが，それぞれ今後の問題として残されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村大一）
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総合雑誌語彙の準備調査

　第：二研究室の譜彙油壷は，従来はある非常に限られた対象（たとえば諭旨

新聞の特定の一箇月とか，言入雑誌の代表としての主婦之友・婦人生活とか）

について行って来た、もっと広い範囲（たとえば総合雑誌全般）を対象とす

る調査を実施するには，調査法の検討が更に必要である。対象が拡大すれば

当然作業の量がふえる．調査の能率的な経営を計らなければ，結果の公表ま

でに要する時雨が増してしまう。そこで今年度の仕事の一つとして，こうし

た揚含の調査法の研究を朽つた。

　試験的なケt一スとして，総合雑誌五種（潮，改造，世界，中央公論，：文芸

春秋）の昭和27年1月号～12月号を諏葦査対象とし，下記の層的で，標本の大

きさ二万語（α単位）の抽繊調査を実施した。

　1　どういう抽出法が，推定精度の点でも能率の点でも有効であるかを検討する。

　2　リプリン1・＝手集計：方式によるとして，どういう作業の進め方が，製表までの

　　時閥を短縮する点でも作業の正確さを保つ点でも，すぐれているかを検討する。

第一一の点では，次の方法が有効であることが分った。調査対象が相当に大

きい揚合には，雑誌の号を第一次抽出単位としてその大きさ（この例ではぺ

t一一 W数）に比例した確率で数冊を抜き，更にこうして抜かれた号から一一一一定数

のページを等確率で抜き，抜かれたページについて比推定を行うという’方法

である。この方法は従来の方法（たとえば婦人雑誌謬湧査で用いた：層別一度抜

き法比推定）より，精度の点で著しくまさるとまでは言い切れまいが，抽憲

法になおくふうを加えることにより，精度を高め得る余地がある。かつ抽繊

の操作の容易さ，推定値およびその精慶の計算の簡単さにおいて，従来の方

法より格別にすぐれている。従って調査対象が大きく，従来の方法では調査

台帳の作成に非常な費，南を要するような場合には，きわめて有効な：方法であ
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ると言える，

　今後第二研究室の調査は，惚のような対象を扱うことになるので，以上の

方法は作業諺率の向上に寄与する所が大きいであろう，ただし調査対象全体

におけ繰一次棚鞭の数耽標本に抜か三二との比盤を・諦め

て小さく設計してもよい場合以外は，外分散の増大により精度の落ちること

が翫昧る欽鞭螺鮒る本謹では・・の笠鹸り小さくす獄

には行かない、ところで第…次抽撮単位は何も雑誌の号の形をそのまま使う

必要はない。人為的に適当な集落を形作ってさしつかえない。かっとの揚含

集落の外分散と内分散との比がある条件を満たせば，集落抽出法によりなが

ら精度を高め得ることが，統計理論上保証される。ゆえにこの条件およびそ

め他の二三の条件をなるべく満たすように集落を作れば，精度の点でも集計

の容易さの点でも，従来の方法にまさる抽出法となることが見込まれる．そ

こで次年度に行う本調査では，このアイデアに立った方式を採ることとした，

　，L記の第二の問題では，作業の各段階で二度ずつ検査を行い，原作業およ

び検査にどういう類型の狂いがどの程度現われるか，それをある限界内にと

どめながら作業を速く進めるにはどういう手を打つべきかを調べた。操集用

カードの作成から製表までの間に麺り得る狂いの類型は，別項に述べる通り

五十余りが数えられたが，作業；管理がうまく行けば，実際には，それほど多

くの型の狂いは生ぜず，また結果表にまで残る狂いの程度もさほど高くはな

い、たとえばカー容の数え違いは，平均して一万枚に二放ぐらし・までに押さ

えられよう。

　なおこの調査の結果の語錠表として，五ナ音順度数表を作った。

　試みにこの調査のk位百語と，「主婦之友」調査（報告4参照）の上位百

語とを比べる。まず両方に現れた語（α単位）は，次の69語であった＊。

　　　　　　　イ　有ル（1，　3）　疑｝ル（2，2）　・fウ（3，4）　コ｝（4，6）　スル（5，1）　ナル（6，5）

　ソの（（7，8）　』ナイ（8，7）　コの（9，　Ll　4）　モノ（10，9）　ソレ（11，13）　コレ
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　　（12，18）　来ル（13，11）　思ウ（14，17）　タメ（16，33）　ミル（17，16）　ヨイ

　・イイ（18，10）　　ソウ・一指示（19，34）　ワタクシ’（20，12）　持ツ（21，52）　ヤル

　（22，42）　デキル（23，23）　隠（23，　25）　行ク（25，26？）　マター剛・蟄（27，

　34）　依ル（27，76）　今（30，　36）　ドゥー指示（3G，24）　何（30，19）　トコロ

　（33，21）　考エル（34，　76）　ナカ（36，30）　シカシ（37，71）　彼（39，　51）　一一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホウ
　ソ（41，64）分ソレ（41，　66）ヒ｝（45，20）方（46，40）知ノレ（47，89）マ

　エ（47，37）　自分（51，39）　出ル（53，31）　ウエ（54，28）　トル（54，28）　ソ

　シテ（56，73）　：大：キイ・プくキナ（60，88）　コウー指示（60，83）　シマウ（60，　27）

　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

　居り　（66，60）　藩ク（66，81）　　冒（66，45）　　モ；；7　一N9（77，43）　同ジ’（80，71）

　アの（82，79）　出ス（82，96）　手（82，48）　聞ク（94》S3）　子供（94，38）　ノ・

　イノレ（94，80）

従って，一・方では百位以内にありながら他方ではそれ以下になる語は，それ

ぞれ41語である。総合雑誌の方に現われたのは，

　跨木（26，123）　於キ（26，　一）　対ス〃（27，128）　戦華（35，535）　就キ（38，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワケ　201）　問題（39，254）　アメリカ（41，ユ70）　訳（44，111）　ソ＝コー一指示（47，　101）

入間（47，　254）　僕（52，103）　アイダ（56，117）　後（56，207）　コトバ（56，

　157）　憲法（60，　一）　　｝コwが，で（60，？）　ダが，かr），etc．（65，？）　行ウ

　（66，652）　　富民　（66，一一一）　　　クチ　（7LL，101）　　葺斬犀響　（71，515）　　ソ遣三　（71，706）　　，虞ミ

　　　　　　　　　　　　　　　トな
　（71，419）　　天皇：（7’1，一）　　　共　（71，ユ80）　　既に　（77，706）　　夢ド常辱（77，268）　　R

木ノ＼（80，421）　意味（82，440）　選挙（82，　一一）　タダ（82，　2Dl）　ドコ（82，

　！38）　　　必．要r（82，164）　　　変ノレ　（90，236）　　　麟　（90，515）　　匡i会　（9G，・．一）　　我々

　（9◎，1539）　毯；：ク（94，117）　共｝亘1（94，一）　1敬：友会（94，一一）　ご博｝こ（94，246）

また「主婦之友」の百位までで総合雑誌ではそれ以下の語は，次の通りであ

った，

一一 i22）　二（25）　置ク（28）　β付ケル（32）　拶トケノレ（40）　心（44）　ジミ（46）

鋤りこ内の数字は揃の方がこの準｛彊艦での日刊、後の方が一婦之動詫随での馳。以下同じ。鉱だ

し数字が一つしか轡いてないものは，「主婦之友」調査での腰位であるQま　St－12標本度数が少ないなどで駁

位づけををしなかったもの，？は整理の規準を変えたため地敷できないるのであるo
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　クレル（47）　家（49）　入yyu（50）　三（53）　場合（55）　症皮：女（56）　鱈

　（56）　母（56）　作ル（59）　ココ（60）　アナタ（62）　帰ル（63）　ゴザイ

　ます（67）妻（67）顔（69）．E（69）次（73）女（75）多イ（76）フ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママ　　　　　　　　イ　ツ　　　　　　　　日記
　タリ（81）　気（85）　下サル（85）　盤（85）　何時（90）　方（90）　7］〈（90）

　　　　　　　　　　　オモラ
　少シ（93）　朝（94）　表（95）　男（97）　ヨ：（97）　編ム（99）　ヒ｝y（99）

ただし，二二と認めるか否か，分類規準を変更した部分があるので，準備ii周

回の方によって整理すると「主嬬之友」の百位までではくユク〉とくイク〉

とが合併されて，一つ減ることになる，

　温位までの比較からしても含総合雑誌や疎隔雑誌の語彙の特色の…端はう

かがわれるが，われわれのの注意はむしろ，雑誌の種別にかかわらず同様に

よく使われる語に画けるべきであろう。

　　　　　語彙調査に生する狂いの種類。原因。対策

　　　　　　　一・特に使燭華推定擁に及ぼす誤差について

1　序　　鋭

　科学的調査の生命は紬果の正確さだと欝われる。その随三確さ」とは一体何の事

か。人丈科学では多くの場合，その意味についての深い認識に縮けていた。もしこ

れが二陣考えるように，莫の億と面出から得た値との差が0である，または0にき

わめて透い事なら，われわれの兎兎では必ずしも追求するに当らない。そういう正

確さを満たす代りにわれわれは，設査で使う平均的な識’用（cost）とその調査結果

の狂いによってこうむる平均約な損失（10SS）との和として考えられるところの，

危険（rlsl〈）を小さくすることに務めるべきであるe；一。

　　一一」例として単純化した揚含を示して見ようe現在または将来のある時点もしく

　は期閲fvにおレ・て利用する霞的で，ある事柄の時点もしくは期聞f1における特

　性θを調査する。その時酒4という方法で延べノZ語の測定をした結果，θに対して

＊　松下叢米男：齪齢欺理の藻‡穣念，「縦計田翁研貧鵠甕舞所」脛，3（wa27）・　北Sl敏男編：サイバネテ

ィクス，昭23，13ページ・F・Yates：Sampling　Metbods　for　Censuses　and　Ser　veys，1949；大
沢●広ほヨ●石E［…高疑，昭27，　§8●180
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　－xが得られたとしよう。この調査に要したi黄用はC（M，n）で，またx一θとい

　う食い違いおよびtoとtrとの時のずれによってこうむる損失はゐ（e，比，　to，　ti）

　である。そうすると「危険」は次の弐で表わされる。

　　　　　　　　・（・，のイ5L（礒・t・，…）dF÷c（M，・n）

　ここにFはθの推定懸：である一X’の分布函数，またSは全標本空聞を示すものと

　する。

　理論上はこういう壌になる。ただしi語彙調査の危険函数がどんな形をとるかは，

まだ，ほとんど分っていない。だが分らないからとて隔心の放漫な遮裳は許されな

い。～方ただいたずらにいわゆる正確さを追っても，たとえば国語政策の面から見

て，決して得策とは萌えない。なぜかなら，そうした戸山では幾用（上式の膚副直

二項）が著しく増大する割には高瀬（上式の右辺第一項）が減少しない…恐らく

nが増し，その大量のπという資料をF正確」に消化するために，はるかに多い活

力とはるかに長い期閲とを嚢さなければならないのである。労力が増せば当然費’用

は増すし，期聞が長引けば恐らく時のずれによる損失も大きくなるからである。

　ゆえに民話結果の精度，更に広く生産性を高めるためにも，その方略（strategy）

として調査そのものの倉理的な経掌＊が必要である。すぐれた訳査すなわち生産力

の豊かな調査の実施には，韻失に関する知識と調査経賞の能率化とが箭提となる。

現在一遍にこういう諜題を解決することは望めない。そこで問題を限って，手の着

けられる所から押さえて行くべきである。その手始めに，どんな園子が鋼々の語の

使胴率の推毒に影響して，真の罐に対する狂いを生ずるかを分析した。この間題は

どんな譲査方式を選ぶかでかなり趣きを異にするが，ここではモデルに，われわれ

　　　　　　　みづきが行い得る範囲　　で最も効率のよいと晃られるリプリント・手集計方式を取って

考える。

2．作業手順のあらまし

　リプリント諺手集計方式については，国立躍語研究所報嵜4，昭28，§2に一一往

軽　拠とえばJ・P・Palcwski：L’organi3atiG三Nlu　Travail｝，山野訳。

膏管膳立國誰研究所第二研究塗が使え謹程度の予算で二年間ぐらいにまとめら札るような調査の規嬢を考

　　えているのであるo
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解説して置いた。ここにモデルとするのは，これに改良を加えたものである。その

手順のあらましを第1図に示す。この図のカード用紙印刷から後の段階は，作業計

　画をうまく立てる蒔，流れ作業として能率をあげることが出来る。たとえば採集か

　ら集計までの段階について第2図のような方法も考えられる。これは採集・検査。

整理のスタッフを分けて置いて，ある一まとまりの箇所が採集されればすぐ検査し

て，整理に移すのである。第2図で「群」とは，そのような「採集カードの群」を

意味し，「票」とは「集計票」を意味する。なお図の上下の方向は，作業を行う時

　期の前後を表わす。従って群2・の採集と群1の整理、と岡じ高さに描いてある事は，

　この二つが並行して行われる事を意味する。集計票はまず，群1の条語に対して作

　り，その検査が済んでから群2に麗する記入を行う。群2で初めて現れた語につい

　ては，その語のための集計票を作ってこれを加えて行くのである。以下題様。

5．狂いの種類と原爆と（総論）

　誕査結莱が蔵する狂いはもちろん単一のものではない。作業の諸段階で趨り得る

雑多な獲いの纂積であるg中には絶望で行われる幾つかの検査によって発見され訂

正を受けて，結果に影響せずに済むものもある。しかし狂いを引き起す漂因が作業

過程から全く懸り除かれない限り，必ず修正を受けるとの保証は何もないから，す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．・
べてここでの分析の対象としう。

　かような分析に当ってまず心得て置くべきは，謳査には企画（Planning）と実地

作業（field－work）との質酌に違う二つの面があり，このそれぞれに幽来する猛い

鉢奔常に即興を異にする事である。それゆえ，これらは分けて扱うべきである。前

奢に囎来する狂いは，普通後者の作業中には発見し難い。そればかりか，狂いであ

るか否かの判定すら’下しかねる場合が多い。これに反して後者の段階で生ずる狂い

は，魂状でも科学的に管理することが可能である。ゆえに今は分折の重点を後者に

置く。ただし声名の狂いの方が一篤根本的でかつ致命約であるから，その追：求は損

失函数の轡型として今後に残された大きな課題だという事を強卜して置きたい。

　　さて，ある認査が良い誤査だと言えるために．は，その訊査が次の五つを備えなく

てはならない＊。

　魯たとえば林知己夫二君会科学の鮫計数翼，「数学」租，3（昭26）・
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妥当性

信頼性

客観性

適応性

欝現性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27

知ろうとしていろまさにそのものをゆがみなく突く灘斎であること。

測定の結果が，誠査を繰り返したとしても、：大きく揺れるものでない

こと。

調森者の蝋観が測1選に影響しないこと。

測楚が実際に無理なく行われ，かつ妥当性を満たすこと。

得られた溜定の結果から一義賄に現実の姿が求：められること。

　これらを皆兼ね備えた調斑なら，滋≡いは実際上無視出来る釈度にとどまり，従っ

て危険函数もきわめて小さくなる。これらのうち三目の段階と特に密擾なのは，蔓

当性，適応性，再現性であり，残りの二つがそれ以後の段階で正面に現れる。

　企画の段階で生ずる猛いの種類としては，次の二つがおもなものであろう。第一

に，妥当性，適応性，：再現性を欠く二二計画。これは，現在の科学の水準の低さ，

薦眼点がよくないかまたは準備一足かで行われる問題素目，予備知識の不足などが

原因である。第二に，寵脊完了時までに生ずる時のずれ（が問題になる場食は，そ

れ）を無視した作業胃税の立案。これも着眼点のよくないかまたは準備不足が漂園

となる。場合によっては初点力の評価が正1しくないため，ペーーパー一一＝プランを作っ

てしまうという事もある。（この第二の狂いは適応性を欠くものと見てよい。）翼

にこの二つほど本．質的ではないが，第三として，得られた予備知識に存する狂いが

考えられる。その原因は，予備知識を与える資料の収集不足とか評価の誤りとか，

または資料そのものが含む狂いなどである。しかしここでの狂いが後々まで響くの

は，たとえばそれが問題設逡を誤らせる因子として働くような，三三的なしかたに

限ると愚う。

　次に実地作業の段階であるが，これを　枠の設進　標本の抽嵩　リプリント（採

集カード用紙の作成）　採集　i整理　集計　製炎　に分けて，狂いの種類などを館

1表に派そう。ただし価々の狂；いの型は，それが具体的に．現れる輩投初の段階に懸け

て述べることにする。またそういう型の狂いが生ずる膿因については改めて販り上

げる。

　　　　　　　　第1表調査爽施の諸段階に生ずる狂いの種類

第4欄で誤：J：F・しくはAとあるべきを3としたもの術標本のぞ三所に魁・
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のにあるようにしたもの　脱：標本のその箇所にあるのに落したもの

い　失：紛失　他：その他の褒い　の意である。

算：計算違

霧業段階劇「3｝「

　　　　i撃
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　　tt　ll
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術

術
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誤
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l　　ti

l　i，
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（測定を要するもの）1（誤術麟）i困難
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　　・・2iサ・プ・・グ・おけ・・ガ・性・敷

　　1203i指定通りの大きでないサソフ．リング

　　1…撫・襟拙靴・馳落・
　　1205　y・．b定練ない蜘蝉位の駒そa・f…v・

　　PO5　i購罷の携違い

　　1301i割付の稀

　　i302：採集かド騰の記載違い
　　i3G3　｛EPノ罧斑の不鮮明
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算
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誤
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　脱

誤

也
畠

｛

4

やや困難

容易

リブ｝／ト

誤

採集

検査

401調査単位の分割しそこない
402 p採集違い

403i採集後検査前のカードの紛失

41！：検査の際の訂正しそこない

412｝検査後数理前のカードの紛：失

誤術脱

整理 ［6・・廉し脚羅
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　　　　　　　508睡理検査前の採集かド・野際の紛失
騨U搬・際・華・そ・な・・

カードを離別する順の誤り

作業後のカ・一一　Sの紛失

カードの単純な勘定違い

見出し形の誤認によるカードの勘定違い

集計票に詫入する揚所の間違い

勘定中における採集力pmドの紛失

相当困難

やや容易

　ノノ
1困難『
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（1ジ　．． P②

作難物w
　　　「癌
　　　　1，613

　（g）　’一’”　”””　”mp””wu”一　’””’L”　’”　””’一”’”””’”“’”1〈4）

　　　狂　い　の　種　類　　i狂いの地類
t　tt．’．．．．「．〒’．．．…噛．“．．．……．．．．．．．．一』．．一．’．……．．．．．．．…．…．．．．．一．』．一．．． @　“i　』．．「．．』一．．一．．…

検査中における採集カー“一・1「・集計票の紛失i　　失

検査後集計穂の採集カー・一　lr・集計票の紛蝿　　失
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

｝601庫蕾誘集計薇り
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｛

藥計中の集計蓑の紛失

嬢本の大きさの合計の誤り

便駕率推定方式の不備

抽出誤差

推定方式によっては生ずる引回り

推定の際の計算違い

　　i6G8推定の際の：丸めの誤差

酬惣：灘錨響繍薄霧壁

検算：i611欄干の誤りiこより訂正しそこない
　　±
　　浴工2検野中の集軍票の紛失
　　i・

　　i603検算後製等分・の集計嚢の紛失

i・・罵言礫嚇列鞭の　弓逮い

i702陵1ご記入する甲所の賜違い
［　　i

iZG31単純な粥の間違い

雑嚢黙灘牽制紛失
｝706瞬駿後引き合せ前の衷の（の一部）の紛失
1．．，　1

1

鐘　i容易
　失　i困難

算　　1やや容易

　　他1盃って困難
　　　1
　　偲eCL

　　他i糖

算　綿
　　　　　他｝＊

灘テ脱　　iやや容易
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l誤術脱
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l

算i困難　
炎

四川

引き合せ世嗣き合せの際の訂正しそこない ｝誤術脱（鉾）

失
失
失
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し．．．』．．．

iやや容易
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　tt
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Ii　t，

隣易
1困難

（5）の欄で＊は誤差の評価が統計的に可能なもの，また＊x一は推宕方式によって

は0に撮来るが，われわれが今考えている方法では幾分あり（一般白㌻に小さいが），

しかもその程度がどのくらいか今のところ評価綴来ないものである。なおこの欄に

r容易」とあっても，その訂正に労力を注ぐことが費用の点で引き合わない場合も

ある。

4。狂いの樋類と筆癖と（各論）　　　　　　　　　　　　　　　　　，／・

4・0狂い釜生ずる原因の類型　　前の節で晃たように，狂いの種類は普通考えら

れるだけでも五十余りある。しかしながらそれを生ずる原因となれば，はるかに減

ジて数飼の類型にまξめられ4うgζζで獣試みに次の4うにまζめるg



？）o

　　作業習の費任に帰する漂因　　　　　　1　作業者の不注意＊

　　　作業管理者の責俵に帰する原因　　　　2　管鯉の不十分

　　　調査酋脳部の責任に帰する原因　　　　3　調査用紙の設計の不備・不趨切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　作業の指導の不備・不適切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　その他

　4・1砕の設定　　枠とは，抽と｝｝という操作の基礎に使う帳簿とjl　一一ド・ファイル

　とがあって，そこには調査対象をヲ劉認るところの抽出単位：が記載してあるものを言

　う。われわれの語彙訳査では，既穿の枠は何もない。そこでこれをその都度作らな

　ければならない。この毅階で生ずる狂いを分析した結果を第2表に示す。

　　なお第2衷～第8表の原照の欄で，数字は§4・0に述べた三園の類型，また

　　　◎○　は，この狂いを生じさぜる驚き’な原因，◎は特に重大なもの；

　　　△　　　は，前者に比べれば軽く見てよいもの；　　　　　　　　　　　　　，

　　　＊　　　は，便宜上類型5の欄に書くが，調査の実施に当って除き得ないけれ

　　　　　　　ど，普遷はその程度を企画の際に制御鐵来るもの

　を意賑する。

　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　第2表　枠の設定の段階における狂い

番［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　狂いの原因
引　、狂いの種　　了1213④剛　5．その他＿、

　総藻鍵　　i瀬野轡．糊　脚癖

10嫡属緯る即雛の誤り（質剛◎iiii◎層の麟の礁
104ノ…　’1　　〃（測定を要するもの）i◎iiii＊測定誤差

・。碗鱒項・誤り　　　｛◎■d◎；
・e劔鯛り隠・・蘭・誤・i◎ll△i△i

　これらの狂いは，われわれの調査の規模なら，調査台帳作成後の検査で庶とんど

訂正出来喬。（ただし104ほ04ノ，105では狂いを根絶するまでの訂正は晃込めない。）

4・2　標本抽出　　決欝し．た抽出：方式にzよって実際に標本を抜き’取：り，ぬき’ばり＊＊

を作るまでの毅階である。

冊　その錫をの揚の偶勇的な不注意と，作業摺惑が作業着の集置に対しては滋切に行わ沈允のに，ある偲人

　が署癒で手引擁塀した嬉劃劾し允饗舎とを倉妬朱熟は2。，4。t5。の働馳歌昧る9



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3’i

　　　　　　　　　　第3衷　標本抽出の段階における狂い

202サ・・ガソグにおけるラソグム性の喪失　｝◎i◎ii△i

2・3継渤の大川でなけyプ’］yグ　；◎i◎……i

2・輯雛された榔麟ヒ唖嘱し　　1◎◎iii
…搬さ漁磁騨位㊧・・りそ・な・　：◎：◎ii｝

tto6標本番畢の打ち違い　　　　　　　　　　　　1◎◎；ii

　　この殿階も，201を設瀞上の工夫によって処理し，202を作業者の十分な理解に

　よって切り抜ければ，狂いをほとんどすべて除くことが嶺来る。

　4。3　リプリント　採集か一ド用紙を作る毅階である。用紙の設計に当っては

　適応性をもつことに努めるべきだが，それは企画に属する仕事であり，かつその影

　響がこの段階に薩ちには反映しないから，考察からはずす。

　　　　　　　　　第鷹蓑　リプリントの段階にお凝る狂い

重し垂下　下翼一一◎…1築三姦拶：二西2猛璽ll二1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　ゆ　　　　ロ　　ニ
　30三｛湖付の不備　　　　　　　　　　　　　　　i◎1△i；◎i

i鎌蔓轡∵．tt一…継鑛鍵蝶
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　　作業の順序としては校正が印融こ先立つ。また：われわれの現状では，害1付・竣正

　の作業員は所員であって，臨鋒寺筆生や所外アノレバイタではない。

　4・4採簗　　謳蒼単｛立の旬切りの墨髭から整理に移される直前までの段階である。

　　　　　　　　　　　第5塞採簗の段階における狂い

驚　猛い・稗．＿…灘講旨弩系浩孔
棚灘雲あ瓢厩Ul　．’…臨i。愚i簾癖蕨薪徳
4。3i採難擶前の折陀紛失　　　i◎：◎摂iO難の不＋分

叩駈盃藤6議じを渥ボ　｝｛｝ uδ面iδ1　…　．…一．耐……一㎜…’

4・2樋後川前の力司・の紛失　　　i◎i◎iiiO設備の不＋分

　＊弊　「ぬ廷ばり」とは・採集することに決つ允簸所楚錘誌から「抜き」とって，一篤階紺とに一枚の台紙に

　「は閃つけ・標調響とか作業進敏のtE？fi“とかを燃込ん燐の個研鰭⑫写5ページ）t，？



g2

　4。5整理　　整理・集計・製表の段階は実際｝こは反凝して行われるが，ここでは

採集の二階を経て来たカー｝’をまず五十音順排列法によって分類排列すること，そ

の排列底力■一一一ドを個々の語（調査単位）ごとに勘憲して集計票に記評すること，お

　よび以上の結果を検脊することという三つの操作を整理と呼ぶ。

　　　　　　　　　　箪6衷　整理の段踏における狂い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、一．．．　狂＿いρ．原．V！・i．．＿．．、番　　狂　い　の　種　類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　’1’　’i　’2　B　1’i　1’i””　s　’’”　”　’”tic　”’　of’　’1’（5
磐

巳。ユ雛し形の翻　　　　　；◎；OIAI◎i◎見限物鱗の礁
50鞭ごジ粥け瀬の欝　　　　1◎iOi△：◎i◎捌渤鱗の不｛藤
503纏中朧後の力畔噺失　　　i⑨i◎i■
504炉ドの鞭な勘鍵い　　　　1◎i△iiOi
：1：麟彙髪畠驚翻藩3勘定違いi雛毬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li＠IAI・　ii　li
sGフi期定中における採集力”一　1「の紛失

・晦鍛検翻・採集・一一　・“喋計劾雛…◎；◎i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　く　　　
5・戦査の際の訂鳳こない　　　　i◎PiOi◎i

：i！舞殿霧鑑＝臨嚢叢i雛iii

　この串で502は，それ自体は使馬率に響かない。しかしこの狂いが誘発する妊い

を予想する方が蜜全なので，特にあげる次館である。

4。6　蘂計

　　　　　　　　　第7塞…舞計段階における狂い

番1
＿：号ご

　8一　Ol

　602

　603

　604

　605

　606

　607

　608

　609

　60e

　　　狂　　い　　の　　種

調査単位ごとの集計の誤り

集計申の集計票の紛失

穰本の大きさの念計の誤り

使濃率携定方式の不備

抽禺誤差

　　　狂　い　の．榎、．．墨

ほi2；3i4i　5　その他

推定方式によっては生ずる片審り

推定の際の計算違い

撫定の際の丸めの誤差

集計結果を他欄に転慰する聞違い

集計；票の紛失

1一’：．一一i－T一’Thnmm　’　”’一”um”””　’”L一””・一一一一’一一’

1＠lolol’＠・ol

＠IAII・　li　li

rv＞oi＠l　lr．？Ei）ol

　iiii◎領戯設計の不備
ii｝i＊簾に伴う燃的

！iiii＊　〃　〃ff寄り

隅i魯iOi◎iO設備のas＋fPF



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s3

1111轟霧簸∵い』一馨聡∴∵’”　’”　一’

4・7製表　　便宜上この段階に，別種の語彙表を作るための集計票俳列替た一

実質においては整理……を含めて扱う。

　　　　　　　　　　第8袈製表の段購における独Ls

鷹⊥響三『磁一．∴．一郭…．超∫．．．三壼董，蓋．量斐轟一．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　ほ　に　　
7Gl…集計票の排列替えの脚達い　　　　　　　　◎：OlO◎i

　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　　　　　ヒ　　ニ

フ02襲に詑挿する揚所の開違い　　　　　　　　◎iOiσ◎i

ill苧績ll臨繊lliliil膿

球蒔憂磁諏灘演”i◎；6；◎◎　「…t’t．’．”rrt”tt…’ハ

　なおこの節のような考察には，アメリカでmanagementの能率イヒのため｝こ行っ

たWF（working　faactor）の分三法のアイデア＊が参考となろう。

5。補説｝・狂いの樋類の響価｝｛

　§3と§4とにあげた五十余りの狂いは種類であって，実際にこれが島陰今度に趨

る訳ではない。そこでまず，個々の狂いの平均発生率を知る必要がある。しかしそ

れらが一定の信頼度で推定繊来たとしても，狂いAと狂いBとが独立に発生すると

は限らないから，単にそれらを加え合わせただけでは，結果に残る平均的な雅いを

評価した遭にはならない。またある種類の狂いはその作業に続く検査を経てある程

度まで修正されるし，ある種類の狂いは語漏表に影響を及ぼさない＊＊。　そこで結

果における狂いの程度を評価するには次のような課題に答えが出ていなければなら

ない。

　1。　統計的なerrorとbiasとの評“Hi

＊　この紹介や日本での硝魏は色ゐあろうが・簡濠なものはたとえば「・・“ネジメント」M（昭27），50～52

ページo

if　一M　Scとえば舗己301蕎の型とか譲形の謙知にさしつかえない稚徴の転写の誤DとがあげらStる。
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　　2。　検査を経てしかも残るmistakeの評｛ilii一州作業で生じた1nlstakeと麗

　　　　係づけて

　　3。　企画におけるmistakeの影響の評価

　　4。　醐々の狂いの間の相関の分折

　このうち3。は，現状では科学的検討がほとんど出来ない。（将来，語彙調査にお

ける「危険」論が進歩すれば，可能となる。）次に2。と4。とも，今の所，互い

にからみ合ったままでしか評仙i出来ないが，結果にまで残る狂いの程度を知るには

　一往それでもよかろう。

　　こういう評価のための努力は，詑述の精密さの保証という意昧でも必要であるが，

　それにも増して予言法蜀」の樹立を賛ざす三三調査の将来のためには，：本質的な硫究

　と言える。測定誤差を無視した科学酌推論はあり得な：いからである。また一方謳査

法の向上のためにも，現在の水準での狂いを計量霞勺につかむ必要のあることは，言

　うを待たない。しかるにかような癖究は今筒全く二二拓の状態である。従って評価

　の方法論そのものから考えて行かなければならない。ここではそれに関する報告を

　害1愛して，刷の機会に譲りたい。ただしそうした計：蟹的硯劣をふまえない限り潔査

　の薦実な前進が期待し難いことを，繰り返し強調しで置く。

　6．狂いを藏らす対策の原則

　作業の各駿階における綾術上の対策は，上記の計量的価究の結果と考え合わせて

穴いに工夫すべき所である。しかしそういう個々の工夫も，ある三期に沿った線で

　こらさなければならない。そこでその凛鋼を列挙する。

　　1　作業手順の単純化

　　1　烏山化されたフィードノ5ック＊の二進

　　躍　調査蔚の士気（morale）の高揚

　　鐸　無理のない標箪シ仕壌戴の設定による作業管藻の貨滋藝

　　V　管理事務の蚤：視

　　このうち1と夏とは特に企画の際によく検討する必要がある。贋ないしVは運営

＊　この概念の解説は・．N・W三cncr；Tha　I’lurn．an　Use　of　Human　l＝・：，in9，1949，池原訳「入歴5綾

槻論」，昭29，塑冤よo
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上の問題と言える。更に，簡単な浅釈を加えよう。1については，語彙衷が識来一ヒ

がるまでに経なければならない段階の数をなるべく減らすこと，および主観的な判

定を要するような作業の部分を少なくすることが：大切である。転写を何回も繰り返

すようなスケデュールは簸も不利である。また機械力の利用も，その正確さに魅せ

られる余りかえって手順を複雑にするなら，引き合わないとも見られる。狂は後の

IVと関係するが，単なる読み合せ程度の僚始酌な検査でなく，作業のどの段階にど

んな検査を置いて狂いを早く修圧するかの観点から，十分考慮すべきである。狂い

の発見が遅れたため修正に思い掛けない費用と嚇封とを使わざるを得なかった経験

がある。璽は言うまでもない。聾は結局「無理な仕事はさせず，水準を～定に保

つ」ことである。調査者の全般について，ことに作業者につbて，能力を上箇る仕

事を課してはならない。特に調査補助者の能力の評価が大切である。これに照らし

て標準仕窮蚤を建め，無理ではなくゆるくもないように作業を進める。この濠期を

貫くには，作業管理に伴う様々な事務を端仕審とは鬼ず，調査全体とのつり合いの

もとに相当箪：視すべきである。これがVである。もし管理事務の専門麺当者が置け

れば，最も望ましい。これを撮くという鶴提に立つフd一ドバックの強化は，考え

るに価する。

　調査技術のための具体案は，話が細かくなり過ぎるし，また狂いに麗する計簸酌

柵究の結果をも必要とするので，今は述べない。しかし今年魔の準備調査から簿た

情報を活矯することによって，次年慶の調査では，従来よりよい方法がとれると信

ずろ。



36

当用漢字の実施によって生じた問題と

その解決法の研究

　当用漢字表に従って各種の丈章を書こうとする揚含，どのような，またど

れほどの障害があるか，その障害をとりのぞくのに，どんな対策がたてられ

るかを明かにする。この研究は，喀和28年度泣面省科学試験研究費補助金の

交付を受けて行ったもので，調査に携ったものは，次の通りである。

　　岩渕悦太郎　　林　大　　村尾　力　　永野　賢　　斎賀秀夫

　　水谷静夫　　石綿敏雄

調査蒲象および調査方法

　調査対象として，当用漢宇表に従って実行した揚含，最も多くの問題が生

ずると思われる総合雑誌を，まず取り上げることとした。

　総合雑誌は，発行頭数の多い四つの雑誌（丈芸春秋，申央公論，改造，世

界）とし，昭和27年7月号から28年6月号にいたる一年閲のものについて，

その中で，本文と認められるもののX〈…ジに．使われているすべての漢字を対

i象とした。

　全数調査をとらないで，ページ単位に，金体の約十分の一の標本を抽馨し

て調査した。　（層別確率比綱：二段抽壮玉法。推定は比推定による。）

調べようとしたこと

　（1）表外字は，使罵された漢字の総数に対して，どれほどの比率を占めるか。

　（2〕その比率は，寵譲の種類によって，どれ像どの動きがあるか。

　（3）　どのような表外学が用いられているか。

　（4）それぞれの物外寧は，どういう語に用いられているかQ

　㈲表外字で比較的使縮率の高いもの，表外宇を用いた語で使周率の高いものに，

　　　どんな言いかえや霧きかえが可能であるか。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3を

　　（注）ここで表外字というのは，当用髄字表の漢字1850字以外の漢字をきす。当

　　　　用漢字音訓表。当用漢字字体裏および入名用漢字別表は，表外字の凋定規

　　　　準にしない。

結　果

（1）使用された漢学の総数に対して，表外宇の占める比率は，3．17％（96％

　の信頼度のもとで信頼区闘2．9G～3．44％，精度3．3％）と推定される。雷

　いかえれば，すべての漢字の使用度数の96．83％は，当用漢字によってま

　かなわれているわけである。

　　（1ユ：）精度とは，推定轍の平均二乗誤差平方根を用いた変異係撒を意昧する。

（2）その比率は，認事の種類によってかなりの動きがある。

階名

　　　　　r座談会記事
翌名のな葦擁訳・・

　　　　　複祉内記事

推定値（％）

　　5．　46

　　2．フ9

2．　14

工．59

2．　18

循頼度95％1のもとでの偏頼区間（％）

　　　　4．　6e一一一6．　27

　　　　2．　33－3．　24

　　　　1．　42－2．　85

　　　　1．　e6－2．　i2

　　　　0．　94－3．　43

⑧標本度数7以上の蓑外字は，別話のとおりである。

㈹表外宇を用いた語の君いかえ，書きかえの可能性については，昭和29年

　3月現在，資料整理中で，縛来「言いかえ。書きかえ語彙表」の形でまと

　められる予定である。

　　　　　　蔽i外　享　度　数　褒　　（標本度数7以上）

　　　　　　　　．　（A）一固有名調以外に使われた度i数

　　　　　　　　　　（B）一固有名罰に使われた度数

　　　　　SCをつけたものは，当用漢字表補正のための資料として昭

　　　　　額29年3月，国語審議会から発表された字に該当するもの

　（A）順位　　漢掌　　（A渡数　　（B）度数　　（A）÷（B）　（A）÷（B）噸位

　　1　iZft　736　O　736　1
　　2　　　　　　　僕＊　　　　　　462　　　　　　　　0　　　　　　　　　　462　　　　　　　　　　　　2

　　3言歪皇3G8　0　3Q8　4
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地方言語の敬語に関する調査1

　昭和27年度地方調査員に：気ける委託調査

　　　　　　　　　　　　A．ま　えがき

　この調査の獣的，計画，実施状況，昭和28年6月までに行った結果：の整理

については詔和・・鞭國掴語研究所鱗（33～37ぺPtジ）に緯てその

あらましを報告した．以下はひきつづいて本年度に行った結果のi整理発折の

経過とその成果の一端とである。

　　　　　　　　　　　B．結果の整理

　1．調査三管の園牧

　昭和28年7月まで待って（しめきり昭和27年12朋1．日）調査報告の回叡を

打ち’切った、この調査の報告は，（1）調；査票，　（2）「調査票による調査」

の実施状況と調査についての班感，　（，g）終助詞による敬意の表わし方，

（4）「これからの敬語」についての所感，の4種類であるが，回収状況は以

下のようである。

　（コ）調査票：　計画では，被調査者は全麗で329地点6tt）S人（コ地点2人）

であるが，調査票が回収されたのは，300地点600人であって，計帳の約9／％

である．回収できなかったのは，北海道4地点8入，神奈jlwa，　lk梨梁，奈

良堅それぞれ7地点14入，愛知県9地点G人，三璽県ユ地点2人，計29地点

58人である。

　（2）調査の実施状況と調査についての所感：　調査員47人中提出したも

の39人，未提出9人、

　（o．tJ）終助詞による敬意の表わし方：　提嵐したもの36人，未提と即．／入、

（の「ζれからの敷副につv・ての所愈提禺したものe3人，未提出4人，



e，e

以上のうち，本箏度はもつぼら調査票による調査の結果の分析を行った，

　2．調　査　地　点

調査票が回収された300地点は，次のようである。

　　　　　　　　　　　　調　査　地　点　一　覧　表

蔚集別

北海道

岩

　地点No．地点名
　（01）　1　砦見沢古

　　　　2　網走市

　　　　3　樺戸郡月形村

　（02）　1　余市郡余市町

　　　　2　野都郡欝都町

　　　　3　　太櫓郡太櫓村

　　　　4　松前郡福島町

　　　　5　1亀田郡戸井村

　　　　6　≡茅部郡鹿部村

　　　　7　上川郡多寄村

森　　（03）　　1　　　南津耳嚢…PtfS黒石町

　　　　　2　北津軽郡中塁村

　　　　　3　　西津軽郡深浦町

　　　　　4　東津軽郡小湊町

　　　　　5　下北郡大畑町

　　　　　6　上北郡七戸町

　　　　　7　三戸郡三戸町

　　（04）　　1　　　東磐井震ぢ大原町

　　　　　2　胆沢郡衣Jfi村

　　　　　3　　稗貫郡大追町

　　　　　4　　業｝5手郡雫石町

　　　　　5　　下閉伊郡小川村

　　　　　6　九戸郡軽米町

　　　　　7　二戸郡浄法寺町

府察別　地点No．　地　　点　　名

宮　　城　　（05）　　1　　　伊県ρ郡筆下1ぎ村

　　　　　　　2　　刈照郡富村

　　　　　　　3　　宮城郡秋保村

　　　　　　　4　　富城郡松島町

　　　　　　　5カ「…美君置！」、野E珂田∫

　　　　　　　6　登米郡米谷町

　　　　　　　7フti吉測；鹿折巨了

秋　臼　（06）　1　北秋田郡七二村

　　　　　　　2　肉本一層爵村

　　　　　　　3　　南秋田郡大川村

　　　　　　　4　雄勝郡明治村

　　　　　　　5　仙北郡横沢村

　　　　　　　6　河辺郡塑：島村

　　　　　　　7　由利郡；署谷村

山形（07）1勲庸狩岬ゴ

　　　　　　　2　最上郡萩野村

　　　　　　　3　；｝ヒ村［ii郡絹菱野村

　　　　　　　4　　顕村山郡七軒村

　　　　　　　5　東村由郡大郷村

　　　　　　　6東羅賜郡金山オ寸

　　　　　　　7　南置賜郡申津川村

福醗（08）1伊達郡太田村

　　　　　　　2　N村郡中郷村

　　　　　　　3　西白河郡信夫村



恥点地別府

4
5
6
7
i
2
3
4
5
6
7
／
2
3
4
5
6
7
1
2
3
荏
5
6
7
1
2
3
4
丁

働（城茨

①σ木栃

鋤（

鋤（玉

地　　点　　名

河沼郡勝常村

南会津郡檜測寸

石域郡草野村

報馬郡石神村

多袈郡櫛形村

那珂郡瓜連町

東茨城郡竹原村

稲敷鄭鳩崎村

結城郡宗道村

預茨城郡北那珂村

鹿島郡波野村

那須郡小川町

芳賀郡遡1附

塩谷郡片隅村

河内郡瑞穂野村

上都賀郡今需町

下灘賀郡家中村

安蘇郡碑沼町

利枳郡桃野村

吾妻郡中之条町

賃楽郡富i踊町

多野郡藤岡町

伊勢崎市

L姻郡唱里顧村

邑楽郡赤羽根村

秩父辮；横瀬転

輪簗嚢綱部村

比企郡欝吉見出

入鵬隅瀬村
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地　　点：　名

北足立那大門村

北埼王郡幸浦川村

雑慮飾郡八代村

海上郡旭町

印旛郡大合村

東蔦飾郡富勢威

長捲獺噺治町

夷隅郡布施町

君津郡天神山村

安房郡九重村

北蒲原郡京ケ瀬村

東蒲原郡三川村

西蒲原郡島上村

黒鵬郡砦塚村

南魚沼蟻壁内村

巾頸城郡和N村

費渡鋤隣村

下新罵郡泊町

中新川郡滑ノ1町

上新用郡上滝町

坐論フjく寒郡／」、勢多町

東礪波郡庄ノ1燃

油礪波郡石動町

氷見焼桐見町

江沼郡矢口野村

熊葵郡根上町

石川郡安原村

河北郡浅ノr附

累咋郡河倉斧杉
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鋤（野畳

鋤（阜岐

鋤（岡静

地　　点　　名

鹿島郡笠師保村

鳳至郡門前町

坂井郡本荘村

吉霞郡下志比村

今立郡服隠村

：大野郡下穴馬村

南条郡今蕨村

敦賀郡愛発村

遠敷郡蕪宅村

下伊那郡伊賀良村

西筑摩郡日義村

諏訪郡下諏訪町

東筑摩郡本城村

小購講購里村

更級郡稲璽村

下高弁郡穂波村

海津郡今尾町

揖斐郡久瀬村

郡上郡彌富村

土岐郡土岐津町

益田郡馬瀬村

吉城郡古Jl町

大野郡白川村

賀茂郡下河津村

駿東郡深目村

田＝ヒ郡熈綱町

4＼志太郡蘭部町

5　小笠郡掛川町

6　難ヨ郡二俣町

騎県別地点No．

　　　　　　7

愛知　（23）ユ

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

三　重　（24）1

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　7

滋賀　（25）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　6

　　　　　　7

京　都　（26）1

　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　7

大　阪　（27）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

地　　点　　名

浜名郡新居町

葉栗郡木曾JII町

中島郡今伊勢町

丹羽郡古知野町

名宵屋市園田区

桑名郡木曾岬村

一志郡八ツ山村

多気郡三瀬谷村

志摩郡御1円村

北牟婁郡長島町

南牟婁零鮪井村

高島郡高島町

滋賀郡四丁町

粟太郡瀬田町

甲賀郡甲南町

神崎郡八厨市町

彦根市

長浜市

何鹿郡盤里村

天｝逼郡下川口村

船脚阯琴蜘村

南桑畷階野村

北桑霞郡周出町

久世郡富野荘町

相楽郡中和束村

南河内長道明寺町

中河内勝局下村

三島郡清水村

皐北瓢忠岡町



府県罰　地点No．

　　　　　　r」

　　　　　　　6

　　　　　　　7

兵　庫　（28）1

　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　4

　　　　　　5

　　　　　　6

　　　　　　7

　　　　〈29）　／

　　　　　　2

　　　　　　3

　　　　　　4

　　　　　　5

　　　　　　6

　　　　　　7

牽口歌山　　（31）　　1

　　　　　　2

　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　6

　　　　　　　7

藻き　販　　（32）　　1

　　　　　　？．

　　　　　　3

　　　　　　4

　　　　　　tt

地　　点　　名

泉北郡察陶器村

泉南郡熊取町

南河内郡長野町

多紀郡城北村

田東郡穴蔀村

三際郡阿那賀村

津名郡中碑面

赤穂郡矢野壷

飾磨郡谷内村

武庫郡良元村

美方郡温泉町

蜘嚇際佐村

鼠i石郡出目村

養父郡宿南村

朝来郡出口村

神棚｛陛富村

宍粟郡側索村

脅聯郡学丈路醤

那賀郡龍F附

海草郡安原村

右照君臨石村

欝高郡湯ノ耐

「葺山崩y

東牟婁郡高池職

八頭郡丹比村

八頭鴛K田村

器美郡津ノ井村

気高郡末腹村

東伯郡印良町
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　　　　　　6：一1

地　　点　　名

酬白郡名和村

a野継根雨町

田義郡飯県議

八束郡講武村

飯石郡東須佐村

題摩郡湯離村

邑智郡稲垣

浜貫葺宙

美濃郡北仙道村

和気郡伊黒町

赤磐郡高月町

児島鰍幅村

小田郡小叩町

阿哲郡神代村

真庭郡勝l！町

勝田郡脚細町

sヒ婆翼晒城町

撒羅郡津久志村

沼隈郡靹［y

線難騨立lliY

呉市仁方町

安佐郡飯鷹野

俊循郡四愚母

穴離職霞瑠璃

晦武郡奈古［町

豊浦郡西市町

佐波郡八坂村

厚狭郡小野村

都濃郡鹿野町
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窮県罰挫原No．

　　　　　　　7

徳　羅　（37）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　　6

　　　　　　　7

蚕川（38）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4・

　　　　　　　5

　　　　　　　　6

　　　　　　　7

　愛　媛　（S9）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　7

葛知　（40）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　？

地　　点　　姦

熊毛郡簡雪施町

那賀郡坂野町

海部郡三三岐田町

那賀郡平谷村

阿波郡土成町

麻植郡中瀬≠

美馬灘江原町

黒好郡壮町

穴川郡夢溜町

小豆郡四海村

木田郡一滴村

香州郡下笠居村

綾激郡羽隙村

丸麺宙

鋭豊郡財醸村

字摩郡小欝士村

周桑郡楠河村

越智郡桜井町

伊予郡中ロ町

菜宇和郡字和町

北宇禰郡松丸町

霧宇零瀾職辺町

幡多編喬上村

高隅郡窪ノ隅ア

習絹織伊野町

土佐君灘蔵寺村

長岡郡東蔓永村

香美郡佐古村

安獅隆戸町

騰：県謬1∫地点No．

福　岡　（羅1）1

　　　　　　　2

　　　　　　　s”，

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　7

佐　賀　（42）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　rJ

　　　　　　　6

　　　　　　　7

優　崎　（43）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　」r

　　　　　　　6

　　　　　　　7

熊本（44）1

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　　　　4

　　　　　　　5

　　　　　　　6

　　　　　　　6

　　　　　　　7

地　　点　　名

京都郡豊津村

剛1晴

鞍手郡営編戸

粕選署門下町

筑紫郡水城村

三井郡宮ノ陣村

山門口陰禰町

三半下郡田代町

神川郡三va川村

佐賀郡東川副村

忌門郡武内村

藤津郡大浦村

東松浦郡久里村

酉松浦郡伊万里町

北松浦郡申野村

諌早市

西彼杵郡神浦村

東被杵郡
下波佐児村

佐世保欝

南高来郡南有馬町

南四丁郡福江町

五客郡伊倉町

菊池町［鮪池村

町蘇郡古城村

飽託郡早緑村

人吉市

水俣市

禦北郡津奈木村

天韓鯛麟
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2
3
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府
大

のα崎宮

地　　点　　名

下毛郡中耶馬漢村

宇佐郡糸口村

東国東郡竹霞津町
；妻ヒ海湖～君1≦

津久見浜町

南海部郡蒲江町

大野郡含川村

玖珠郡東飯霞石

営崎郡広瀬町

児湯郡圏米良村

東臼杵郡北浦村

西照杵郡高千穗町

府県別

鹿児麗

地点No．

　　　5

　　　6

　　　7

（47）　1

　　　2

　　　3

　　　4

　　　5

　　　6

　　　7

　　　　　　6，i，

地　　点　　名

東諸県瓢綾町

北諸県郡高獄町

西諸県郡加久藤村

罎水郡穴川内村

薩摩郡水引村

碕置郡郡山村

鹿児島郡酉桜島村

川辺灘酉南方村

姶良郡吉松村

肝属郡佐多町

　3．被調査考の丁目醜条件の検討

　調査臼標に従って，あらかじめ被調査者の文化的条件を性，年齢，居住経

歴，職業，階層の6項目について指定した。結果の分析に先立って，調査票

が置1収された600入の被調査者の丈化的条件を検討し，被調査者の人数を考

慮しながら，…頓厨でも指定の条件と著しく異なるものは，条件の不明なも

のとともに分析の対象から除外した，この作業は7月中旬に終了した。検討

の結果は以上のとおりである。（カッPt内は指定の条件を示す）　　　　　tt

　（1）　性（男）二男599人，女1人，女1人は除外。

　（2）年醗（岡一地点で，コ人は60歳前後，1人は26歳繭後）：岡一地点

で年腰の多いものと少ないものとに分け，それぞれの年齢別分布を図示する

と，図1のようになる。その結果，年腰の少ない層（脊年層）は30歳以上，

年齢の多い層（老年層）は駁歳未満，γ5歳以上を除外した，

　（3）居住経歴（調査地点で生まれ，成長したもの）：指定条件を備えて

いるものは（soe人申429入（7，1　．　t5％）であるが，その他のものについて，移麓
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛5プ

め年齢，期間，移住地，移佳の理由などをひとりひとり検討し，調査地点外

の地域の蕎繭語：的影響があると思われるものは除外した，

（4）学歴（26歳前後のものは旧制高等小学校，60歳前後のものは｝β制小

学校卒業程度）：集計の結果は表ユのようである。検討の結果，青年層，老年

　〔表D　　　　　　　　　　　　！層ともに旧制小学校，旧制高等小学校
岡一地点で年

．齢の多いもの

ナ　　　シ

専小屋
小　　退

　ノ3＼

小　　卒

高小巡

鳶顯
　　　ミ高小嗣
青　｛
青　　劇
　　　と

商業剰
農林週
薪高卒i

高　卒i

ifE入も簡

　（計）i

　　　：

　1

　2

　4

　3

i74（68％）

　4

9S（31．フ）

同一地点で年
齢の生いもの

k

工5（5）

　　　　　　1フ（5。6）

　　　　　　3eo　300
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついては，とくに検言寸しない。

　検討の結果，以上の除外例の一項園以上に該当するもの，条件の不明なも

のを除外した498入（青年層％｛1人，老年層248人）を分析の対象とした。し

たがって，分析にあたり，被調査者は地点別のほか年齢による二つの層の区

別のみに注臆し，性，居住経歴，学歴，職業などの条件については一応等質

であると考える。

4．整理力襯ドの作成

　藥計の便宜と，調査票を資料として保存するために，調査票に記入された

　2

　1
249（83）

　i

　3

　！

　ユ

　2

　i

　l

　2
20（6．　7）

　卒業あるいはそれに準ずるものとし，

　学歴なし，寺小屋，小学校中退，新旧

　制高等学校卒業を除外した。
ご

；（の職業㈱縦託てい瓠
　i兼業として役回の書記などの事務的職

　業，商業などに従事しているものを除

　く）：集計の結果は表2のようであっ

　て，その結果，三業のみのもの，農業

　を本業あるいは兼業としているもの以

　外は除外した。

　　（6）　階層（中流）　：調査票の：交化

　的条件に関する項擦中，階層判定のた

iめの囎山けなかったので藷騨
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　〔蓑2〕

本業蕪業 人数，本業　蕪業　人魏本　業　兼　業人数

農
〃
〃

な　’し　487i農
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牧　　　畜　　灘　〃

屋　根　葺　　2　〃
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600

反応形とそれに対する調査員の注記を，被調査者，問題ごとに一枚の整理カ

ードに書字した。この作業は9月下旬に終了した。

D．分析の経過とその結果

　1．分　析　の　目　標

　問題1，2（親族呼称に関する問題）を除く他の20問はすべて5種類の話

し相手，すなわち（ユ）近所のよくつきあつている同じ年ごろのもの（略号

A），（2）近所の顔見知りの年下のもの（B），（3）近所の顔見知りの年上

のもの（C），（4）小学校の校長先生（D），（5）見知らない同じ年ごろの

もの（E），のそれぞれに対し，同じ揚面においてどのような言い1方をする

かを調査した。　（調牽票実例参照）
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　　　　　　　　　爾　　査　　葉　　塁起　　例　　（問題7）

7～1　近所のよくつき’あっている，あなたと同じ年ごろの男の人が，あなたの家に立

　　　ち寄って，帰るとき，　「いま，何暗ですか？」と聞きました。それに対して，

　　　「ちxうど5時です」と讐：える場合，　「5時です」というところをどのように

　　　卜いますか？［…　　…ttt’．riとは書いませんか？

il　l

」　lt

2

7～2　では，それが近所の顔見知りのあなたよりも年下の男の人だったら「ちょうど

　　　5時です」と磐える；墜禽，「5時です」というところをどのように欝いますか？

1薪一一一一…一　一一一．一一一一

2
　　　　　　げ　　　　　　　　セ　　セ　　　　　お　お　　　じ　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　げ　ぽ　　　　　　セ　　　

了～5　もし，絹…手が近所の顔晃知りの，あなたよりも年上の男の人だったら「ちょう

　　　ど6時です」とあなたが答える場合，「5時です」というところをどのように欝

　　　いますか？

匡ニー三1．ttttttttt一．．　．　tt　’．．．T．⊥＿三三1⊥．．一t．．．＿．．一

i11

ド　チ　ぼ　へおいいロ　ロ　　　　　　げ　セ　　　じ　　おセおじ　　　　　　　　　　じぼ　　お　　　　　お　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆコ　　　　ココ　　　ヨ　　　セげじ　　ロ　ゆコ　　　　　　　セ　セお　セけ　　　　　じ　　セハ　のド　　　　　　　　　　アぼセの　セ　　　　　　　　　　　ぽお　　　　　　　セゴ　　　　　　　　　　じ　　　お　　セ　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　ぼ

し

i2

7～4　では，相手が小学較の校長：先雄だったら「5時です」と瞥える：慶食，どのよう

　　　に書いますか？

i
ll．．旧

｝乱

2

｝

了rv5　また，まったく見知らない，あなたと同じ年ごろの男の入が，あなたの家に道

　　　を聞き｝こ立ち寄って，帰るとき「どうもありがとう，ところでいま河時ですか

　　　？」と聞きました。それに対して磁ようど5時です」と餐える堤台・どのよ

　　　うに雷い蒙すか？

て
エ

一
「…

－

棚

2
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　本年度は調査貝標の第一「一定の誌面（話し相手を除く）において，話し相

手によってどのように書い方が使いわけられているか」を明かにするために，

まずA，B，　C，　D，　Eそれぞれに対する言い方の全体を単位とし，問題ご

と，被調査者ごとに反応した言い方の型（反応型）を決定し，どのような型

が多いか，型の種類と年齢層，地域との関係など，型の構造を分析の目標と

した，作業は10月から始め，現在進行中である。

　2．反応型の樋類とその配号

　集計，分析の便宜上反応型を次のように記号で表わした。（実例は問題7

指定の言い方：「6時です」に対応する書い方）

　A，B，　C，　D，　E全：部に同じ言い方をした：aaaaa型

　　　　　　　　　（実例）：福島県今立郡服間村（老年）

　　　　　　　　　　　　　A：ゴジデス

　　　　　　　　　　　　　B：ゴジデx

　　　　　　　　　　　　　C；ゴジデス

　　　　　　　　　　　　　D：ゴジデス

　　　　　　　　　　　　　E：ゴジデス

　AB，　CDEにそれぞれ吟じ言い方をした：a訪bb型

　　　　　　　　　（実例）：款瞬県門本郡沢蟹村（老年）

　　　　　　　　　　　　　A：ゴジダデァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　v
　　　　　　　　　　　　　B：ゴジダデァ
　　　　　　　　　　　　　　　　　s．v
　　　　　　　　　　　　　C：ゴジダス

　　　　　　　　　　　　　D：ゴジダス

　　　　　　　　　　　　　E：ゴジダス

　AB，　D：Eにそれぞれ同じ言い方，　Cにはそのどちらとも異なる白い方を

した＝：aabccap

　　　　　　　　　（実例）：京都府久世郡畜野荘町（老年）

　　　　　　　　　　　　　A：ゴジャデ
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B：ゴジャデ

セ
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O
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●

C
D
E

ABCDEのそれぞれに異なる言い方をした：abcde型

（実例）　福綱県鞍手都宮団町（老年）

コヂタ・イト
ーチ．

‘A

B：モー，＝ヂ！

C：イマ，ゴジデスバイ

イぐノD：モウ，ゴヂ（デ）ゴザイマス

：ゴヂデスタイ

このようにして決定される型はaaaaa型からabcde型まで次の62種類が考

えられる。
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〔衷3〕 錐齢層別・問題別及飛型分布表 膏年層（250人）
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＊は問題ごとでもっとも多い型　×は5種類の話し相手全部に対する
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　なお，ll人の被調査者が1人の話し糟手に対して2種類以上の言い方で反

応した揚合は調査員の注記によってふだん，より多く使っていると認められ

る言い方をとり，控記のない揚合は最初に反応した言い方をとって型を決定

した、上にも述べたよ、うに問題ユ，2は他の20問と問題の構成が異なるから，

反応型の分析からは除外した。

　5．無齢個別・問題別反応型分布表

　はじめに，問題別・被調査者別（同時に府県別）反応型分布表（省略）を

作成し，その表から年醗層別。問題別反応型分布表（表3）を作成した，

　型の現われ方の聞題による違いは，個々の問題の内容，すなわち反応に現

われる語形と関連させて解釈しなければならないから，その分析は来年度に

慮る，年齢層による違いは表3をさらに整理した4～6において述べよう。

　4．いくma　t］の使いわ！ナが多いか

　反応型を1通りの使いわけ（aaaaa型），2通りの使いわけ（aとbを含む型）

3通りの使いわけ（a，b，　cを含む型），4通りの使いわけ（a，　b，　c，　dを含

む型），5通りの使いわけ（a，b，　c，　d，　e型）に区別し，表3を整理した．

〔袈4〕

1通り（aaaaa型）

2〃（a1）を含む）

3　tt　（abc　rt　）

4　n　（abcd　tt　）

s〃　（abcde型）

（老）

172

1254

」．610

1246

580

4862

（若）

U4
1076

17r＞0

1392

508

4840

　　　（計）

　　　　286

　　　2330

　　　3360

　　　2638

　　　1088

　　　9702
（×型は除く）

　表4によると，青年層。老年層ともに，5種類の話し相手に三通りの言い

方を使いわける場含（a，b，　cを含む型）がもっとも多い。年齢層別では異

なる特微は見られない、

畢・ξの鷲し絹手と琴の誕9相手に同じ零い方牽す尋恥



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

　5種類の話し相手A，B，　C，　D，　Eのどれとどれに同じ言い方をするこ

とが多いか，その一致度を集計すると表5のようになる。

　〔衷5）

匿「丁巨「き阿．「i｝紳｝・｝・i・｛・i
i1還淵叢璽郵⊥｛コ32881・・7巨・　32・1
i2　レ＼μ・7・1239｝3371…・臼＼i…国…1

響1ヨ註⊥響茎il一ヨヨ1蜜簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6tcよると青・年層，老

　　　　一照
1　2　5　4　S睡騒畷幽　　　　　　贈

　　　　　　Lnyew一一一H一一一一一一一一一一

　瞳　：「司じ畜い方をすることPt」ひじょう｛～：多し4

年腰の間に特徴的な差は見

られない。したがって，表

5は図2のような簡単な図

に示すことができる。すな

わち，AとB，　DとEには

それぞれ同じ言い方をする

ことがきわめて多いのに対し，ABとDEに同じ蓄い方をすることはきわめて

少ない，Cに対してはABに対する言い方と同じ言い方をすることもあり，

DEに対ナる言い方と同じ卜い方をすることもある。

　6．どのような型が多いか

　　4，5よりaabcc型がもっとも多く現われる型であると言えるが，表3か

ら多く現われる型十位までと，ユ人も反応しなかった型を抽出すると次のよ

　うである，

　　よく副われる型と現われない型は表5の一致度によnて大体説明される。

年齢層別では著しい差は見られない。青事層，老年層を通じて，aabcc型が

家持されるが，その理由は，AとB，　pと耳にそれぞれ同じ言い方をする禦
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　〔袋6〕　多い攣（10位まで）

墜
1
2
3
4
s
6
7
8
9
蜀
捲

　勃　　　No．

aabbb　（iO）

abcde　（52）

aabcc
aabcd　（！5）

aaabb　（4）
abcdd　（5’1）

abccc　（t；6）

aaabc　（5）
aabbc　（ll）
aaaha　（1）

aabcb　（13）

〔袈7〕

　型
aabab
aabac
abaab
ababc
abbab
abbac
abbba
abcab
abcac
abcad
abcba
abcbc
abcbd

著．　　　　1 計

｣数 型　　　｝｛o，　語数 型　　　No，

583 a　a　l）　C　C　　（14）　　772 aabGC（14）
580 a　a　b　c　d　　（！5）　　723 aabcd（！5）

、SO！ ／ aa　b　b　b　（！0）　637 aabbb（10）
6
0
0
．

a　b　c　d　e　　（52）　　5G8 abcde（52）
438

／
a　b　c　d　d　　（5！）　　355 aaabb　（4）

305
Q62｝　　、航．

a　a　b　c　b　　（13）　　275

＝@a　a　b　b　　（4）　　26上

abcdd（rJl）
≠bモモメ@（46）

、、

A
24！ a　b　c　c　c　　（46）　　207 ＆abcb（！3）
⊥73 a　a　b　b　c　　（11）　　185 aaabc（5）
主72 a　a　a　b　c　　（J）　　157 aabbc（li）
155

＼
aaaaa　（1）　上！

まったく現れない型

No．

（7）

（8）

（17）

（21）

（27）

（28）

（29）

（37）

（38）

（39）

（40）

（42）

（43）

老

o

○
○
○
○
○

○
○
○

若
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○

　　爽数、

（i4）　！273

（！5）　1223

（10）　！22Z

（52）　よ088

　　も99．

　　66Q
　　　469’

　　　430

　　　398

　　　368

であることであろう。1入も反応しない型は

AとD，AとE，　BとD，　BとEのいずれか

に同じ異い方をする型である。

　了．問題別地域釧反応型早霜

　次に地域によって型の現われ方にどのよう

な特徴があるかを分析した。

　廉別集計では，調査員飼人の傾向と地域別

の特徴とを識別できないと考えられるので，

東条操編；「u本方雷学」（32，33ぺt一“ジ）によ

って，全国を東部方言（北海道憾言，東北方言

関東方言，東海東出方膏），西部方言（北陸

手習，近畿方雷，申国方言，長官方言，四国方言），九州方雷の三つの方言

区割に大きく分け，その間の違いを検討した。一例として，問題（5）　（形

容詞の結び方：「おもしろい」に対応する言い方），問題（10）（蜜分に関

する事がらの報告：「あります」に対応する琶い方），聞題（17）（自分をさ

すご≧ば≧揖定の言い方：「わ網レのです」），問潭く18）く梢手の動作にっ
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いての言い方：「読みましたか」）の老年屡についての集計の結果を示すと

表Sのようである。

　4問を通じて比較的多く現われる型は区画別の現われ方によって，次の三

種類に分けることができる。

　（1）三区画（すなわち全国）共通してよく現われる型：aabcc型

　（2）東部に多く九州に少ない型：aaabb型，　aabbb型

　（3）九朔に多く，東部に少ない型：abCde型

　疑点は東部と九州の中瀬的な性質を持っており，概略的に，東から西へ移

るに従って，使いわけの多い型（dを含む型，abcde型など）が多いのに対

し，東出は単純な型（aaaaa型，　bを含む型）が多いと言えよう。

　8，結　　び

　以上本年度は，調査目標の第一「話し相手によって雪い方をどのように使

いわけるか」について，1人の話し相手に対する言い方に含まれる個汝の語

形を…応考慮しないで，反応した言い方の全体を単位として反応型を決定し

型の購造を分析したが，その結果としては，反応型のうちaabcc型が年齢

層，地域に閣係なく，比較的多くの場面でよく現われる型であることがもっ

とも注目される。

　来年度は，さらに語形と反応型との関係を問題別に分析し，岡じ語形の地

域による待遇上の差，共通語の使用の程度，敬語形の地理的分布など，他の

調査飼標をも順次明かにしていくつもりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北村）

穿
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地方言語の敬語に関する調沓fi

　昭和23準度地方調査員に1対する委託調査

　　　　　　　　　　　A．調査の目的

　地域赴会における疑常の社会生活の言語を，特に敬語問題との闘連のもと

に全圏的に綱潤し，その実態を明らかにして敬語問題の解決のための基礎資

料を得ることを爾的とする。

　なお，この調査は昭和23年度に行われたものであって，昭和27年度に行わ

れた同じ題名の調査一地方書語の敬語に関する調査1一とは別のもので

ある、

　　　　　　　　　　　　B．調　査　機　構

1．調　　査　　興

　調査員は昭和28丁度地方調査員農7名である。

　　　　　　　　　　　地　方　調　査　貴　氏　名

目　名

北海道

北海道

青　森

器　手

常　械

秋　爾

出　形

福　島

茨　城

氏：　　名

五十嵐三良｛3

石堀　禰雄

此島　：磁年

小松代融一

堀籠　敬蔵

北条　忠雄

斎藤i義七郎

一谷　清昭

NM　美雄

　動　　i務　先

北海；道：大学丈量部

札幌北高校

弘前大学敦育学部

岩手弗立杜陵高校

営誠梨轡祭学校

款嗣大学学芸学部

川鴎市立川路商業高校

福島：女子高校

茨獄県立土浦第二商校

　住　　　　　　　　　所

オ＝しil晃胃ゴ4ヒ28条鰐｛3丁目

；托幌盲∫4ヒ2条西12丁賃

弘葎∫市袋罰∫20

盛閾宙加賀野久保閏95

寓城県亘理郡Lt：理町字新井町65

秋田窃保戸野厚町
秋鈴大学学芸学部内

東京都墨堤区暑声調東3／44
鈴木善之助方

福島市松オミ陪丁52

茨城張新治震旧余村：大字上ヨ三里
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多々良鎭男　宇都宮大学学芸学部

上野　勇沼霞女子高狡

大久保忠国　埼玉大学丈理学部

大岩難場　チ葉大学丈理学部

H野　資純　弘前大学丈理学部

剣待隼一郎　柵晦高校

大珊栄太郎

岩井　隆盛　金沢大学教育学部

佐藤　茂　福井大学学芸学部

清水　茂央　山梨：大学学芸学部

青木チ代吉　信濃教育会教育研究所

寛　五賀里　岐阜大学学芸学部

望月　誼三　日鋼大学教育学部

野村　正良　名古屋大学丈単部

堀随　要濃　’吊出高校

弁之口有一一西京大学女子短期大学

奥村　三雄　京都学芸大学

醜関　勇　大阪学芸大学

和fi　実　神戸大学文学部

属田荘之輔　温泉町立温泉小学校

西霞　一民　帝塚山学院短期大学

村内　英一　祁歌出穴学学芸学部

瓜戸　　淳　島根大学文理学部

糊　義重・

曳明吉治郎　閲出県立操山高絞

村岡「浅夫　五日市中学

渡辺　保由口市白石申学

宮城　丈雄　穂島穴学学芸学部

宇都宮市往吉町1／45

群馬県沼田市8！0

埼玉曝北足立軍費野町穴戸576

東京都練馬区東：大泉941

弘前甫霞函町冨野69－46福士いね：方

響晦岩本1建1「2／873

富山市大町窟山高校煽

石11際河北潤；津幡町字清水ホ313
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名笠f屋了貯千種区徳JiE山1町3／44

三重県鈴鹿郡’亀肖町南野村851

：京都市上京区紫野南舟1照町84／24

京都市左：京晶晶白川西町81

大阪市東佳吉区口辺西之町6／34

神戸市錘水区西垂水町神田122，

兵庫県美方郡温泉町湯

大阪麿中河内郡羅手町河内920

和歌出市；真砂町

和歌山大学内敦嘗住宅

撮雲市元宮町

島根県練炭郡磐波野村丁字富村

瞬山県上道草蝦島村新屋敷

広島懸佐伯郡観膏村大字麗代121

レU口冒ぎ上金古曾2／75

徳島県那賀郡今津村島尻932／2
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香　川　　近石　泰秋　香川大学学芸学部

愛　媛　　杉山　正世　愛媛県立今治工叢高校

高　知　土居　重俊　高知大学教育学部

福　鵬　都築　頼助　福岡学芸穴学

佐賀小野志真男佐賀大学教育学部

長　階　西島　　宏　長崎：大学学芸学部

熊　本　　秋霞　正次　熊本大学教育学部

大　分　糸井寛一穴分大学学芸学部

宮　崎　　岩本　　実　宮晦：曲学学芸学部

鹿兜島　上村　孝こ二　鹿児島大学丈理学部

2．掻　当　研　究　霊

メも亀市」二器町3936

今治市松本通2丁目

三高知τ費彌、ξと町52

福匿賄原1241

佐賀市赤松町中館

長幣県大村市植松

熊本市健軍町県営住宅406暑

大分県臼杵雷海添190

営綺市下水流町190ノエ

鹿児島宙武碍rg65

調査の計画，爽施上の事務的連絡，結果の処理は研究第ユ都第6研究室に

おいて次の6人の所員が組嶺した。

　柴繊　武　　　北村　甫　　　野元菊雄　　　上村津雄　　　山之内るり

C．調査の計画
　L調査の方法と内容

　一定の調査票により，全圏で齪地点，940人の被調査者について，調査員

がひとりひとり面接して，調査票の質問形式に従って調査した。

　この調査は，昭和27年度1こ地方調査員に委浮εして行った「地方言語の敬語

に関する調査Ijとは，別の観点から敬語を調査しようとしたもので，昭和

27年度に第6研究室の行った「三重三上野市に於ける敬語の調査」における

フィP一ルド・サーヴェイ（f｛eld　survey）の『方法を部分的に採用した，

　そして三編の結果を「三重墜上野市における微藷の議麺査」および，その後

ひきつづき第6研究室によって省わ！1．た「愛知隈岡崎市における敬語の調査」

の二つの調査の結果と直接比較できるように，調査の計画の際に配慮されて

いる。　（国立国語研究筋年報4，地方誉語の敬語に囑する謁査，33ページ以下およ
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　ぴ，三重県上野蜜における敬語の調査，38ページ以下参照）

　2．調査項自一調壷粟の構成

　調査票は次の五つの部分に分かれる。

　（1）二化的条件についての調査三蹟

　氏名，性，住所，居住経歴，年齢，本人および世帯主の職業，世帯主との

閣係，学歴。

　（2）敬語を話す揚合の調査項爵

　日常の二会生活においてだれもが経験しやすいと思われる揚画で，敬語を

どのように規いて話をするかを調査するもので，絵を見せて揚面を示し，絵

の中の人物に話すように答えさせる。内容は「三重緊上野市における敬語の

調査」に用いたものとほとんど筒じもので，それと結果を薗接比較すること

ができる，！3問J

　③　敬語を聞く二合の調査項目

　聞き手として，ひとの使う敬語をどう受けとるかを調査したもので，上野

市で幻灯，録音審を用いて集合調査の方法で調べたものと同じ内容のものを

絵を見せ，交字を読ませて調査したもの。4問。

　④　人称代名詞に回する調査項目

　敬語使用の・一つの指標として，人称代名詞の使用状態を調べることを霞的

としたもので，…人称代名詞，二三称代名詞の使用の種類，状況を調査した

もの。

　⑤　敬語その他に対する意見・態度についての調査項越

　敬語に対する知識。態慶，共通語に対する態度，そのほか言語以外の社会

的問題に対する意見・態度を調査したもので，これらが実際の敬語を使う雷

譜行動とどのような関係をもっているかを知ることを趣的としている。この

種の選択肢法による質問！／聞。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sr）

　これら5種類の質問からなる調謹（調査票にして半紙半裁娘ページ，ほか

に，調査用の絵と文章）は大休…・時間以内で調査することができるものであ

る。また，調査の実施の網厨を建めた調査実施要領（半紙半裁17ぺW・ジ）を

別に作成した．

　5。調　査　地　点

　各府県ユ地点（ただし，北海道，兵庫隈は2地点）で，全国計47地点であ

るが，そのうち大部分の32地点が三重県上野市と同三三の小都市，1（1地点が

農村，6地点が大都市である，地点選定の規準のおおよそは次の通りである。

　（1）小都市　入口3万～7万。産業別就業人口の全人購こ対する百分比，商

業3～6％，製造工業7～1・」，％

　（2）農村　都市との交渉のあまり激しくない普通の農村

　③大都市人口30万以上の大都市内の小数の町

　　　　　　　　　　　　　調　査　地　点　名

（a）　小　都　富

青恋隈弘前宙

漱閏県能代衝

山形県米沢市

川島県白河了登

茨城県水戸欝

栃木県栃木宙

群馬県伊勢1寄市

埼三1三県ノ｝越市

（b）農　　毎

北海道上川郡多寄村

岩手喋紫波郡煙出村

富山県旧上新川郡太

剛寸（現富山了信内）

‘千葉県成瞬電

新潟県柚晦市

石凋県七尾Ttr

揺井県敦賀了fぎ

長野県飯韻霧

岐阜照高由宙

灘岡縣焼津富

愛知県券欝井市

三重県桑名市

京都蔚：宇治市

大阪府池山市

兵庫県豊閥欝

恥激山県園辺市

島根県禺雲市

拗1際倉緻宙

広島梨福肉衝

出目県中巨摩蝿叩潤村

滋賀県愛館郡稲枝村

奈良喋野晒郡川東村

為取県西伯郡光徳村

【！旧県光宙

徳島県小松島市

香川県丸穐礎ゴ

愛媛県今泊市

佐賀県佐賀市

長崎県島原市

熊本県八代市

大分県臼杵市

高知県剛胆駄篠村

働1寄嘱児湯郡新田村

鹿児島県揖宿郡今和泉村
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　（c）大都　市

札幌市　　　仙台市　　　横浜市　　　神戸市　　　福岡市

　4．被調　査　者

　ユ地点につき20人，全国で合計940人で，被調査者選定の条件はおおよそ

次の通りである。

　性・年齢・居住経歴。社会的階層の四つの条件を設けた，

　①　年醗　20～29歳まで，敬語問題を問題的＼＼　　牲別1　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　i男女1計
に，かつ小規摸の調査で効果的につかむために，社会的階層＼i　　　i

被調難舗だ概定硫　　上IB51’0人
（2）居睡響きのその土地蹴 逍ﾙ認÷

　③　性と社会的階層　・一一　・±LL点20人の被調査者　　　　　　　　　　1

について，性と社会的階罵の条件を右のように維み合わせた。社会的階層の

上下は，本入あるいは世帯主の職業的地位の上下（農村では経営規模の大小）

および本人の学歴によって定めた。

　5．そ　の　他

　そのほかに調査地点の環境調査を…健の調査票（半紙半裁6ページ）によ

って行った．これには調査地点の自然環境，社会的環境の調査，方言，敬語

の特微などの簡単な記述などが含まれている。また，調査員は調査実施にと

もなう所感・申送り事項などを提出した。

　　　　　　　　　　D．調査の実施

　1，計画の立案と準備

　昭湘28年3月から7月までに，担当所員が計顯を立案し，いろいろな準備

をした、調査票に盛られた質問はほとんど前年度の「ヨ重県上野市における

敬語の調査」などで検討ずみのものである。

　また，6月12ヨに研究所において第…回地方調査員全国協議会が行われ，

その席で計画の検討がなされた。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87

2．調査の実施

昭霜28年7月，各地方調査員に調査票その他の調査用資材を配布した：。調

査は同月より，同年12月までに，全国各地で実施された。

E．結果の整理

　L結果の分析

　調査票のうち，　（2）敬語を話す揚合の調査項昌については，その調査結果

の分析の一都分を地方調査員の手によって行った，それは得られた反応形を

敬語のていねいさの段階に従って分類する作業で，「三重県上野市における

敬語の調査」で得られた資料などを参考にして行った。

　2．調査票の回牧と整理

　昭湘29年3月2（旧現在，：：・つの県を除くすべての調査票および報告書類の

回収を終り，調査結果の集計・：分祈を始めようとしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上村）
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三重県上野市における
　　敬語調査の集計・分析

A．集計・分析の経過および担当者

　前年度から引きつづき7月まではもっぱら「上野市における敬語調査」の

集計・分析に当ったが，8月からは，「岡崎市における敬語調査」の準備お

よび実施の合聞に集計・分析をつづけ，ユ0月末に一応の作業を終えた。

　今後は「岡崎市における敬語調査」の集計・分析の途次，必要に応じて，

補足的な集計を行う予定である。年度を通じて随時下記の担当者が打合わせ

のために集まり，検討を加えながら，集計。分析を進めた。

　担当者は次の通り。

　；轡渕悦太郎，柴田武，北村甫，野元菊雄，上村幸灘，山之内るり（以上国立国語研

　究所第6研究室）；林知己夫，西平重喜（以上銃計数理研究所）；島崎稔（高1婚霧立

大攣）；島津一央（横浜市立大学）

B．分析結果の概要

　1．場面による敬語行動の差

　面接調査（昭和27年度圏立圏藷研究班年報一4一一。39ページ参照）では，

14の揚面を設けて，　「こういう揚合に，あなただったらどう言いますか」と

いうように質問し，反応を全部記録してきた，この各三面の記録された反応

形に，一定の基準で，「ていねい」と考えられる順に，段階コ，2，3とい

う段階点を与えた。各揚面について，段階1が何入，段階2が何人，と繊る

ので，段階点の平均が繊せるわけである。今これを，「ていねい」の順に並

べると次のとおりである。（平均点の低い方が「ていねい」なわけである。）
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位
1
　
2
3
4
5
6
　
7
8
9
1
0

顯

コ
　
2
　
3
　
4
｛

1
　一
　

コ
　
一

　問

医春に往診を頼む

乗物で席をゆずられてことわる

郵便局で電報用紙をもらう

識事堂に行く道をたずねる

津市で県庁に行く道をたずねる

買いつけの店で蒋物をあず1ナる

曹の先生に子供のことについて啓える

題

乗物で傘を忘れて降りて行きがけた入に注意してやる

率いつけ’の店でもらったおつりが間違っていることを言う

1腿って2度電灯料を］：酌｝こ来た集金人に書う

少し知っている入ににわか雨のとき傘を貸す

知らない旅行者から道を聞かれたとき教える

物売りの子にその父親のことを鶴く

；友人に今夜遊びに来るように誘う

順位の1と2との闇，12と爲との醐にそれぞれ有意の差がある，

平均点

1．　397

1．　733

」．．　8M

1．　837

1．　843

1．　863．

1．　871

1．　878

1．　958

1．　975

2．　038

2．　103

2．　342

2，　401

　願位14の，友人に遊びに来るように誘う場合を除くと，順位7の，ttの先

生に，自分の子供について答える些細を境に，下には，心理的に優位（強い

立場）に立つと思われる野面（網手が聞違っている場合や，こちらが根手に

恩恵をほどこす揚合など）が並んでおり，上には，心理的に劣位（弱い立

揚）に立つと思われる揚颪（物を頼む聞合や，恩恵を受けた揚合など）が並

んでいる．すなわち，弱い立場に立つとき，ていねいな言いかたが現われ，

その逆の揚合には，比較的乱暴な労いかたが現われると雷いうる。

　なお，願位14の，肝入に対する誘いの場面は，揚面を示す絵が使えず，ま

た「友入」の条件を明らかにしなかったためであろうが，被調査者が，どの

ような人を頭に画いて反応しているのか，親しい入を想定しているのか，そ

れほど親しくない人を想定しているのか，必ずしもは？きりせず，個人によ
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って，栢当の差があると考えられるので，以下の集計においては省くことに

した。

　以下，「順位iの揚爾」と雷うときは，ここの順位による田面であること

を指すこととする。

2．社会的要因別の敬語行動の差

　各揚颪で最も多く現われた段階を0とし，それよりも「ていねい」と考え

られる段階を十1，「乱暴」と考えられる段階を一1として，13場面を，いろ

いろの要因別に合計して平均を解すと次のようである。

年齢

学歴

階厨

男

女

15N29

3eN39’

40N

なし・小学

高小・新中

旧申・新高以上

下

中

上

一一
Z．　153

　2．　825

　1．　485

　1．　339

　1．　598

　0．　985

　1．　205

　2．　392

　0．　738

　1．　220

　1．　879

　以上のうち，男と女との間にだけ有意の差がある。すなわち，有意の差を

もって，女は男よりていねいなことばを使うと弔える。年齢別には差はあま

りなく，ていねいなことばを使うことは，年齢に関係はないと言って差支え

ない，学歴別・階層別では，有意の差は見られないけれども，傾向的な差は

ある。すなわち，学歴，階層ともに低い者よりも高い考がていねいなことば

を使っている。（こごでは，1と違って，数値の高いほどていねいであるこ

とを示す。これを「標準点」と呼ぶことにする。

苓・敬語についての雪下



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，1

面接調査ではまた，敬語についての知識を調べるために，いくつかの短文

について，そのどの部分が敬語であるかを指摘させた。その短丈は次の近つ

である。

　　　1　人を尊敬しなければならない。

　　　2　一一つお持ちください。

　　　3きょうはお璽予葉力ζ安い0

　　　4　ここにあります。

　　　5　これはいただいたものだよ。

　正しく答えた者に2点，半分答えた者（たとえば2番で，「お持ち！だけ

を敬語とした者）に工点を与えて，要因別に集計して平均点を禺すと次のよ

うである，ただし，全部を「敬語なし」と答えた者には，機械的にユ番「人

を薄敬しなければならない」によって2点が与えられてし象うので，この者

合計24入は集計から省いた，

　　　性

年齢

学歴

踏歴

満点は1｛｝点である。

男

女

15N19

20・一v29

30N39

4e．v

なし・小学

高ノ」・・新中

璃中・新高以上

下

中

上

5．　158

4．　903

6．　238

5．　333

4．　904

3．　991

3．　563

s．　ose

6．　2e3

4．　533

5．　279

5．　100

　どこの聞にも有意の差は見られないけれども，常識を裏書きするある傾向

朗ら樋話F糊l！●準準肋ミざちら融いえ礎レ・ているめである・
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　4．敬語についての一見・内省

　面接調査のときに，敬語についての意見・内省をいくつか尋ねた。その答

のうち，祉会的要因内のグル・・プに，よって分布に差のあるような問について

その答の分布を次にあげておく。　（数値は％）

○お宅では家族のかたの問で，敬誹を使うことがありますか。それとも家族どうし

　　では，敬語は使いませ・んか。

蓬生

年齢

学歴

男

女

15－v19

20・一v29

30－v39

40t．v59

60・一u

なし・小学

高小・新中

1日中・i新高以上

使う・ときに使う

37．　7

43．4

38．　1

47．　7

29．　3

35．　7

60．　0

29．　6

39．　4

51．　9

使わない

　60．　8

　56．　6

　61．　9

　52．　3

　70．　7

　64．　3

　35．　0

　67．　6

　60．　6

　48．　1

○あなたは「貸して（い）だあご」のように「だあご」と醤うことがありますか。

　（「だあご」「いだあご」は「ください」ということの上野市独特の：方言形）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ある　　　　　　　　　ない

性

薙二

野摩

男

女

15N19

20N29

3e・一v39

40．一59

60tv

なし・小学

61．　5

65．　4

42．　9

55．　4

74．　1

65．　5

so．　e

77・　5

38．　5

34．　6

57．　1

44．　6

25．　9

34．　5

2e．　0

23年



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．3

　　　　　　　　醤；／J、・碧『中　　　　　　　65，7　　　　　　　　　　34．3

　　　　　　　　1H「静　。彩妻貰封以上　　　　　　　46．8　　　　　　　　　　　　　　　　53，2

0兼京の女の入などは，このごろ何にでもオをつけるようです。たとえば，人参の

　ことをオ人参，鷺鏡のことをオ欝鏡と鴛っています。上野でもこのようにオをつ

　げる：方がいいでしょうか。それともこのようにオをつけるのはよくないでしょう

　か。　（「ものによる」　「どちらでもいい」を省いたので含計は100．0にならない）

年齢

学歴

男

女

1－5”vl’9

20”一29

30N39

4e”vDrg

60N　，

なし・z｝．・豪

高小・薪中

旧申・新高以．．ヒ

つけた方がいい

17．　7

2g．　／

1－O．　1

1e，　8

20．　7

26．　2

1．5．　0

29．　6

19．　0

10．　1．．

つけない方がいい

　　　57．　7

　　　40．　3

　　　47．　6

　　　53．　9

　　　58．　6

　　　42．　9

　　　35．　0

　　　37．　e

　　　49．　6

　　　55．　7

○家の串でも，年上の人や目上の人には敬譲1を使わなければならないでしょうか。

　それとも象の中では使わなくてもいいでしょうか（中間的な「時・場禽。相手に

　よる」とV・うの｛致省いた）

姓

蚕齢

男

女

15・’v／9

20・一一v2・9

30一一39

1fiON5・9

60．v

使うべきだ

　54．　6

　64．　8

　47．　6

　50．　8

　53．　5

　73．　8

　70，　o

使わなくていい

　　30．　0

　　／9．　5

　　33．　3

　　27．　7

　　34．　5

　　19．　1

　　　5．0



9，4

　　　学歴　　　なし。小学　　　　　　70．4　　　　　　　　16．9

　　　　　　　　高／」、・新中　　　　　　　　　　　57．7　　　　　　　　　　　　　　　　32．9

　　　　　　　　1㌶中・新高以上　　　　54，4　　　　　　　　16．5

　0日本語では，揚合によって，自分のことを「わたくし」とか「わたし」「ぼく」

　　などと言います。また相手の人のことは「あなた」「あんた」「慰」などと使い

　　わけます。しかし，英語ではどんな場合でも自分は1，栢手の人のことはyOUと

　　言えばいいそうです。あなたは日本藷も，揚含や相手によって使いわけないです

　　む：方がいいと思いますか。それとも，揚合や相手によって使いわけた方がいいと

　　思いますか。　（「どちらでもいい」というものは省いた）

性

年齢

学歴

使いわけた方がいい

男

女

15N19

20－v2・9

30N39

40・v59

60N

なし・小単

高小・新中

旧中・庸高以上

55．　4

56．　0

38．　1

53．　8

53．　5

67．　9

55．　0

54．　9

62．　e

46．　8

使いわけない方がいい

　　　　39．　2

　　　　37．　7

　　　　61．　9

　　　　43．　1

　　　　41．　4

　　　　27．　4

　　　　20．　0

　　　　32．　4

　　　　34．　3

　　　　49．　4

5．敬語についての悪見と磁語行動との麗係

敬語について，ある意見を持っている者が，敬謳行動ではどのくらいのて

いねいさで話すか，ということを，2のところで述べた意味での平均点（「標

準点⊃で示してみる，

・家糊で灘 ﾟい
1．　419

1β4工



x

　　　　　　　　　　　　　から減らすべきだ

○敬語を使うと話が長くなる1が減らせとは一概曙えない
　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　lがかえって増やすべぎだ

　　　　　　　　　　　　　つけた方がいい

○オを

○敬語は上融だ

○旧称代名詞は使いわけ

　　　　　　　　　　　　　　　0．885

　　　　　　　　　　　　　　　1．　348

　　　　　　　　　　　　　　　1．807

／　　　　　0・　889
／ものによ・てはっけ妨がいい　　　　　　　　　　　　　　　2．　562
く

1㌧つけない方がいい　　　　　　　1．　244

／から使った方がいい　　　　1・・369
ノ
　が使えとは一概に言えない　　　　　　　　　　　　　　　1．767t
　が使わない方がいい　　　　　　　　　　　　　　一2．000

∫るべきだ　　　　　1・363
＼ない方がいい　　　　1．393

9．5

　意見・内省が行動に反映していると見られるものもある（たとえば，上の「家

族の問で敬藷を使うか」　「敬語を使うと話が長くなるから減らすべきか」　「敬語は上

酪だから使うべきか」）が，中にはかえって逆の関係に立つと思われるものも

ある（たとえば，上の「オをつけた方がいいか」）。

　6。敬語についての知識と窓見との関係

　上一と同じようにして同じ項霞について，意見と知i識との関係を見る。i数値

は，3で述べたものと同じ意味である，

　　　　　　　　　　　　1使う
○家族の閲で敬語を
　　　　　　　　　　　　賊わない

　　　　　　　　　　　　rから減らすべきだ
。旛轍う、話蕨くな。｛が減興、は一一概に翫な、、

　　　　　　　　　　　　kがかえって増やすべきだ

○オを

Q娠語は上品だ

／粥妨がいい

　もの｝こよってはっけた方がいい／
　つけない方がいい

／から使っ崩いい

　が使えとは一概に言えない
臓わ。嚇。い
　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

5．　037

5．　071

4．　745

4，　888

5．　875

4．　740

5．　348

5．　352

4．　637

5．　705

β．5菊



q．c）

　　　。人醗綱鞭。澗∫るべきだ　　　4・　745
　　　　　　　　　　　　　　　／ない方がいい　　　　　5．911

　前の意見と行動との関係よりも，関係している度合が薄いと思われる。

「敬語は上晶だから使うべきか」では，使うべきだという意見を引き繊すよ

うに問題に故意にゆがみを与えてある。そのゆがみに抗して強い肖分の意見

を串した者が，知識の点でも高くなっていることは注目される。

　7．敬語についての簿識と敬語行動との開係

　敬語行動である点（2で述べた意味の点）をとった者が，知識の点では平

均何点をとっているかを示してみる。

　　　　　　　舎計標準点　　　　　　　　　　　　　知識平均点

　　　　　　　　　一2　4．　783
　　　　　　　　　－1　　　　　　　　　　　　　　　　4．783

　　　　　　　　　　0　4．　765
　　　　　　　　　　1　5．　000　　　　　　　　　　s

　　　　　　　　　　2　5．　913
　　　　　　　　　　3　6．　114
　　　　　　　　　　4　5．　458
　わずかながらていねいな表現をする者が知識が高いという傾向が認められ

るが，これも有意の差を持つほどではない。

　8．敬語殿階と蓑現方法

　1で述べた問題のうちいくつかについて，表現方油によって，段階点の平

均を出してみると次のようである。

　順位6の揚面で，アズカッテクダサイのようにクダサイを使うか，チョー

ダイを使うか，（イ）ダーコを使うか，イタダクを使うか，あるいはこれらを

使わないかによって段階点に差が現われるのであろうか。

　　　　　　　　　　・・でタダノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．183

　　　　　　　　　　クダツーイ　　　　　　　　　　　　！．931
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　　　　　　　　　　チm一タ㌔デ　　　　　　　　　　　　　　　2、GOO

　　　　　　　　　　（イ）ダーコ　　　　　　　　　　1．864

　　　　　　　　　　侠膏つない　　　　　　　　　　　　　　　　　2．223

　ここの段踏点ほ，1のところの意味である．以上のうち，イタダクは，他

のものより有意にていねいであり，　「使わない」は他のものより；膏意に乱暴

である。「使わない」というのは，＝ノ＝モツオチョッ｝，のように言い切

ってしまうものであるから，乱暴な点が現われるのも当然であろう。

　順位8の場面で，アナクノ1・チガイマスカのように，チガイvスカを使う

のと，アナタノデワアリマセンカのように，アリVセンカを使うのとでは，

どちらが段階点が高いであろうか。

　　　　　　　　　　アリマセソカ　　　　　　　〕L647

　　　　　　　　　　チガ．イマスカ　　　　　　　　　　　　　　　ラ．，964・

　アリマセンカのカが有意の差をもってていねいである、，

　願位1の揚画，順位9の活画において，た：とえば，オツリマチガッテイマ

スのように肯定形で書うのと，オツリVチガッテ’イマセンカのように否定形

で蕎一うのと，どちらが段階点が高いであろうか。

　　　　　　　　　　瀬位二1の場面　　　　否定形　　　　1．171

　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶定形　　　2．650

　　　　　　　　　一位9の揚藏　　　否定形　　　 1．717

　　　　　　　　　　　　　　　　　號｛封り竃形　　　　　　2．G22

　どちらも，有意の差をもって，否：定形の方がていねいであり，遠まわしな

雷いかたの方がていねいであるという通説が立証されたわけである．“

　9．反応交回数と敬語段階との麗係

　岡じことを雷うのにも，短く欝うよりも長く’書つた方がていねいであろう

という仮鍬があるが，この仮設が真であるかどうかを検討してみよう，いく

つかの間題ごとに，ある段階点をとった者が，その双応丈でどういう平均丈

節数を示しているかを見ることにする。
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　　　　　　　　順位6の場薗

　　　　　　　　　　段階点1　　　　　　　　　　　　　　5．＝L71丈箇

　　　　　　　　　　　　　2　4．　758

　　　　　　　　　　　　　3　3．　5gO

　　　　　　　　順位4の場面

　　　　　　　　　　段F｛垂点1　　　　　　　　　　　　　　　7．604丈簸

　　　　　　　　　　　　　2　6．　493

　　　　　　　　　　　　　3　3．　333

　　　　　　　　順位9の場面

　　　　　　　　　　段階点1　　　　　　　　　　　　　　5．966文隻費

　　　　　　　　　　　　　2　4．　839

　　　　　　　　　　　　　3　3．　783

　　　　　　　　順位11の場面

　　　　　　　　　　段階点1　　　　　　　　5．900丈節

　　　　　　　　　　　　　2　5．　441

　　　　　　　　　　　　　3　4．　e56

　ていねいに言った者の反応文節数は，乱暴に言った考の反応：交節数よりも

多いということは確かに番えるようである。以上の引例の各段階点の平均文：

節数の間には，どこにも有意の差が見られる。

　なお参考のために，性別，年爆別丈節数をあげよう。

　　　　　　　　順位2の場衝

牲

隼齢

男

女

1．5一一v19

20rv29

3GN39

40N’

5．　406

6．　174

5．　500

5．　333

5．　698

6．　383
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　女は男よりも文飾数が有意の差で多い。このことは，この間題だけでなく

すべての問題に傾向的に見られる。：女の方がおしゃべりである，と雷えるわ

けである。年齢別では，この順位2の揚面では40歳以上は他のすべてと有意

の差が見られる。すべての場面を通じて，若い者の方が：文節数が少ない，と

いう傾向が見られる，

　10．藥合調査の結渠と薦接調査の結粟との関係

　集合調査（年報一4一。39ページ参照）では，幻灯を見せて二面を与え，

録音器でその三面におけることばを聞かせて，そのことばについていろいろ

答を求めた．問の種類は大きくわけて三つある。

　1）その揚颪でのことばを，その揚面にかかわりのない第三者として判断する揚合。

　　　（「第三者判断」と称する）

　2）幻灯の醐面中の人物から書われたときの感じ。　（「受け’る感じ」と称する）

　3）ステレオタイプ。後述

　1），2）　にはそれぞれいろいろの問の形式がある。以下，この集合調査

の結果と面接調査の結果との関係について述べる。

　（a）徴語行動について

　上京して議事堂に行く道を聞くのに「ちkvとおたんねしますけど，議；事

堂はどう行ったらよろしいでっしゃろ」という方言形を使うのは適当か適当

でないか，という集合調査の問に対して，適当あるいは不適当と答えた者が，

順位4の揚臨ではどのような平均段階点（1で述べた意味の）をとったかを

見てみる、

　　　　　　　　適　当　　　　2．ooe

　　　　　　　　不適当　　　　1．744

有意の差はないけれども，方言形を不適当とした者の方が，圏じような揚面

ではていねいに言っていることがわかる。

　物売りの子に父親のいる，いないを聞くのに，「あなたお父さんいるの」

「あんたお父さんいるの！l「：看お父さんいるの」のうち，どの旧いかたが適



1（｝e

当か，という集合調査の問に対する答と，順位13の三面の平均段階点との関

係を見よう。

　　　　　　　　「あなた」が適当　　　　　　　　　2．273

　　　　　　　　「あんた」が適当　　　　　　　　　2。231

　　　　　　　　ヂ君」が適当　　　　　　　　　　　2．486

　買いつけの店で荷物をあずけるのに「すんませんけど，あずかっといてい

ただけませんか」と言うのと「すんませんけど，あずかっといて下さい」と

言うのとどちらがていねいか，という集合調査の問への答と，願位6の揚面

の平均段階点との闘係。

　　　　　　　「いただけませんか」がていねい　　　　　　　L852

　　　　　　　「下さい」がていねい　　　　　　　　　　　1．923

　一．度払った：電灯料をまた取りに来たとき「電灯料だったら，もう払ってあ

りますけど調べて下さい」と言うのと「電灯料でしたら，もうお払いしてあ

りますけど調べて下さい」と雷うのとどちらがていねいか，という集合調査

の問に対する答と，順位10の場’面の平均段階点との関係。

　　　　　　　「だったら｝払って」がていねい　　　　　　2．438

　　　　　　　「でしたら一一お払いして」がていねい　　　　］．．　964

　乗物で席をゆずったとき，その人から辞退されるのに「ありがとうござい

ますが，次で降り豪すからいいです」と言われるのとrありがとうございま

すが，次で降りますからよろしいです」と言われるのと，ど．ちらがていねい

に感じられますか，という集合調査の問に対する答と，順位2の揚麟の平均

段階点との関係。

　　　　　　「よろしいです」がていねい　　　　　　　　　！．702

　　　　　　「’いいです」がていねい　　　　　　　　　　　1．3S3

　乗物で傘を忘れて降りて行きがけて，乗り合わせた中年の見傭らぬ男から

そのことを注意される揚台「あなたジ忘れましたよ，この傘」というのと，

rあんた，忘れましたよ，この傘」というのと，あなただったらどちらで言



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ。ユ

ってもらいたいか，という集合調査の問に対する答と，順位8の揚面の平均

段階点との関係。

　　　　　　　「あなた」を言ってもらいたい　　　　　　　　1．814

　　　　　　　「あんた」を誉ってもらいたい　　　　　　　2．！33

　以上，どれもお互いの間に腐意の差はないが，それでも，すべて常識を裏

書き’する結果が出ているのは注臼されよう。

　（b）幽幽方法について

　父親に市役所に行くように言われて行く途中，醗上の人からどこに行くか

聞かれて答える揚爾，面接調査で「お父さん」あるいは「父」と反応した者

が，集合調査で「父が市役所へ行けと言い聾した」と「お父さんが市役所へ

　　藥合調査i
ttt

@ t・・t
蝿黶E撃煤A　　騰父さん父　　計

簸擾調査．『’＼…

　　お父さん

　　　父

　　　計

i
l
　　9　11　1　20

　　8　24　1　32

　1．7　35　’　52

　行けと言いました」とのどちらを

適当としているかを見る。商方で同

じ衷現を選んだ率を「一一・es率」とす

ると，一一一一一貰率は，9＋2ヲ52慧0．615と

なる。

高じ閲題に，面接調査で「父親が宣ゑ」の下線のところを「申しました∫旧

いましたj　Fおっし亭いました」とそれぞれ言った者が，集合調査で昌　‘Fの

入から言われるのには「父がこちらに来るように言いました」　ド父がこちら

鵡査饗奪魅．融馨距
軋ま・た　i・　　　i・
雷いました　　　噛23　　　9　　　1e　i42
お・し。・・就た　　　　・涛
　　　　　　　　1”’M””一”’　’”””一”””’U’t””nv”U’i

　　　計　　｝29　9　13i51
　・…貫率は｛1．363で大分低くなっている。

に来るように」おっしゃいま

した」　「父がこちらに来る

ように申しました」のうち

どれで書ってもらいたいと

愚っているかを見てみた。

騨二7の頻1噛分のことを「わたくいわたし・あたし」「ぼくJrじ

ぶん」と答えた饗が，集舗顔査でrぼくの子供です」「わたしの子供ですj
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　　　s．．×
固接調査　　　＼＼

讐謹廉しぼく

ど
く
ん

なし
　
ミ

く
　
5

た
わ
ぽ
じ

鍵
4
3

　　じぶん附

　　　　　7　　　5　146

1 （
b
4

2

　　　計　1・・87i　56

否定形あるいは肯定形を選んだ者が，集合調査の医者の玄関先で医者に嘗う

「お薬いただけますか」と「お薬いただけませんかjとのどちらをていねい

なものとして選んだかを見る。

認騨購魏下灘叢1島箋りの子供
　否　定　形　　4e　　　　6　　46　　に，対して「あなた」「あんた」「き

實定形　20　　6　26　み」を使。た者が，集合調査で，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　　計　i・・　ユ2i・・　「あなた，お父さんV、るの」「あ

んた，お父さんいるの」「君，お父さんいるの」のうち，どれを適当とした

かを示してみよう。

鵡糟あなたあん刷が謙誌轟轟剛あ

，「自分の子供です」のうちどれ

をていねいと答えたかを集計して

みる。

一一一・ ?ｓ率e＃O．607である。

　順位ユの三面で表硯方法として

齢奏、ll、lllんた」鞭・た都「あなた，

　　　慰　　　　　5i5忘れましたよ・この傘」「あんた
　　　計　i26　…7｝57忘縁したよ，・の傘」のどちら

で雷ってもらいたいと答えたかを調べてみる。

＼＼贈調査　　　〔　一貫率は（励6である・
薦磁＼＿あなたあん嗣　上のそれぞれ樋・磁。。とは

　あ　な　た　　23　　　3　26　　集合調査では，ことばをいくつか呂し

　あんた16　5、21てその一つを選ぶというような判断を
　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　計　　　139　　8｝47　させるので，かなり自由な三門を求め
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ている薗接調査におけるよりも，ていねいと思われる言語形式の：方を選択す

る傾向があるということであろう。

　（c）慧見について

　碍下の人に物を頼むとき，敬語を使うべきか，という面接調査での聞に対

’．

D　MT　A　＝m一．S一　f

　画接調査．

使・べきだ2222｛・・
聴…・場合・掘手による　8　 210
使わなくでいい　7　　916
””ww一”mp”’un＋ s　””一’T　mu一一’1”’　’III”　”’”　”’L’1’　f　’　1

　　　　計　　i37　33　i70

どちらを適当としているかを示す。

　一一嚢t率　o．443，　矛盾率　o．4ユ4

讐警i壁這麟鑓 して，「使うべきだ」「時・場舎・

編手に．よる」「使わなくていい」

とそれぞれ答えた者が，集含調査

で桂：長が社員に物を頼むのに，て

いねいに論うのと乱暴に．雷うのと

　面接調査での，お人参，お限鏡のようにオをつけるのはいいかどうかという

　閥への返事と，集合調査での，「お人参」という語を入れた会話に対する適

＼箋舗お人劉お三年生1当か秘当か曙およ
璽㈱髭＼「適即興諏藏旧び畷ちやま葺群
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校」「お三年生」という
つけ妨がし・い　・・引　9　5擁

　　　計　1・・3・｝35　35i・・閣係覗よう・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「お人参」一貫率0．429

　矛ノ衝率G．37工，　「お三年生」一貫率。．467，矛盾率。．343

　（d）要因別について

　性，奪齢，学歴，階趨のそれぞれをごつのグル・・プに分ける、たとえば，性

　は雷うまでもなく男・女，年贈等は上。下というように。集含調査の聞題の

　一・つ一つの選択肢に．ついて，グループの何％がそれを選んだかを見て，こ二つ

　のグル・・プの間の差を患した，この差が1e％以下であればユとし，以下10％ i



ごとに，2，3……とし，6までのcodeをつけた。選択肢のi数は合計75である

1
2
3
4
ヤ
5
ハ
◎

性
5
0
2
1
3

1

年齢

35

18

13

　4

　3

　2

学歴

40

19

　8

　8

階厨

40

16

！5

　4

　ヱにユ点，以下6に6点までそれぞれ点を与えて計算すると，点の高いもの

から順に，年齢153，学歴134，階層133，性105となる。この揚合は，数値の

高いものほど要因としてきいていることになるから，ことばを聞いての判断

は，年齢の差で最も左右され，性の違いではそれほど影響を受けないという

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことが晋』えよう。

60

se
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奄
奄
奄
奄
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45’
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／
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鋸

・rn　1070　20

fkew　3　一一一一ts7一一

／／／
　　／　／　／　／
　　　　　　　　　　／
　　　／

　　一一　3

　　　　　／

　L“／“nyha“
　so　40　50　60

　面接調査の敬認

行動を調べる各問

について段階ユ，

3の占める％によ

って縦1紬にユ，横

軸に．3をとり，i要

因ごと，グループ

ごとに座標を定め

る。　縦横軸に，

46’に線を引くと

座標がこの線の上

に乗れば段階1と

3とが同じ％を占

めることを示す。この揚合を0とし，上下にこの輸の線と平行に図のように
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．10％ごとに線を引き，46）の線から上に1｛｝％〉　＞0％を十：！とし，順に十2

…・…・ ﾆし，同様に下に一ユ………とする。ある要因内のあるグルー・プで，

段階ユをとった者が30％，段階3をとった者が16％だったとすれば，その座

標は闘の点Aの位羅となり，区域は。の線から上に二つ目，つまり十2のと

ころとなる、ある要因内のグループのうち，最大。最：小の区域指数（÷1，

0，一2など）の差の数嬉を禺し，これを輻と嘗うことにする。各要因。各

問ごとに幅が罵るから，各間の幅を各要因ごとに合計すると，要因間の幅の

比較ができる，今高い数値の順に，上の集合調査であげた要因だけを見ると

性43，学歴36，階罵29，年齢27となる，すなわち，要因としては性がきいて

おり，二二がさいていないことになる，　（2のところで述べたことを別の角

度から見たわけである）

　整理方法に違いはあるが，以上の一：’．1つの調獲で，性と年齢との要因として

のききかたが全く逆であることがここに明らかになったことは注目される。

このことは，敬語行動では，男女の差の方が決定的であるのに対して，こと

ばを聞いての判断一これは，ことばについての規範。ノルムを示すもので

敬語意識と謡おう一では，性による差はなく，年欝で決定されることを示

している。常識としては大体認められていたことを実証したと雷えよう。

　11．　集合調査の結果

　（a）要麹内のグ2b一一プによつで差のある悶題について

　集合調査は，被調査者が少ないので，画接調査でのように要因内をいくつ

かに分けず，大きくr’：つに分けた，以下どう分けたかを表示する。

年齢

学歴

階腫

ヒ
下
ヒ
ド
ヒ
ド

4G歳以上

39歳以下

新翻高。塒剃中以一ヒ

新翻中。高小以下

面接調査できめた上。中階層

面接調査でき・めた下階暦
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　さて，二つのグル・・プ間で分布の非常に違っているのは，次のユ2問であ

る。　（数値は％）

　（ユ）第三三者判断としてこれは適i当か，

　○ちょっとおたんねしますけど，議事堂ほどう行ったらよろしいでっしゃろ。

　　　　　　　　　　　隼　齢　　　　　　　　　　階鷹

　　　　　　　　　上　　　　　　下　　　　　　　　　 上　　　　　　下

　　　　　適　　　　 58．3　　　　 26．3　　　　　　　　36．4　　　　 57．9

　　　　　不適　　　　　41．7　　　　　　　73．7　　　　　　　　　　　　63．6　　　　　　　42．1

　0ちょっとおたんねしますけど，嚇庁はどう行ったらよろしいでっしゃろ。

　　　　　　　　　　　隼齢　　　　　　　　　　階愚

　　　　　　　　　　上　　　　　下　　　　　　　　上　　　　　下

　　　　　適　　　　 58，’ R　　　　36．8　　　　　　　 45．5　　　　52．9

　　　　　不適　　　41．7　　　63．2　　　　　　54．5　　　47．3

　県庁ぐらいなら方言形で聞いてもいいと言う者が幾人かいることを示して

いる。

　○「お人参」についての会話

　　　　　　　　　　　蒙　齢　　　　　　　　　　学歴

　　　　　　　　　　上　　　　　下　　　　　　　　上　　　　　下

　　　　　適69，444．7　33．370．2
　　　　　不適　　　30．6　　　55．3　　　　　　66、7　　　29．8

　学歴が高いとやたらにいろいろなものにオをつけることに対して批判的で

ある。

　　（2）第三者判断としてどちらが適当か。

　○イ。父が市役所へ行けと書いました。

　　Pt　tお父さんが衝役所へ行けと書V・ttした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　学　歴

　　　　　　　　　　　　　　k　　　　　　　下
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　　　　　　イが適　　　　　81．5　　　　　　　51．1

　　　　　　目が適　　　　　18．5　　　　　　　42．6

0遅く帰って来た子供を叱る澄親のことぽ。

イ．お前，今ごろまでどうしてたの。もっと皐くお帰りo

Pt　■あなたは今ごろまでどうしてましたの。もっと早くお帰りなさいね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　学　歴

　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　　　下

　　　　　　イヵミ適　　　　　　33．3　　　　　　　　1G．6

　　　　　　mヵミ適　　　　　　　　　66．7　　　　　　　　　　　　85．1

0社長が桂員に仕事を命ずる揚爾。

イ．弓長のことばが乱暴・社員のことばがへりくだり。

ロ．祉長のことばがていねい・社員のことばが普通の敬語。

　　　　　　　　隼齢　　　　　　　　学歴　　　　　　　　階醗

　　　　　　上　　　　　下　　　　　　上　　　　　下　　　　　　上　　　　　下

　イが適　　　19，4　　　68．4　　　　59．3　　　36．2　　　　49t1　　　31．　6

　mが適　　80．6　　31，6　　　40。7　　63．　8　　　50．9　　68，4

（3）第三者判断としてどちらがていねいか、

○イ．傘持って行きなさい。

　ロ．傘持って行きなはれ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　挙　　歴

　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　　下

　　　　　　イがていねし・　　　　　55．6　　　　　　　85．1

　　　　　　ロがていねい　　　　　　40。7　　　　　　　10．6

0急病入が娼て医者を呼び｝こ行く場面，医者に頼むことばが，

イ．短いもの

ワ．長いもの

　　　　　　　　　　　　年齢　　　　　　　学歴　　　　　　　階瞬

　　　　　　　　　　遮　　　下　　　　享　　　下　　　　上　　　下



’！08

　　イがでい灘い　　　　22．2　　52．6　　　　51．8　　2｛λ8　　　　41，8　　26．3

　　凝カミてLsねし、　　　　72．2　　47．4　　　　 48，2　　66．0　　　　 58。2　　63．2

　0イ，電灯料だったら，もう払ってありますけど講べて下さい。

　　P，電灯料でしたら，もうお払いしてありますけど調べて下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　齢

　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　　下

　　　イがていねい　　　　　　36．1　　　　　　　7．9

　　　　ロがていねい　　　　　　58，3　　　　　　　92．1

　（4）受ける感じとしてこれは適当か。

○東京で道を間いたときに，東京の人が数えてくれたことば一一「ここをまっすぐ

　行けばいいね」

　　　　　　　　姓　　　　　　　　　年齢　　　　　　　　学歴

　　　　　　男　　　　：女　　　　　上　　　　下　　　　　上　　　　下

適22．244．744．　529．029．640．4
　不適　　　　　　77．8　　　　　55．3　　　　　　　55．5　　　　　71．0　　　　　　　70．4　　　　　59．6

0「お嬢ちゃま」「お学校」「お三年生」が入っている丈。

　　　　　　　　隼齢　　　　　　　　挙歴

　　　　　　上　　　　　下　　　　　　上　　　　　下

適19．　579．074。136．2
　不適　　　　　　80．5　　　　　21．0　　　　　　25．9　　　　　63．8

（5）受ける感じとしてどちらが適i当かJ

O上野市で旅の者が駅へ行く道を聞くことば。

イ．長い丈

ロ．短い丈

　　　　　　　　　　　　　　　年齢

　　　　　　　　　　　　　上　　　　　下

　　　イカミ輝当　　　　　　　　　　　　61・＝1　　　　　42・1

上

45．．5

上

60．　0

40．　0

階麟

階騒

下

68・　4

下

21．　1

78．　9



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（｝9

　　　轟ヵミ適当　　　　　　　　　　　　　38．9　　　　　57．9　　　　　　　　　54．5　　　　　31．6

　以ヒに挙げた以外の要因・問題では，要困内のグル“一一プの選択傾向が：互い

に似ているので，ここでは省略することにした，

　（b）ステレオタイプについて

　ここでいうステレオタイプは，性・年齢・階層を組み合わせて，二人ずつ

の組を作り，一方が他方に話しかけることばのどれがこの揚会適当であるか

を答えさせる，たとえば，男・下層・i皆年の・者が，女・上層・学年の者に，

男。申層・老年の者が，女・中層・若甲の者に，男・上層・中年の藩が，

女・下層・中年の者に話しかけるという三つの問題で，共通の部分は，「男

から女に話す」というところである，そこで上の三つの場面での反応を合計

すると他の要因は，それぞれ階属が上申下層，年齢が老中若年の一・つずつで

あるから消去されて，男が女に話すときの状態を示すものが現われる。問題

は九つあり，これを組み合わせて，同じようにして下の六つの結果が出て来

る．刺激丈：は九つとも

　　　イ．どちらへおいでますのか。

　　　ロ．どこへおいでんのか。

　　　ハ．どこへいくんか。

であり，どれが適嶺であるかを選ばせる、なお，A→Bで，　AがBに話す，

ということを示す。　（数値はタ6）

牲

無齢

階厨

：女一・男

男→：電

電→老

老一や若

下→上

上一ドド

イが適当

84．　2

72．　8

79．　8

65．　8

86．　O

Jrl．　8

mが適当

14．　9

21．　1ew

17．　6

22．　8

　12．　3

40．　3

ハが適嶺

　O．　9

　6．1

　2．　6

　11．　4

　1．　7

　7．　9

要因の申で，上段（性で言えば女→男）の分布と下段（同じく男→女）の
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分布との分布型が違えば違うほど，その要因が判断の規準としてきいている

ことになる。その襯点から上の表を見ると，・階層の上段。下段の差fJr・最も著

しく，ついで年齢，性の順になる。すなわち，第三者として，A，　B二人の

話を批判するときは，そのA，B両人の属する階層（その入が上流の人か，

下流の人か）がどうであるかということを，ことばに対する批判の規準とし

て最も強く考える，ということである。

　12．　ま　　と　　め

　以上のうち，主なものをまとめると，

　　　　（a）心・理的に優位にあるときのJh・が劣位にあるとき’より舌L暴なことばを

　　　　　　使う。

　　　　（b）敬i語行動では，性が最もきいている。

　　　　（c）10．の（d）で山べた「敬語意識」では，年齢が最もきいている。

　　　　（d）二人の問の話しかたを最も強く規定するのは階層であるはずだ，と

　　　　　　考えられているようだ。

ということになる，敬語はこのように関係するところが非常に複雑である。

どの面から敬語を見るかによって，要因のききかたが違うわけである。そこ

で，岡崎市の調査で，この複雑な敬語の解明を更に徹底的に行おうとした。

　これらに比べると，敬語についての知識，敬語についての意見などは，あ

まりきわ立った結果が嵐ていない，この点については，あるいは方法を検討

する必要があるかも知れない。岡崎市の調査は．この点も考慮して計画が立

てられた，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野元）
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愛知県岡崎市における敬語の調査

A．　目 的

　昭禾訂27年度の三重娯上野市における敬語調査と同じように，地域益会にお

ける敬語行動・敬語意識の実状を明らかにすることによって，敬語行動を複

雑にしている原因を社会心理学的に追及し，敬語行動を簡素化する方策を考

えるための科学的資料を得ることを舞的とする。

B．調　査　の　機　構

　昭和27年度に引き続いて，文部省の科学砥究費交付金（総合研究）の交附

を受け，（敬語の社会心理学的研究一代表者：西尾実）第．1部第6研究

室を中心に，所外の社会学者。心理学者・統言十学者と二三研究の形で調査し

た，現地の調査に実際に参加した者は次の通りである，

耕渕悦太郎，柴霞武，北村甫，野元菊雄，上村幸雄，肉之内るり（以上，属立国語

研兜所），島階稔（高崎市立短期大単），島津一夫（横浜市立大学），林館已夫，西

平重喜（以上，続計数理研究所）

C．　調 査 地

調査地として愛知梨岡崎市を選んだおもな理由は次の逓りである。

　（1）被調査者のサンプリング，集合調査などを含むこの種の調査を行う

　　のに適当な大き’さの都市である。ちなみに，1臼市内の16歳以上の男女

　　（これがわれわれの調査対象）は4，7300であった。

　②　予備知識がなくても理解しがたいほどではない方言の行われてい奇

　　地球であ祢
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（3）特に市民の協力が得られやすく，集含調査が成功しそうな地点であ

　る。ちなみに「田本人の読み書き能力調査」のときの集合率は96．3％

　であ5て，この程度の大き’さの都市の集合率としてはぎわめて高い。

D．課題と仮説
　揚面による敬語行動あ変異はどのように複雑であり，そして，それは祉会

的諸条件とどのような閣係を持っているか。

　昨年度の調査から，われわれは次のような仮説をたて，これを今年度の調

査によって検証することを考えた。

　　（1）一般に，「ていねい」と認められる敬語行動を規定する社会心理的

　　　条件として最も著しいのは性であって，それに比べて，学歴，階層，

　　　年齢はそれ嫁ど著しくない。

　　②　それに対して，敬語意識を規定する条件としては，年齢が最も強く

　　　働き，それに比べて学歴，階層，性はそれほど強くない，

　　③　一一一・ww　uc，心理的に劣位（弱い立揚）に立つと思われる揚面像ど「て

　　　いねい」と認められる敬語行動が見られる。

　　（4＞一般に，「ていねい」過ぎると慰われる敬語行動に抵抗を感ずるこ

　　　とはあまりない、

　以、hのことから，敬語行動と敬語意識とのくい違いというものに焦点を置

いて，その実状をさらに明らかにすることを目指し，また，敬語行動・敬語

意識を規定する条件を個人だけでなく，集隅（グル・・プ）全体がかもし出す

ものに．も求めようとした，

E．調査の計画と方法

1．敬語行勲の翻察圏査

地城社会（コミ｝ニティ）における敬語行動を主として観察したが7アソ
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シエーーションについても瓢，三観察を試みた：。

　地域社会における敬語行動については，まず，昨年度とほぼ同じ13の揚面

（「友人に今夜遊びに来るように誘う」三面を除いた13の揚面）について，

一一一・窒?の質問を発して，口頭による圓答を求めるという方法で，話し手として

の言語行動を観察した。260人のサンプルを戸別に訪ねて，爾接によって調

べた。画接者による被調査者の轡語行動の違いを考慮して，面接者の性・年

齢・服装などをできるだけ一・定にするとともに，なお，面接者を変えるとい

う意味で，現地の大学生（愛知学芸大学）に依頼して，200人のコ’ントロー

ル・サンプルについても調べた。〈三野調査〉

　面接調査で認録される言語行動（言語形式）はかなり意識されたもので，

純粋の言語行動とは言いにくいので，同じ場藤で可能な回り，純粋な書語各

回を観察することを計画した。その第コは，七二に純粋な言語行動で，たと

えば，電信電話局の窓胃に終日張り込んでいて，　r電報用紙をもらう」とき

の言語行動を気づかれな：いように録音した，〈張り込みの場面録音調査〉

　張り込みでは，話し手の条件はそとから見えるものしか記録できないし，

張り込みの可能な揚面は13四面のうちの2，3でしかないので，あらかじめ

定めた条件（性，年齢，階層を組み合わせた12種の条件）に合う市民12人に

依頼して，やはり指定の揚面に来て，指定の言語行動を演じてもらい，それ

を気づかれないように録音した，この物合も，電儒電話局の窓口がその場翻

としてとりあげられた。〈引き回しの場面録音調査〉

　上の調査の妥当性を確かめるために，面接調査によって得られた資料を分

析して，陶じ揚面における二つないし四つの雷い方を，スラ■ドで揚面を示

しつつ，録音の：再生によって与え，　「あなたならどの言い乃「をするか」とい

う教示のものに反応を求めた，これは一定の会揚に，薗接調査と同じサンプ

ル25｛｝人の集合を求め，調査票に記入するという方法によって調べた、なお，

集合率69．2％。〈集合調査〉
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　集合調査では，さらに：，スラ／fl，iの画薗の人から話しかけられるとしで，

「あなたならどの薄い方で雷ってもらいたいか」という教示のもとに反応を

求めた。これも黒質調査と同じ13揚重のうち，調査可能な8揚衝について

調べた。また，面接調査と岡じ13揚面のうち，調査可能な揚薗について，

スライドの画面のなかの対話を，第三者として，「あなたならどう感ずるか」

を調べた。

　以上は，地域社会における敬語行動が調査の対象になっているが，アソシ

エ・一一ションにおける敬語行動についても次のようなことを調べた。まず，市

役所，工場，大商店などにおける上役と下役との対話を，敬語行動の襯点か

ら録音し（張り込み），さらに，集合調；査において，社長と祉員との対話，

教窒での先生と生徒の対話などを，敬語行動の論点から第三者としての適・

不適の判断を求めた。

　以上は，いわゆるユ3揚油を＊k　ftの角度と種kの方法とによって調べたもの

であるが，この他に，話線における抵抗がどこにあるかということを手掛り

雪にして敬語意識を調べてみた、たとえば，敬語について問題となるような

い方を含む2人の対話を，スライドで出面を示しつつ聞かせて，「おかしい

と感ずる」箇所の茂応をアナライザー（反応分析機）を使って調べた。＜ア

ナライザー・テ絹・＞

　2．対器の爽騒的調i藪

　敬謡行動を規定すると考えられる諸条件（社会的地位の上下閣係，社会心

理的距離，年面差，性別関係など）のt一一一つだけ違って，あと全都綴じような

2入ずつのグループを28組実験的に作って，互に対話をさせ，それを録音し，

また，特別の装置によって図会語行動も観察・記録した。これによって，定

会。心理的条件の違いが敬語行動（非君語行動を含めて）のどのような違い

に対応するか，どの社会。心理的条件が敬語行動の最も著しい違いをひき起

こすかを明らかにすることを考えた。また，2人の対話を途中で他の．1人を



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ユ．5

加えた3人の会話にして，グルーープの変化が言語行動のどのような変化とし

て解れるかなどを究明することも考えた，＜グループ・ダイナミックス＞

　3・言語的条件，粧会・心理的条件，敬語に対する見解。知識・慧識の調査

　面接調査のサンプル2δ0人を得る前に，ユooo入のサンプルについて，戸別

に調査票を留め置いて，基礎的な社会・心理的条件（職業と職業上の地位・

学歴・階層帰属意識・交際とコミュニケーション・社会的態度など）を調べ，

実は，’その結果によって260人をサブ・サンプルした。〈社会生活調査〉

　面接調査の際には赴会意識とともに敬語に対する見解・知識。意識を薗接

によって調べ，さらに，集合調査では，主として記入法によって，いわゆる

2〈・”一ソナリティを調べた。別に，税額などの調査とともに，町総代などに依

頼して社会階襯の判定調査を行うなど，このようにして，被調査者姻人個人

の社会。心理的条件を調べあげるように努めた。＜パ…一ソナリティ調査・階

届調査〉

　グル・・プ・ダイナミックX，揚面録音のそれぞれの被調査者たちについて

eも，上と同じ調査をでき’うる限り行った。

　さらに，面接調査の結果得られた言語形式を「ていねいさ」のjW　l・d　pg序づ

けることを有識者について試みて，敬語の段階意識を明らかにする資料を

得，また，今度の調査の最初に，岡崎方雷の敬語形式を体系貞勺に明らかにし

ておいた。〈敬語の段階調査〉〈方言調査〉

F．調査の経過

　以上の諸調査は，調査担当者の6回にわたる現地繊張によって行われた。

現地では，愛知学芸大学，岡崎市役所の協力を得た。

　第1圓　9月1E～11H（86人日一調査担当者の実働鐵張入H，以下飼じ）方轡

　調査，被調査者のサン・プリこ／グ，揚画録音配車，グループ・ダイナミックス

　第2回　10月5鼠～10臼（12人躍）社会慮活調査，場颪録音調査
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第3回

第4回

第5回

10月23自～30臼（52入M）面螢調査

2月16E［～20貝（20人日）階層調査，グループ・ダイナミックス

3月6目～16臼（31入鶏）集食調査，アナライザー一・テxト

G．　集計　e分析

　3月末現在，集計を開始したばかりである。アナライザー・テス1・の集計

だけは完了した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（柴m）
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：交潮言語の学習負担についての研究

A．前年度の調査研究の概要

　前年度は小・中学校の正常な児童生徒を対象に，児童生徒の示す読み（特

に音読）への抵抗，困難，欠陥の種類および推定される原因の調査を研究醗

的として調査をi実施した。そのため，

　　　　1　調査表｝こよる全図調査

　　　　2　録音器による実験調査

を合わせおこなった，

　調査表による全国調査は，調査表を各都道府察につき申学校」校，小学校

2校の割合で郵送し，児輩生徒の実態をr読みの不振の種類」「読みへの態

度」「読みの困難の種類」「読みの欠陥または不正な習性」の各項癩ごとに

あげられた傾向にチェック式に記入してもらい，その傾向をみた。

　録音器による実態調査では，さしあたり対象を小学校1年生から6年生ま

でにかぎり，音読の障害の種類をできるだけあまさず発見することを目的と

した、このため，東京都内9校の小学校と地方2校の小学校を協力校として

依頼し，一・学級を大まかに国礎学力の点で上，中，下の3グ7V　一一プに分け，

各グ？L…プごとに2～3名から4～5名ずつを選び出して被調査者とし，調

tをおこなった、t学校と被調査者の人数は次のとおりである。（表1）

　録音した児童生徒の音読を再生しながら，あらかじめプリントしてある調

査用紙に，いちいちの読みあやまりに対して所定の符号を記入した。　（表2

にi録音テープを聞いて調査用紙に記入する符号と記入の実例を示す。）

　このようにして調査された読みあやまりは，読みあやまりの種類別にいち

いちカードに転記してi整理した。
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　〔蓑D

略号学　　　校　　　名

a　東京都戸塚第三小

b　　〃　　落合第ここ小

C　　〃　高井戸第四小

d千葉県市灘市真間小

e　東京都　輿　土　小

f　　〃　四谷　第六小

9　　〃　東戸　自　小

h　　〃　桃井　第一小

i’1淀橋第一一fl、
」　由梨県甲尉市相生小

k長野県長野市城出小
　　　　　　　　t　　t　　　　t　　t

計　　　　ll　校

　縮力挙按および蔽調査兜撫物

1年　2隼　5年　4年
　15

　　　　　　　　　　　　6
　8　　　　8　　　　8　　　　8

　　　　　　　　　6

　　　　　8
、　8

｛　　　　　　　　　　　　　　　　工5

，　　　　　　！5

i　　　　　　　l5
i

　　　　　　　　30
　

！　31　　　　　31　　　　　59　　　　　29

5年

14

±5

7
・
つ
J
Q
）

つ
4
つ
ゐ
7

計
‘
1
5
6
5
4

年
．

8

俘
U
h

8

ユ6

15入

　6

S4

　6

　8

23

23

15

i5

27

53

245人

　　　　　　　　　B．本年度の研究昌標

　本年度は爾年度に引きつづいて，児童の音読へ示す抵抗，圏難，欠陥の種

類および推定される原因をみつけるため，次のよう劇ヨ標をたてた。

　カード化された材料と録音テ・・一プを翔いて，音読にあらわれた各種の障害

の原因分析をおこなう。つづいて，見繊された諸原困の妥当盤を検定するた

めに，それらの原困の組含わせによる音読材料をつくり，実験的謎査をする。

　　　　　　　　　C．調査研究の組当者

　平井畠夫　　　　上甲齢一　　　　寺島　愛

　　　　　　　　D．調査研究の実施概要　　　　“

　原因分析のためには前年度に引きつづいて，なお一層読みあやまりの種類

の整理や推定される原因について検討をする必要があることを認め，カード

化した材料約6，000枚と録音5＝　・一プ30分巻き29テ・・一一プ，それに観察表を
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〔表　効

文質の読みがわからなしw“山山」一”・……・……・……・…………・…・…・X

とばし読みをする……・一………・一……………・・………一・……・……i．．il二：1

おきかえ読みをする………………・…………………◆・…………；具体的に言己入

つ呪え諦をす・…一・一…一一・一…一一・・…（　八く
?俳：的に記入）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（くりかえし読みをする・………………・・…・……………・…一・i…………’｝｝v哺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ひろい読みをする・………………・……’……’……σ………’……’…”1一一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
凹凹を無視して休比する・……………・…・………………一・………………一i

途中でためらう…………・……・・……・………・…・…………………………｝1＿

句読点を無視して読む………………・・……………………・・……………・・〈〉

アクセントがちがう………・………・………・………・・…・……’………・…’　，

はじめまたは終りのi発音がはっきりしない・……………・・………………　？

読みが著しく速くなったり逞くなったりする……………・…・・…fまたはS

はじめ読みまちがえ，のち正しく読みなおす…………………（呉体的に記入）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含
厨読みをしたあとで普逓に発音する・………・・………………”・…………運～、K

記入のひらがなは表音酌に用いるQただし促帝が読めない場合はt：），促音

に読んだ場合はソとする。

　（記号が二つ並んでいるばあいは，左がわは横轡き，右がわはたて書きのも

　のに．用いる。）
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参考にして，こまかい分析や考察を加えたりその結果の概要は以下に述べる

とおりである。

　　　　　　　　　　E．調査研究の整理

　1．音読にあらわ瓢た瞳害の種類

　音読にあらわれた障害の事例を類型に整理するにあたって，あらかじめど

のような類型を立てるかということが問題になる。読みの障害の事例を見出

すために，いちおうの種類分けすなわち分類の基準を仮定して作業をすすめ

たが，具体例をいちいちぎんみしてみると，幾多の点で分類の基準に修正を

おこなう必要を感じた」

　これまでの研究を調べると，音読を手がかりとする読みの障害の調査研究

では，アメリカなどではだいたい次の項目が分類の中心をなしているJ

　　　　　　（1）　音読の速さ

　　　　　　（2）発声，発音，調子の不自然

　　　　　　C3）一字，語句，行の省略

　　　　　　（4）丈字，語句，行の挿入

　　　　　　（5）　丈字，語句，行のくりかえし

　　　　　　（6）　交字，語句，行のおき’かえ

　　　　　　（7）　ひろい読み

　　　　　　（8｝　丈字，語句の読めないこと

　　　　　　（9＞音読の不自然な休止

　　　　　　⑯　触読の金般的な態穣：

　これらの項目を参考にして，事例を集めるための障害の種類として，次の

ような項目をあらかじめ決定のうえ，調査研究を異施した。（昭和27年度国

立国語研究年報申4一，69P．）

　　　　　　　　　1，具体曲な出訴の種類

ω似かよった文字発音のときに，ちカ！つた語音に読みちがえる



㈹
圖
㈲
⑤
⑥
ω
㈹
⑨
㈲
的
陶
㈱
鮒
㈲
⑯
鱒
⑱
四
四
⑳
⑳
㈱
⑳
鋤
㈱

同じ文字，単語を繰返して読む

あともどりして読む

甥な単語1や句で：涜みかえる（全く購のもの）

行，丈字，単三をとばして読む

活用する蕗尾を読みちがえる

意味を無視して；音飾や蝋語で切る

むずかしい藷句を読もうとしてその前でためらう

句読点を無視して読む

語句の始めや終りがはっきりしない

余分な単語をつけ加える

部分的に誌む調子が母くなったりおそくなったりする

アクセこ／トのはっきりした誤り

ひろい読みをする

始め読みちがえ，繰返し読みで正しく読む

読めなかった文字，譲・句（漢字）

　　〃　　　〃　　　〃（ひらがな）

似かよった妙句で読みちがえる

絡をあらわす助詞をよみちがえる

全く甥の語音で読みちがえる

むずかしい発音の語句を読みちがえる

漢字を他の音または訓で続む

何度も読みちがえ，最後は正しく読む

諮＝節を入れかえて読む

はじめ謄読をして，次に発属する

特に音便がJT．．しく読めない

　　　　　2。総合的な蓉禦において褻われた隆塞の傾向

（1）休止したりためらったりす筍ζとが多い

1　・［｝1
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（2｝内容にそぐわない調子・や麹揚で読む

（3）呼吸の仕方が不正である

（4）声が高すぎる

（5）声が低すぎる

（6）　やさしい単語を読みちがえる

（7）意味に関係のうすい単譜を読もうとしない

（8）　むずかしい単語を読もうとしない

（9）むずかしい単語にであうと声が急に小さくなる

（le）読みが速すぎる

｛11）読みがおそすぎる

働　区切りが多い

㈲　特に繰返し読みが多い

（1・e　特に読みかえ読みちがえが多い

⑱　発音が不腸瞭である

⑯　特にとばし読みが多い

（17）　自信のない読みぶりである

｛18）内容を理解しながら読んでいかない

　このような基準で集めた事例を一一一iつ一つ検討しながら，基準そのものを修

正する必要を認め，第ユ次の修正をした基準によって事例の分類がえをおこ

なった，しかし，その結果もさらに修正する必要を認め，第2次の修正を加

えて，次のような1コ．の大項霞にわけた。そしてなるべく障害の原因が推定さ

れやすいような分類にしたいと考えて，それぞれの大項目のなかのこまかい

分類は，機械的に一律にすることをやめた。

　また，岡じ種類の事例があまり多すぎる揚合には，見やすいということを

考えて，こまかい分類をした部：分もある。

　新しい分類基準による大項目と，それぞれの事例類（事例聡数6ぞ151）を

1長；示す；奇と，凍のようになる。　⊆表3）
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〔蓑〕音読の陵審の種類と事例数

1　驚宇翰霞みが，）からない

諺．概轟背絹が征常でない

3　とばし【篭与をずる

4　sβざ。・え筑み1fう

6　ヴけ繍匙醗みをナb
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　　　　　　！
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2．音読にあらわれた障害の種類の具俸例

鍛後の分類こよって，音読の障害の種類とそれぞれの具体例を次に一つあ

てかかげる。カギカ。コでかこんである項E－1は，この調査研究では事例が見

出せなかったが，今後の研究のために項昌だけかかげておいたものである、

　　　　　音読にあらわれた瞳蜜の種類と具俸例（昏一例ずつ）

　　　　　　　　謄購1勢州

（注）櫨ゆ都含上，言鵡した際のいちいちの柵はつけない・一の部分が・読
　　み誤りの飼所である。ただし119頁（表2）の3，4，13ユ5はナ妻体蜘勺に諮入した。

　　たてに入っている棒は，その髄所力・ら別行になっていることを示す・

　L曳享の読みがわからない。

　（1）ひらがな

　　　めだかが…びき継圃ました・　（c下2）1年

　（2）かたかな

　　　「トン，トソトン」　　　（E下1）（C下1）2年

　（3）漢　　字

　　　　曜・・の…形ができました欄！l調贈2）
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　2．　多逢「音　｛乍e・月毒カミ正常でなし、

　〔（1）一霞然な膏簿で読む｝

　（2｝託音で読む。

　　（a）「ひ」を「し」で

　　　わたくしをひざのうえにのせた。（K：上1）（K：中2）（K－下2）5‘1三

　　　　　　　　し
　　　（b）その他の瀧音で読む。

　　　いっしょうけんめい，練習を～（K中1）3年
　　　　　　　　　　　え
　（3）幼児音で読むQ

　　　　すみこさんが　いいました。（A下2）1年
　　　　しゅ
　（4）アクセントがちがう。

　　　のttを隠たりしていられましたが，（C中1）　（C下1）4年

　〔（5）イントネーション（口調）がちがう〕

　⑥初めまたは終りの発音がはっき’りしない。

　　（a）抵抗を感じる文字が

　　　　　母からおそわった：。（J申1）（」下2）5年

　　（b）抵抗を感じる単語が

　　　　　かいばおけをたたきました。（H上1）（E中1）2年

　　（c）助講が

　　　　　はくしゅヵ三，おこりました。（C下2）4年

　　（d）文末が

　　　　　うしを　兇に　いきましズこ。（H下1）（E下1）2年

　　（e）その他が

　　　　　いつびぎはいりました。（F下2）1年

（7）左武をしたあとで普通に発音する。

　　　　　めだかはすうっと　にげました（C中4）1年

（8）読みが著しく速くなったり，遅くなったりする。

　　（a）読みが速くなる。

　　　　　口をうごかしています。（8下1）（C下1）2年



　　（b）読みが遅くなる。

　　　　ぼくは，いちろうさんと，　（C中1）2年

（9）音節の発音が面しくないD

　　（a）長母音を表記する「う」をそのまま機械的に読む。

　　　　ちぢを，おいしそ豊に　（C申2）（H下4）㊥下3）（C下1）2年
　　　　　　　　　　　　う
　　（b）つまる音を不正に読む。

　　　　「はい烹た，はいった。」（C中1）（A下1）（C下1）（F下1）　1年

　　　　　　つ
　　（c）はねる音を不正に読む。

　　　　「シtユン。シュン。」（C申2）（G下4）4年

　　　　　　　つ　　　　つ
　　（d）よう膏を不正に読む。

　　　　こうしは，きょとんとして，（C中3）（H下2）（C下1）2年
　　　　　　　　　　乏
　　（e）溝音と濁音を反対にして読む。
　　　　ひ・・剛・れるメ1・いあト（・上・）・年

　　　　　　　　　　　　　く　　　！
　　（f）その他の音節を不正に読む。

　　　　「はいった，はいった。」（C下1）（F下1）1年
　　　　　わ
5．とばし読み（雀鯛）をする。

　　（D　交字をとばして読む。

　　　（a）揖抗のある単藷のうちの文字を

　　　　あちらからも　こちらからも（K：申1）（1申1）（1下1）3を拝

　　　（b）抵抗のある漢字を

　　　　これから　学芸会を　します（C下1）4年

　　　（c）ほかの単語を読もうとして

　　　　「わたくしたちは，これから………（K下3）（1下1）3年

　　　（d）・接頭辞「お」を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
t
一

　　　　「でに，事荷物を持ちましょう。」（C上1）（C下1）6年

　　　（e）発音しにくい部分の文字を

　　　　と，おっしゃいました。（G下1）4年

　　　くf）接i尾辞「さん」　「たち」などを

125
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　　　　まさおくんたちは，　（K中3）（工中1）（K下2）3年1

　　（9）つまる畜の「つJを

　　　　大聖を飛び去っていっ．た。（」上1）（J中1）（J下3）（K下1）（F下1）3年

　　（h）目調で機械的に

　　　　足・・し。かり・な・・ので』あ（H上）（C・pi；2）（・申）・年

　　（i）行かえの三分の：文字を

　　　　わたくしの由なし・心に碧みこ難た．（K下三）5年

　　（」）文末の：交字を

　　　　できないのもあります。（K下1）3年

（2）　単語をとばして読む。

　　（a）文の意昧を変えない単語を

　　　　「ワアヅ」とし・う責が闘こえた。　（C上1）（C中1）（C下1）5年

　　（b）文の意昧を変える単語を

　　　　たかしくんは，元気k璽で　いいました。　（C下1）4年

　　〔（c）文の意昧は変わらないが，ほかの単諮に読もうとして〕

　　（d）文の意昧が変って，ほかの単語に読もうとして

　　　　うしを　見に　いきました。　（H下1）2年

　　（e）抵抗のある単語を

　　　今疫こそはと，全力をつくした。　（C中1）5年

　　（麦）助詞を

　　　　あちらからも　こちらからも（1上1）（1申1）（K下1）3年

　　（9）交末の単語を

　　　　「トン，トン　トン。」と（E上1）（C中1）（H下1）2年

（の　女節をとばして読む。

　　　　　ウ　　　　かるい気持で鍬をうたう蒔ですら，（∫上1）（F下1）5年

　　（4）　句をとばして読む。

　　　　しろもうれしそうに　ゆきの上を～（C中1）3年

　　（5）　行をとばして読む。

　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　l
　　　　榊さんがす・い・し國めだかが一（・下・）・年



4．おきかえ醗み（代醗）をする。

（1）　刷の音節で読む。

　　（a）発音の似かよった膏節で

　　　　ゆき奪るま帰一（・±　1）・年

　　（b）文字の形の似かよった音節で

　　　　「よ．《　見て　ごらん」（H刺．）（C下1）2年
　　　　　　じ
　　（c）全く無関係な音節で

　　　　さミや塑なす蕉いからすがであった。（K下1）5年

　　（d）漢字を他の音または訓で

　　　　「庭の千瑚　（F上2）（F中1）（」中1）（F下1）5年
　　　　　　　せん
　　（e）音節の順をおきかえて

　　　　あわただしく大空を飛び去っていった。　（」上1）（F中1）5年

　　　　　　だた
（2）　鋼の単語で読む。

　　（a）発音の似かよった単語で

　　　　あわただしく大塑を飛び去っていった。（K上1）（J下1）5年
　　　　　　　　　　．あ■；秀

　　（b）漢字の形の似かよった単語で

　　　　相手は五年西組である。　（C上1）　（C下1）5年
　　　　　　　　　西

　　（C）交享群の形の似かよった単語で

　　　　みちおさんが（A上1）（A中1）（A下1）（F下1）1年
　　　　みちこ
　　（d）修飾語の語尾を変えて

　　　　ひとつ大き’く息を・し，ました。　（G上1）　（G下1）4年

　　　　　　　　　な
　　（e）動詞の語尾を変えて

　　　　ひざの上にのせた。そして（F中1）（F下1）K：下1）5年
　　　　　　　　　　　そ

　　（f）助詞を別の助詞で

　　　　おじさんが，Fン　トン～（H上3）（H申1）（H下1）2年
目　　　　　　　ぽ

　　（9）意昧が似かよった単語で

　　　　「延血，にげた。」（C上1）（F中1）（F下1）1年
　　　　　にげまし穴

エ27
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　　　（h）全く無関係な単語で

　　　　　まさおくんの　顔　を兇るなり（G中1）（G下1）4年
　　　　　　　　　　お謎烹
　　　（i）単語1の順をおきかえて

　　　　場所をこうたいして，（C下1）5年
　　　　　　　こうたいを
　　　（」）鴉の行の音飾や単語で

　　　　　冒を小さくして，（E上）2年
　　　　　蒋畢（前の行の初めの：交字）

　〔（3）前の行全部を読む。〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　5．っけ加え銃み（播入）をする

　　（1）　膏節をつけ加えて読む。

　　　（a）ほかの単語のつもりで読もうとして‘

　　　　　き’ようとんとして，こちらを箆ました。　（C中）（H中2）（H下5）2年

　　　（b）機械的な言いちがい

　　　　空気は．すみ，（F中）5年
　　　　　　　エ　
　　　（C）ていねいな「お」をつけて

　　　　　「みちおくんが，　友だちと，（王中1）（1下1）3年
　　　　　　　　　　　　お
　　（2）　単語をっけ加えて読む。

　　　（a）助詞を

　　　　　どうしてもかけようと　しません。　（C中1）6年
　　　　　　　　　　　　　　は，
　　　（b）間投詞を
　　　　　おどると・うが1か測魅」（K下・）（、下・）、年

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　え
　　　（C）文脈に関係のある単語を

　　　　　それがわた嘱であ。（。粉、年

　　　　　　わたくしは　i
　　　（d）機甲的な言いちがいを

　　　　　という，　歌を　読みました。　（C下）4年
　　　　　　　　と話
　6．〈Vかえし読み（くりかえし）をする。

　　G）　文寧をくりかえして読む6

　　　（a）単語の初めの文字を
　　　　　　　　　　　　　　　　　すみ・さん）b・　1・・い・L9…（・＊・〉（・申・）（C下・〉（・下・）・年
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　　（b）単語：の中閥の丈字を

　　　　と，かいばおけを　た：たき’ました：。　（E中1）　（建事1）2年

　　（C）単語の終りの丈字を，

　　　　めだかは　すうっとにげました。　（F下1）1年

　　（d）荊の単語の終りの炎字とあとの単語の文字を

　　　　あちらからも，こち、ら益らも（K下1）3年

　　（e）単語とその前後の：交字または単語を

　　　　かるい気持で鍬をうたう時ですら　（」中1）　（K：Fkl）5年

　（2）　単語をくりかえして読む。

　　（a）文の初めの単藷を

　　　　まさおさんがすくいまし；た。（C中1）1年
　　　　『．…．．…｝』’．一“　　　　　　　　．1

　　（b）交の申聞の単語を

　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　タ暮れ曝にいすを陣してす一k・・‘）（∫輌（」下1）（F下1）（Kド1）5年

　　（C）文の終りの単語を

　　　　会撚…ぱい甑りま喚・（1下3．）・年

　　　　　　　　　　　　　　　き　　（d）助詞を

　　　　まさおくんはねむりからさめました。　（G上G．）4年

　（5）　文鄭や句をくりかえして読む。

　　（a）嘆字ではじまる交節や句を

　　　　灘ね盈巖杢あわただしく～（K中エ）（F下1）5年

　　（b）ひらがなではじまる：交節や句を

　　　　　　　　　　　　　1
　　　　械さんが三二回をいろいろに～（C物（D上1）3年
　　　　　　　　　　　　　き
　〔（4）　岡じ行をくりかえして読む。〕

　　〔（a〕行の初めの部分を〕

　　〔（b）行の終りまでを〕

7．ひろい醗みをする。

　（1）　固有名詞を

　　　　些豊三さんが　いいました。（F下1）（A下1）1年
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　　（2）丈字を

　　　　　かいばおけを　たたき’ました。　（H中1）　（H下1）2年

　　（5）単語を

　　　　　まさおくんはねむりからさめました。（G下1）5年

　　（4）文節を

　　　　　母は学：校のころに習った歌だといって（F下1）5年

　　（5）その他

　　　　　わたくしをひざの上にのせた。　（∫下1）6年

　8．読みの休止が不自然である・

　　（D　意味を無視して休止する。

　　　（・）鞘のなかで

　　　　　みちおさんが　すくいました。（A申1）（A下1）エ年
　　　　　　　1
　　　（b）訴訟のなかで
　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　足がしっかりしないのでiしょう。（C上1）（H上3）（E上3）（C中1）（H中2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（C下2）（H下7）（E’下4）2年　　　　　　　　　　　　　　　昌
　　　（d）その他

　　　　　みんなでおどるところが（C中3）（C下1）荏年
　　　　　　　　　　　1
　　（2）抵抗のある単語の前でためらう。

　　　（・温品でeiz・L；まる単語の前で

　　　　　母は学校のころに習った歌だといって（」上2）（」下2）（F下2）5年
　　　　　　　　　　　　li
　　　（b）固有名詞の繭で

　　　　　　　　；
　　　　　いいまし1た。みちおさんが（A上1）1年
　　　　　　　　　1　il
　　　（c）その他

　　　　　ささやかなすまいであった。（」上2）（F上1）（」申／）（F　rlu　1）（」下3）5年

　　　　　　　　　i［
　　（5）句読点を無視して読む。

　　　（a）rとめ」を無i記して

　　　　　～では，これから　始めます。」たかしくんは，元気な　声で　いbました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1上1）（．1下4）　3年

　　　（b）「くぎり3を無視して

　　　　　「おじさん，こうしは」と，ききました。（H申わ（H下1）（C下1）（E下4）2年

　　　　　　　　　V　　　　V
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9．初め読みちがえてのぢに正しく読む。

　（1）正常でない発者伶用のあとで

　　　　あたたかくしてねて裕たらよくなるよ。　（G下1）4年

　（2）　とばし読みのあとで

　　　　かいば挙げを　たたきました。　（H中1）　㊥下1）2年

　（3）おきかえ読みのあとで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　あ挫麺五．．三門麺三hもはくし願（B中1）4年
　　　　　あちらこちらもこちらも　　　　　i
　（4）つけくわえ読みのあとで

　　　　寅をそろえて送ってくださいました。（G上1）6年
　　　　　　　　　潟
　（5）　くりかえし読みのあとで

　　　　たかしくんは，元気な声でいいました。　（B下1）4年

目（6）ひろい読みのあとで

　　　　ごっこくと膚然は色をかえ（F中1）5年．

　（7）不自然な休止のあとで

　　　　どうしてもかけようとしません。　（G下1）6年
　　　　　　　｝
10．　なんどもまちがえたあとで正しく読む。

　　　　と，かし・ぱおけを　たた：きましたQ　（C中1）2薙

　5．書読にあら獅れた嘩審の推定される原園

　以上の具体例から，児童生徒が文字書語を学習する揚含の抵抗，困難，欠

陥に対する原因はさまざまに予想されるし，一つの障害に対して一一一つの原困

があるとは限らない。多くはいくつかの原因がかさなって具体的な事例があ

らわれる。それぞれの旧例について予想される原因を推定し，その結果を

　　　　（a）児：童生徒自身’の側の原函

　　　　（b）文字言藷の側の原因

　　　　（C）学習指鱒の側の原因

の三つに大きくわけて整理した。

　なお，それぞれの事例と，推定される原因との関係についての分析には，
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さらに検討を加える必要があるので，次の機会に報告する予定である。

　　　　　　　　　　書読の瞳密の予想される原困

　　　　1．金壷生徒の側の原困

　　　　（1）視：カが弱い

　　　　〔2）　視野カヨせまレ、

　　　　⑧　声音器管に欠陥がある

　　　　（4）呼吸のしかたが不正：である

　　　　（5）字形を兇分けるツフがとぼしい

　　　　㈲　眼球運動がなめらかでない

　　　　（7）眼球運動と発膏作用との課節ができない

　　　　㈲　知能が低い

　　　　（9）知能が高すぎる

　　　　㈹　ことばと思想とを結びつける力がとぼしい

　　　　（ll）：求知心に欠けている

　　　　（12）詑憶力が弱い

　　　　㈱　語いが不足している

　　　　（紛、単語の発音を不正確に言己億している

　　　　㈲集中力がない

　　　　醐　神経過敏のためあがってしまう

　　　　鋤　落ちつきに欠けている

　　　　α8｝　自ぜ言カヨない

　　　　⑬　読むことの経験が少ない

　　　　⑳1よく知っている使いなれたことばで読む

　　　　⑫1）山嶺一字読む習慣がある

　　　　㈱　幼児音，無音が残っている

　　　　㈱　経験がとぼしい

　　　　㈱読む：力が全般的におくれている

　　　　鱒　前臼の睡眠不足
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2．丈箏蛮語の側の原囲

　（1）未習得の：文字である

　（Z｝発音しにくい文字である

　（3）むずかしい字体の：交字である

　（4）似かよった字形をもつ：交掌である

　㈲　似かよった発音をもつ交寧である

　（6）似かよった意味をもつ：交字である

　（7）二つ以上の漢字が重なってできた熱語である

　（8）生活語とかけはなれた：単藷（特殊な修飾語，敬語，湿雪）である

　⑨新しく提出する字数が多すぎる

　㈹新しく提韻する語数が多すぎる

　㈱　表現が不自然または不足な単語，直訴文である

　働虚字および単語の自然なくりかえしがすくない

　（13）固有名詞く特に入麺，地名）である

　⑬　ひらがなばかりが長く続く単語，：交簾または旬である

　㈲　次の行にまでわたっている単語である

　働　つまる音，よう音，よう畏音，長音など特殊な表記である

　｛17）見なれない擬音語，擬声語，擬態語をいきなり提出する

に8｝醜語無敵（またはそれらのつい蝉語）をいきなり繍する

　働助詞のまぎらわしい銚いかたである

　鶴　行闇がせますぎる

　⑳行間がひろすぎる

　⑳　一行がながすぎる

　㈱　句読点の使いかたが多すぎ，またはすくなすぎる

　㈱　文型が複雑すぎる

　飼　：文が＝長すぎる

　㈹交の内容がむずかしすぎる

　⑳　：交の内容がつまらない
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　　　　5．挙習据轟の側の原國

　　　　　｛1）文字，単語を熟知させる指導が不十分である

　　　　　（2）：文字は発音をあらわすものだと考えて，意昧をあらわすことばの記号

　　　　　　として教えない

　　　　　〔3）語いをひろげ，：豊冨にする指導がなされていない

　　　　　㈲　文脈に適した単藷の読みの指導がなされていない

　　　　　（5）漢字の音訓両読みの夢野がなされていない』

　　　　　（6）漢字の指導練習がなされていない

　　　　　（7）動詞，形容詞などの変化形についての詣導が不十分である

　　　　　（8＞文節や句で読む指導が不十分である

　　　　　（9）読書指導が不十分である

　　　　　⑬　幼児音を早くのぞく指導ができていない

　　　　　（li）アクセントの指導がなされていない

　　　　　働　方言音の矯正指導がよくできていない

　　　　㈱　音読技術の詣導ができていない

　　　　　働油漉語罵をはっきりさせる指導ができていない

　　　　　㈲　句読点の指導がなされていなb

　　　　　96）正しい「いき」のつぎかたの指導がなされていない

　　　　　働意味を理解しながら音読する指導がなされていない

　　　　　tt8｝不正確な黙読の速読みをさせすぎた

　　　　　働　鼠と声とのひろがりをひろげる拙導がなされていない

　　　　　⑳　学習準i備の指導ができていない

　　　　　⑳動機づけがよくできていない

　　　　　⑳　読みの飼人差に応じた飼別指導がとられていない

　　　　　鱒教具の利用が不十分である

　　　　　蝕　テストによってつねにあやまりの原因を知ることがなされていない

　　　　　㈲　読むことに興昧をおこさせない

　また，音読実験の現揚で総合的に観察したときにとらえた児童生徒の全般
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的な態度にあらわれた障害の特長鮒な傾向を，人数であらわすと次のように

なる。（表4）

　〔表4〕
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　4．推定される原因を確かめるための補足的調査

　なお，音読の障害の原因のなかの丈字言語の側の問題を一一層たしかめるた

め，だいたい等質なグノレプに対して，少し条件をちがえた材料でためすこ

とを計画，昭和28年2月に東京都荒川区立真土小学校の2年生と5年生を選

定，50人を単位とする比較調査を実施した。（実際は59入に至らなかった。）
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その具体的なねらいと結果をここでは2年生のみを対象としてあげてみる

と，次：のとおりである。（表6）

〔表5〕

調査の慧麹

、原因の描定を確かめるための補足的調査

M小学校2年生（8i名）に対する調査

前圃の調査では一一つの
丈箪を胴行｝こわたって
表詑すると，改行した
：方に読み誤りがかなり

…　　　　　甲組
i｝　∫塑全鑑蕪翰～璽L

：

走・て撞蒙

，
の

棚
る

り
げ

即
せ

・
ふ
。

り
が
か

ゾ
り
い

’
誤
な

フ
み
は

、
読
で

う
連
が
二
　
，
き
ば
は

　
よ
の
員
を
に
と
れ
で

　
の
な
登
れ
ら
の
え
の

．
し
か
ど
こ
さ
い
ト
隠
る

　
が
の
ん
。
，
か
を
め

…
ろ
U
と
た
し
う
釈
読

　
こ
は
ほ
い
割
ど
溢
い
。

…
ま
」
，
ず
分
ん
と
て
か

…
た
ね
で
ま
に
う
」
い
い

　
「
だ
続
つ
つ
「
の
た
な

鞍彗嚇雨露『
闇づ

竃二一…％

　…　　　　　乙組
一、1．＿．　（完全に読めた鷺）
　’I

i走。てにぐ轟蕊．．1

結果

Iif・・　・・んど

　　　　　　　　　　　　　　　ゆへへぼへ　　　　　　　　の　　　　　　
続で，ほとんど登員が1｝たまころがしのようだね1

ちがわな

一器一5aG％　iい。

ミセ

つんどうかいの
i＿．＿＿rr＿＿＿＿＿rr＿＿vrr．＿、＿t＿．．．．＿＿＿＿t＿．＿．　．，1

と』

ｬ憂予勲こ反

を濤ま
か
く
，
い

つ
多
づ
ら
な

に
り
つ
な
か

詞
な
に
詞
ず
。

鋤
か
下
動
ま
か

合
が
し
五
つ
い

複
の
も
補
ど
な

の
も
。
が
像
は

読
く
た
誉
れ
で

訓
ず
つ
動
そ
の

。
　・一＝e％
4占

いろいろ｝こ

1っけかえるを

！l
”’Sb”　＝　27．　S％

　　　　　　　　　　　iし，成績
　　ギ　　　　　　　　

Lfu－L　gころが蕾め蟄版認り

3
　＝フ．3％4k

i目をいろいろに
1　，　［一…一一…／一一一一：，一一　一一一l

　　　iつけてみると

26
El・　＝一　13．　4％

聾
しなくよ

た
つ
が
少
な

し
り
き
と
く
Q

期
お
ず
つ
な
た

予
と
ま
ず
く
つ

この’ｲ査研究には，調査実験をひきうけてくださった単校および諸：先農がたにな

みなみならぬ御協力をえた。また巨礫県教育委員会派遣生佐野芳夫，青森県教育委

員会派遇：生狩野尾睦麿，兵庫県教育委員会派遣生大久保芳継三氏の御協力をえた。

ここ｝こ合わぜて謹んでお礼を申あしげる。

（平井）
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言語能力の発達に関する調査研究

A．　目 的

　小学校（；か年の間に，聞く力，話すガ読む力，書く力がどれだけ伸びる

か。その発達の実態・過程・段階を明かにし，またそれがなにによるか，そ

の条件を明かにしようとする．特に，局…の子供についてその状況を詳しく

究めようとする。

　　　　　　　　　　B．計爾と方法

　同一の子供について小学校入学から卒業まで6年記継続調査をする．学年

は2学零ずっとり，酋調査と補充調査とにする、最初の年度は新入学のコ年

生だけとする。それに対する6年間の継続調査が前調査である、その次に入

学した児童についてやはり6年闇継続調査をする，それが補充調査である。

したがって全休で7年かかる。

　この研究のため東京に実験学校甥交を設け，ここで所員が直接観察し，調

査する。なお全国的に研究協力学校を設け実験学校と同一の規格のものをで

きるだけ実施してもらって，実験学校の成果がかたよっていないかどうかを

検定する。研究協力学校は，実験学校でする検査・観察・実験のすべてを実

施する必要はないが，実験学校が東京であるから7なるべく純農村地帯に，

実験学校に準ずる研究協力学校を設けて，ここで実瞭学校とほぼre一・のこと

をやってもらう。このようにして，この研究の成果が，大都市のコ校だけの

実態でないように心がける。

　研究方法としては，

G）開く力，話す力，読むカ，書く力の検査を相叢頻繁におこなう。これは個人検

　　i査の賜含もあり，団体検査の擁含もあるg
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　（2〕知能検査，性格検査，身体的能力の検査を随時おこなう。

（3）毎臼の教室および校庭における言語行鋤の観陣門録，および，性格的，環境的

　　知的，身体的，諸条件の観禦記録。

（4）家庭環境その他についての質問紙法による調査。

　以上の諸調査によって，学級として，および，姻入輝輝とし’（の成績を集

積し，これに分析を加えて解釈をおこない，必要な実験をおこなう。

　　　　　　　　　C．本年度担当者と実施概要

　本年度の調査揚当者は，輿水実，高橋一夫，森岡健二，芦沢節および岡本

奎六（非常勤）であり，実験学校，協力学校として，次の15校を委嘱した。

　　爽験学校　　　　　　　東京都新宿区　　四谷第六小学校

　　実験学校に準ずる学校神奈川県申郡　比々多小学校

協力学校　兵庫隈氷上郡

　　　　長野県上水内郡

　　　　滋賀県大津市

　　　　長野県松代町

　　　　神奈川県横浜市

　　　　静岡県静岡¶市

　　　　　同

幸世小学校i

神郷小学校

中央小学校

松代小学校

六浦小学較

新通小学校

城内小学校

署手県和賀郡

康京都杉並区

栃木県小山町

神奈川県逗子町

出口県下松市

静爾県静岡市

　二子小学校

方南小学校

小出第二小学校

　久木小学校

　下松小学絞

　中田小学校

　なお，協力学校として委嘱するまでには至らなかったが，次の3校には調

査の一部分を依頼して，その結果の報告を得た。

　　　　　　神奈川県小田漂市　大窪小学校　　神奈川県横須賀市　池上小学校

　　　　　　神奈川県横須賀市　沢出小学校

・今年度の研究調査は，予算の決定がおくれたことと，三鷹からの移転との

ために，実験学校，協力学校の依頼が新学期にはいってからとなり，学校に

もめいわくをかけた？



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，　一・．10，．，c，｝

　おもな検査の実施概要を月順にしてみると，次のように一なる，

　　　　　欝力…　（第3嗣）i　2月羅…　（簿舗蘭

　　　　　獅　　i　魏∵灘）

　　　　　欝二綴1：i　購；1：

　　　　　繍肋テスト（第1国）i　　倣勧テスト（第3　1’t」）

性格・家庭環境等に関する質閲紙は，5月末に作成して簸庭に記入を依頼

した：。

　　　　　　　　　　　　D．　成　　　　　果

腿上のうち，4月かち珍月までの猪検査の結果に解釈を加えてr入門期の
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言語：能力」として公刊した。

　この「入門期の言語能力」に報告されていない諸研究，たとえば話すカや

作文の力の発達，および，事例研究等は，次の報告書に譲る。

　また，今年度いろいろの理由で実施できなかった身体的能力の検査などは

来年度の補充調査による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輿水）
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国語科学力水準調杢

A．　前年度までの経過

　国立國認研究所として昭和24年慶からずっと掴語の学力標準設定に関す

る調査研究」を続けて来た。ところが，昭和26年度に丈部省調査課で国語・

理科・社会・算数の四科醸の全国の学力水準調査をとりあげることになった

ので，これに全面的に協力，国語科の問題作成と結果の解釈とを分担して来

た、この仕事が翌昭和27年度から国立教育研究所で実施されることになって

からも，同様にこれに参加し，国語科の部分を分組して来た。そして昭和29

年度も，引き続き，これに参加した。

　　　　　　　　　　B．調査の目的と内容

　この調査の目的は次の三つに要約される。

　　（1）全国的な学力の水準を明かにする。

　　（2）学力調査の方法を研究する。

　　（3）学力のついた原閃，つかなかった原囚を究明する。

　5枚か6枚の紙に印刷された問題で，だいたいコ時聞ぐらいで，しかも全

国的に罵語の学力を検査しようというのであるから，その限界内でどういう

学力を取りあげるか、どういう調査’方法をとったらよいか．国語の学力調査

法の根本にふれて来る。また実施の結果，全国∫；勺に，この学力についてはこ

のくらいのカがついているということ，つまり全國の水準がわかる。この調

査では，あらかじめ教員の資質，教育活動，学級数，特別教室の有無によっ

て層別して学校を選んでいる。その上，国語科としても，教科書の闘係，図

書室の有無とその利贋瞬校内放送施設の有無とその利用鹿文集や学榛新
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聞の発行について付帯調査をおこなっているので，その限りで，それらの条

件がどれだけ学力に作用するものであるかも吟味でき’るわけであるj

C．本年度の調査と担当者

　本；1度は研究所では，岩淵悦太郎・輿水実・高橋一夫・芦沢節が，この調

査を担当し，問題作成委員として次の諸氏をお願いした。

　　所　夕卜　問　　題　作　　成　　委　　員

東京都教育庁指導部

丈部省初等中等教育局初等教育課

東京都杉並区方南小学校　、

東京都港区愛宕中学校

丈部省講査筒国語課

脚部省初等中等教育筒中等教育課

横浜市立論学

横浜市頭中学阿

東京都北区神谷小学校

東京都杉並区方南小学校

安藤　斬太郎

沖　肉　　　光

上飯坂　好、実

河　合　良　三

塩　田　紀　和

渋　谷　宗　光

島　津　一　夫

須　藤　久　幸

増　va　三　良

品　本　江太郎

t

　今年度は，他教科の方では，その教科の全般にわたる調査よりも，特に問

題となっている点だけとりあげて，くわしく調査するという方向に傾いたの

であるが，国語科では，この全国的な検査の与える影響を考えて，漢宇だけ

とか．袖章読解力だけとか，話し聞く能力だけに限：ることはしないで，爾年

度と同様；広く国語科の全領域にわたって，その主要能力がどのくらいつい

ているかを検査することにした、そうして，各問題の得点に対して比重を設

けて，金体として何点というようにあらわせるようなくふうをした。ただし

それと同時に，国語の学習指導の重点のおきかたと学力の類型について，全

面的にすぐれているものと，全焼的に劣っているものとのほかに，

　　　（1）読解ブコのオ面ですぐれているちり
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　　（2）漢学の能力の：方面ですぐれているもの

　　｛3）話し間く力や作る力の方面ですぐれているもの

の三つと，その組み合わせとに分けて考え，そこから，国語学習指導の問題

点が一・層明かになるように，問題構成についてくふうすることになった。

　　　　　　　　　　　D．本年度実施の概要

　4月5月は，離年度の結果の解釈に基づく報1一告書の作成をした。

　国立教青研究所「登国小・中学校蝿童生徒学力7」く準調査」　（第一・次報告書）昭和27

　年度國語研究所年報」参照

　6月から委員会を開いて，2S年度の問題を作成，次の学校に依頼して第一・

次。第二次の｝ライアウ｝を行って，9月に問題を完成した。

　　　　　　27年度学力水準講査のトライアウトを依頼した学校

　　　　　　　　葉：：京都杉並区　　　　　　　　：方南小学校

　　　　　　　　神奈川県中郡　　　　　　　　比々多小学校

　　　　　　　　神奈川県中郡　　　　　　　　比々多用学校

　　　　　　　　神奈川県横浜宙　　　　　　　西中単校

　検盗は12月初旬，他教科といっしょに全国で実施された．昭和29準1月か

ら3月まで，国立教育研究所が内閣統計局の協力を得て結果の計算をおこな

った，その数字の出そろったところで，問題作成委員会にかけて結果の解釈

をするわけである。

E．本年度研究の成果

－
り
晶
5

1　小学按　爽旛要領

児童着席。

児童が岡題用紙に手をふれないように溢意してから配窟する。

次に冤童に，豪校の名窟え，学年，組，発童の番」多と氏名をかきこませる。こ

の際冤童が自分の轡畢をまちがいなくおにえているかど）かを確認するg
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　　男女は○でかこませる。

　　以上を一つずつ説明して書かせ，書いたことを確認してから次を書かせるよう

　　にする。

4．最後の頁の結果詑入票は児童には関係のないことを注意する。

5．　問題用紙の装紙に書いてある「注意」の事項をゆっくりと読んできかせる。

6．問題は①から⑨まで8問あるGそれを

　　　（1）　β身き’とりの癌ミ翌

　　　〔2｝　第コ．鋒∫（琴錘き・とり）

　　　㈲第2問から第8問までの三つに区分して実雄する。

7，以上注意したこと，その他について質’問をうける。このとき始まってからは質

　　問を許さないことを注意する。以下，次の順序に従って実施する。

8．　（1）閲きとりの練習

　　　　「このテxトは全部で8問ですが，一番はじめに聞きとりのテストがありま

　　　す。そのやりかたがわからないといけないから，はじめにやりかたの練習を

　　　します」

　　　　　「いま先．生がお話を読みます。みんなはそれをだまって聞いていて，その

　　　お話について，この拠表紙に「れんしゅう」と書いてあるところの質問に瞥

　　　えるのです。では裏表紙の：方を出してください」

　　　　　「まだそこを読んではいけません。お話を間いてから読むのです。お話は

　　　一阿しか読みません。鉛筆は持…たないで，楽な，よい姿勢で陶いていてくだ

　　　さい」

　　　　　「では・はじめます」

聞きとり（練習）　　　　　　　　　　　　　　i磨1は休止を示す

　きょうからliの学校の1衛生一問がilはじまっています。I！i衛生遇問というと｛

夏にiすることが1多いですね。1優は｛あせをかいてiからだがよごれるし，1バ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいせつ・イキソの働きも〕かっぱつになるから1衛生に注意することがll特に1穴切です61

しかレ．！衛生ということは，il夏だけでなく，　li秋でも1冬でも，1また藤でも月

　　じゆう　　　　　　　たいせつ

一年中いっで蓬詞大趨なことです。携それで1この学校では1一年を通じて，勝時



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ45

瞬，1衛生週間をすること｝こiなっているのです。」

　　　　　ちゆう
　この週聞中に，i学校では，　il衛生に濁する｝お話をしたり，1掲示を出したりi

　　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　そケじ
します。誓みなさんとしてet　：縫学校の申を／いつもよりもiよく1お掃除をして、

くださいol．1それから，　llつめを切ってきたり，　iかみの毛を｝あらって来たりし’

　　　みて，ll身のまわりを1きれいに｛することです。」

　きょうの1おひる休みに，／校長先生や1ほかの先生がたから，ll衛生週間の仕

事について，ilもっと1くわしいilお話がiあります。　Ilそれですから，　lll食事が

終ったら｝静か1・Zl運動揚に点て，1いつもの通り1整列してください。蛸お蜘ら

せはliこれで1　paります。」

　「はい，鉛筆をとって」，　「はじめ」。　　　　　　　　　　1分40秒

「やめ」。「鉛筆をおいて」，「征しい姿勢になります。一」

「これは練習ですから，正しい磐を言いますQ自分の点いた餐：を見ていてください」

（問題8と1・2・3・4を読む）

　「さあこれで，みなさんにとってだいじなことというのは1と4ですね。際かは

いまみなさんがしなければならない，だいじなことではありませんね。ですからユ

と4に○のついたのがいい。できた人は手をあげてごらんなさい。……よろしい。」

「失敗した人はこんどの傑んとうの時に気をつけてください。つぎは。」

　（移暮題（Dと1●203●4を読む）

「1はx2は○，3は×4は○ですね。そういうふうにできた人は浮をあげてごら

んなさい。・・…・よろしい。」

「練習はこれで経りますQ瞥案網紙の裟の方を出してください。

「ほんものの時もいまのように，あんまりこまかい闘題は出証せん。それから○を

いくつつけるのか，○だけかXもっけるのか，よく問題を読んでから寝をかくので

すね。」

　（2）　rでは，こんどは臨んとうのお話を読みます。」

　　（開きとり問題教師用を読む）

　　　　　　　　　　　　　閥　き　と　砂　問　題

　これは，iiある朝，：1先！生力縮話してくださった1ことです。1；｝では，1はじめ
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　ます。」

　　みなさんは，1防火通間ということを；1知っているでしょう。…iき・ようは，1そ

　　　　　　　　　ヒち　の防火週聞の；第一一臼です。IIIけさ，　i学校の掲示抜に1「火の用心」というボス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち
　ターが葺はってiあったのをli見たでしょう。「iiみなさんの家にも，1｛消防のおじ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くば
　さんたちが1「火の用心」iと書いたビラをIi配って行くことに｛な？ています。

　　みなさん1淵建物が火事になって1燃えているのを院たごとも｝あるでしょう議

　つい、この閥も，ll長：野県の単校がi火事になって，　il症徒たちの1勉強するところ

　が｛なくなってilこまっているiということが，　iじ鋳聞に1繊てiいましたね。　i｝i

　その写真を1見た人も1あるでしょう。撰臼本の建物はi木と紙で1作ってあるの

　で，｝火事に1なりやすいのです。」

　　寒くなると，lilみなさんのうちでは，／火鉢を出したり，　iこたつを作ったり1

　するでしょう。Iji学校でもストーブを｝たきますね。　jll火を使うこと力討多くなり

　ます。／i防火週間にあたって，1iみんなで，　i火に気をつけてii火事をおこさない

　ように，．．就，六年慮で1ヂ火の用心」のポスターを1作ることに1なりました♂

　あしたの1蔦時間翼が，1ちょうどil図醤の時間ですから，　iiどんなポスターをil

作ったらよいか1．考えてきてtくださV・。lilですから，1図画の用意を1忘れない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　ように｛しましよう。無できあがったら，i．みんなの書いた｝ポスター・を1町に貼

　　　　じゆう
　って／町中の入たちが／「火の用心」を1するように，llわたくしたちも，．　li消紡

　のおじさんたちにi力を｝合わせましょう。」

　　話は｝これで1驚つます。」　　　　　　　　　　　　　（所要時問2分5秒）

　「第1ペーージ，第2ペーージのところを開いて。問題〔澱を串しなさい。」

　「溺きましたね。はじめσ」　（7分）

　ドやめ」

　問題2～8

　　（3）　「それでは，これからあとは，全部続けてやります。時問はたっぷりありま

　すから余りあわてないでおやりなさい。第3ページ第4tK’　・一ジのところを開いてく

　ださい。これができたらそのつぎも自分で勝手に麗いてどんどん：先をやってよいの

　です。では鉛筆をとって。」rはじめ」。1動～⑧43分
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9．　rやめてください。」問題用紙を回収して，部撒を点検するQ

ll　小学校検奮i問題

　ヂtt・

　　　　き
θ　いま聞いたお話で，六年焦のみなさんがすぐにしなければならないことは何で

　　すか。つぎの四つのうちから一つだけえらんで，その上に○をつけなさい。

　　　しょうぼう

　1　消防のおじさんと「火の用心」のビラをくばってあるくこと。

　　　　　　　　　しゃしん
　2　新聞に火事の写真が出ていたから見ること。
　　　ず　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かノしが

　3　図闘の時隅にどんなポスターを趨二くか，考’えておくこと。

　　　さむ
　4　寒くなったら火ぼちを嵩したり，こたつを作ったりすること。

◎　いまのお話を聞いてから，みんなで話しあっているうちに，つぎのようないろ

　　いろな話がでました。なかには聞きちがいもあるようです。先総のお話で，た

　　しかに：，そう立ったものの上には○，お話とはちがっているものの上にはXを

　　つけなさい。

　　　　　　いえ　　　　　かみ
　1　日本の家は木と紙で作ってあるので火事になりやすい。

　　　甑うかし瞬うガム、　　　　　　　　　　もの

　2　防火樹闘で学校じIPtうの者が火の用心のポスターをかく。

　　　　　　けいじぼろ，
　3　学校の掲承板にみんなの霧いた火の用心のポスターをはる。
　　　凛解のけん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜいと

　4　長野縣の学校が火事でもえてしまって，生徒がこまったことがある。

　画

　　　　　　かわかみ
θ　六年生の川上山繭沼“は，きょう，学校からかえってから同じ組の山濁たけし鴛

　　　　　　　　　　　やくそく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いり

　　のうちに遊びに行く約束をしました。肉矯慰のうちはすぐわかりましたが，入

　　ぐち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　口の戸がしまっていました。太郎一は入臼でなんと誉ったらよいでしょうか。

　　つぎの四つのうち，一ばんよいと思うものの上｝z　一一つだけOをつけなさい。

　1　こんにちは，かわかみですQ

　2　こんにちは，た砂しくん。

　3　こんにちは，たけしくん。かわかみです。

　4　たけしくん，いますか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き賢く
　◎　：太郎鴛のうちへ，太郎讃の知らない，お客さんらしい人がたずねて来ました。

　　　　（客）ごめんください。おとうさんはいらっしゃいますか。木村というもの

　　　　　　　です。

　　　　　　　　　　　たい　　　　　　　　　　　へろじじ
　　　　このお客さんに対する太郎さんの返事として，つぎの四つのうちどれがよい

　　　でしょうか。一ばんよいと思うものの上に一つだけ○をつけなさいG

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しようしよう
　　（：太郎）i　はい，いらっしゃいます。．少少お待ちください。

　　　　　2　はい，おります。少少お徳ちください。

　　　　　3　おとうさん，木村さんがいらっしゃいました。

　　　　　4　木村さんですか，おとうさんですね。少少お待ちください。

　　箇

　θ　つぎの丈は，ひとつづきの文ですが，（　）のところはことばがぬけてし・ます。

｛購鋼二年）嚇・・…は・る・・曙・・み・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きせん
1（　　　　　　　），イギヲスがほこる汽船，タイタニック暑は，はな啄なしい

　　　　　　　　　　　　ゆうめい　　　　　　　　　　こう　　　　　　　　　　　こうかい　　ふなで
ばんざいの声におくられて，有名なサザンプトy港から，はじめての航海に船繊し

　　そう　　　　　　　　　　　　　　　　　　の畷くみいん
た。総トソ数四万六千トン’，お客と乗組員あわせてニチニ百入という，そのころ世

界でもっとも大きな汽船だった。

2（　　　　　　），大西洋を酉へ西へとすすむうちに，ものすごいきりにおそ

われて見とおしがきかなくなり，ユコーーヨークの東北方こ二千五百キロのところで，

　　　　　　　ぜんそくりょく　　　　　ひょうざん
フルスピード（全難力）で大氷山に正面しょうとつし，わずか二｝聯問のうちにあ
　　　　しず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゅうじょせA．

つけなく沈んでしまった。乗っていた入のうち，救助船にたすけられたのはたっ

　　　　　　　　　　　　　　そニ　　　しず
た七百人で，のこりはみな海の底深く沈んでしまった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひさん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むヒミ
3（　　　　　　　），世：界でもvとも悲惨な海のできごととして，人人の胸にの

こっている。

　　　　　　　　　　しず
㊥　タイタニック号が沈んだのがなぜ燈，界でもっともかわいそうな海のできごとな

　　のでしょう。つぎのこれと思うものの上に一つだけ○をつけなさい。

　1　イギIJスが線こる汽船だったから。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i49．

　2　たくさんの入が死んだから0

　3　もう少しでニュー・一召一y7というところで沈んだから。

　4　はなばなしいばんざいの声1｝こおくられて風だから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しず
⑤　第二段に，「わずか二時間のうちにあっけなく沈んでしまった。」とあります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しめ
　　が，なぜそんなに早く沈んだのでしょう。それを示すのはつぎのどれですか。

　　一つだけえらんで上に○をつけなさい。

　　　　　　　　こう肯い　ぶなで
　1　はじめての航海に船暫した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　2　大西洋でものすごいきりにおそわれた。

　3　お客と乗組員あわせて二千二百入。

　　　　　　　　　ぜんそく障よく　　　　　ひょうざん
　4　フルスピーード（k速力）で大氷由に正面しょうとつ。

　鴎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とい
つぎの交を読んで，一のついたところについてあとの問に，こたえなさい。

わたくし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぞく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さい

　私のうちは子ども五人をいれて，八人家族です。ことしの正月で，まん八十五歳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふじゆう
になったおばあさんは，おとうさんのおかあさんです。属と茸が，かなり不自由で

すが，とてもやさしいので，私たちからすかれています。おじいさんが，おとうさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く8・）　　←1　爾鞭
んの九つのときなくなってから，ひとりで：苦労して，子どもを育てたのだそうで，

おとうさんは，とてもだいじにしますQ

　おとうさんは，おばあさんに話をするときは，「おかあさん。」「おかあさん。」
　　　　　⇔
といって野　「おばあちゃん。」とは，けっしてよびません。おかあさんには，　おと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
うさんの気持がよくわかっているので，おばあさんの食：事，身のまわりいっさいに
ちゅうい　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
注意して，いっしんにつくしています。おばあさんも，「ふみ子さん，ふみ子さん。」

とよんで，溝貝の苦労をいたわっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼたら
お力｣酬これ鮒大ぜいの㍊で・朝から響くまで・せ戯勧て

います。若いころ，あまりからだが丈夫でなかったそうですが，お客さまに，　「い

　　　　　びよらき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わら
そがしくて，病気するひまがありません。」と笑って話しますσ

　　次の間の審として，あっているものに一つだけ○をつけなさい。
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　←｝ここで子どもというのはだれをさしていますか。

　　　　1　私たち　　　　2　おかあさん

　　　　　そだ
　　　だれが育てたのですか。

　　　　ユ　おとうさん　　2　おばあさん

　⇔　「おばあちゃん」とよぶのはだれですかQ

　　　　1　おとうさん　　2　だれとも書いてない

　㈲　ふみ子さんとは，だれのことですか。

　　　　1　おかあさん　　2　おばあさん

　　　　　わか
　　　だれの若いころですか。

　　　　1　おばあさん　　2　おとうさん

　　151

3　おとうさん

3　おじいさん

3　私たち

3　私

3　おかあさん

　つぎの「犬の子」の作丈の中に，｛｝のところが五つあって，そのどれにも1・

2。3三とおりの書iぎ：方が位してあります。みなさんがこの作文をしあげるとし

て，どの書き方が一ばんよいと思いますか。

　三つのうちいちばんよいと思うものの上に一つだけ○をつけなさい。

　　　　　　　　　　　　　　犬　　の　　子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひき
　：大出くんの家では，かわいい犬の子が，置匹も生まれた。そのうち一匹は，

℃戴｝大・・∴ば・一…そ……か…

　　　　　　　　　　　あきばこ　　　　　　　　　　　　　　　うご
　五匹の子犬は，ピールの空箱のわらの中でごそごそと動いていた。どれも耳のとこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　もまう
ろと，せなかのところに，黒いもんのような模様のある子犬ばかりで，生まれたばか

…一応魔窟蔽・β｛1蕪警擁
　一ばん大きいのをだきあげてやると，まだあかない目のふちを動かして，ぶるぶ

。三等慮綴鷹ゴ喧
　　驚ふるえました。／

　クyクソないて落ちそうになったので，思わずしっかりだくと，：大きく「■，　一一ソ

　クk・一ソ」というようをこなし・たo



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　151

　大山くんは，　ドあんまり，そんなに強くだくなよ。」といったので，ぼくは

㈲｛羅臨か、だ、d｝・雷・わけを・・・・…　b’　，・ん・・・…せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はこ
なかを下に向けて両手でだいじにだいて，籍の中へ入れてやると，子犬のにおいが

服蕊宅・て｝…

　囹

　つぎの五つの丈には，正しくない言い方のところが一か所ずつあります。わかっ

たら，その部分の右がわに，　　　を引いて，そこをうまくなおしなさい。

θ
◎
㊥

⑧
⑳

「おもしろそうですね。わたくしもなかまに，はいらさせてください。」

「勉強もしずに遊んでばかりいて，まったくこまった子だ。」

「知らない土地へ来て，想いがけなくあなたにお貝にかかれて，ほんとにうれ

しいでした。」

　　　　　　　　　　　　　　　　はいけん
「わたくしがこの間さしあげた手紙は拝見してくださいましたか。」

　　　　　　　　　　　い　み
「わたくしは，そういう意味で言ったのではなかったのですが，ことばがたり

ませんでした：。あの人がおこるのは，あたりまえです。わたくしは悪かったの

C一す。」
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　　　　　　　かんじ
（　　）の中に漢字の読みがなをつけなさい。

　（　）　tr
1　　態　・　　度　　　　　　　　　　6
　　　いん　（　　）
2　　印　　　　刷　　　　　　　　　　　7
　　じゅん　（　　）

3　準　　　備　　　　　　　　　　8
　　　じ　　（　　）
4　　導　　　　務　　　　　　　　　　　9
　（　　）　　とう
5　　適　　　…当　　　　　　　　　　10

い
る
る
る
る

　
め

　
　
　
え
　
　
え

）
）
カ
）
）
）

低
確
燃
減
絶

（
（
（
（
（

　
）

　
く

　
べ
。

　
る
い

　
な
さ

　
　
，
な

　
は
き

　
の
書

　
も
を

　
る
字

　
あ
る

　
り
い

　
通
で

　
二
繊

　
に
に

　
方
霧

　
き
科

　
書
教

　
の
の

　
字
語

　
漢
国

㌔
一

しさな遭を字漢に申の

釧
…

」

）
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1

2

3

4

5

　こう　　つう
（　　）通がはげしい

いつぶん　　　　びよう

一分と＋（　）

　にわ　　　　くさ

（　）の草
そら　　　　は

空が（　）れる
とり　　　　と

鳥が（　）ぶ

9

7

8

9

1e

たい　　よう

太（　）がのぼ答
かがく　　　　けん　　きゆう

科学の（　）究
ひと　　　せき

人に（　　）をゆずる

　そく　　　まも

規則を（　）る
ふね　　　サす

船が（　）む

匿　小掌校正讐衷

問題番号

1

正

0
3

（備：考）　○を二つ以上つけた時，一
　　　つ合っていても「無，他」
　　　と判定し，0点とする。

⇔9．li歪9

2

一

0
3

（備考）　団←→と緯∫じ。’（以一｝ぐ」司様）

＠ 0
2

3

1　（一千九百十二年）

2　（しかし）

3　（これは）

（備考）（ロ）ex＞（a）でもよい〇三つとも

　　　完全にできたものだけを正

　　　と判定する。

凹

0
2

⇔

0
4

e曾

e）　9

＠？

pm　9
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問題番号 正

Iisl，

sl　E？
ナ

創？

（gg）

○
露

0
3
、
0
2

正　　警　　例

．
8

．
…
6
ー
コ
（例
に
示
し
た
箇
所
だ
け
を
問
題
に
す
る
。
こ
の
箇
所
以
外
の
反
応
は
蕉

否
に
か
か
わ
ら
ず
見
な
い
）

はいらさせて一ジはいらせて

　　　　　　はいらして　　｝
　　　　　　　　　　　　11
　　　　　　いれて　　　　i
　　　　　　　　　　　　11

は防鐘て→せ　　i
はいらさせて→して　　　　　1

1vs　v　i　rp　一。，t．　．．：，　S｝mm．．k．’T　L．　L　i

はいらさせてください→いれて1

｝はいらさせて一・

　　　　　はいらせてiや癬己の謝辞
　　　　　　　　　　iする・

　　　　（膿提隷・習う枇
　　　　啓とする）　縫うございますを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iうれしゅうござる

　　　　　　　　　　；ます。としても．麗

　　　　　　　　　　腰とする。

　　　もらお51
　　　　　　　i／
いれてちょうだい！

誤　＄　例　i備　　考
　　　　　　　　：

　　　　　　　　i醐題．6では篭字

す銚ず、。瞳ず1，t，　1）づ、こ

　　　　　　ロ　

i　せず，。ないで

i　やらず，やらないで

　　　やらずに

i　　できないのに

i　できな・で
　

iしずに→ないで

iしずに→せ

r

i蕊ずに→せずに，

しないで

’T’um’
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i　　正　釜 例

月う就いでした→うれい・です

　　　　うれしかった

　　　　うれしく思います

　　　　うれしく思いました二

　　　　う卸しいことです

　　　　うれしいと思います

　　　　うれしいわ

　　　　うれしゅうございます

　　　　うれしいのです
｝5　2zし、、で凍→す

誤as例陣．．．＿龍

拝見してください

　　　ましたか→．見て

　　　　　　よんで，ごらん

　　｝圏わたくしは悪かった→

　　｝「一…　刷くしが
　　ヒ　　　　　　　　

　　｝｝　　　　わたくしも
／…r’一

Pi

｛7i…1たい
　　例・つ
　　　3　　び

　　　4　む

　　　司てき
　　　引ひく
　　　　1
　　　7　　た　し

　　　8　も

　　　9　　へ

　　．i’olた．

うれしいでした→

うれしし、カiつた

拝見して

くださいましたか→見愚
肌てくださいましたかi

→見たか，見てくれたか｝

た　え，た　ひ

し　く，ひくい

たしか

も　え，もえる

へ　る，え

た　え

　　　　．＋hw

かたかな・ひら

がなの混用はか

象わない。かな

づかいは問題に

しない。

’”一



1　，ft　，一．一）

⑧
（
字
体
は
新
字
体
で
も
．
旧
穿
体
で
も
よ
e
と
す
る
．
）

L

（正　答例）

　か　　　 　　　　　よ　　　ロ

ノ　匁，父，父，天

2秒勿秒

3庭庭，庭庭，

4晴晴晴，晴

5飛，飛：，飛飛

6，陽，陽，陽，

7　研，研，研

9　席席，廊，席，

9守守，

／0　進．進，進，進一進、

（毒呉答で列）

よ　　 　　

又，尺，行，勾

ネ少，秒，物，

庭．庭庭庭．庭
　　’　　　”　　　 ，

晴

飛，飛，飛，磯，

虚無∫傷，

石北，石年研，

稀，廉．，

守，守挟詞，

進，冠注，進．、
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貰　　小挙校　結果翫入票

採点

1

⇔

1　捌　6
　國閲闇』一　ll

ea一一口
1■i一
＋　lr．．1一一一1一’　1　・一1

2

釜「目
41rml目

3

一

～

誕
3
噌
4

8
ー
ー
ー

豊■頃5

罵

よ
a
a
4

　
　
⇔

2
　
　
　
榊8 H　i4

ie）1：’IIIIIIIIIH／

1　lsl　／i

潅［；

問題
番警

反応

　ll
H　21
　3］

　“　一一…一　・

　．2um・1．T一．．．．

　3

4i＠工
盆
3

判定｝
正｛誤編採点

　　　2

1

日目　　
，
巨
U

㈲駅
名「 」

　1　1
　　ロヘユ三号H｝．

1L＿ 3

一8 2

一
3

｝　　一

■
閲　｝　　

⇔ 2

｛～131

三
旦
3

一
⇔

5

引＿

g一

岡

号二H

馨葺困隷睡

脚　
3

6懸
2 ーー

4

5 1

kl目ili可1「「
i3日目
12－1

・1きH－U

71目｝
si　I1
9
「
皿 レ

8

　　

@一

　
　
　
「一

　　

@　
1

2

31目
4

sl　li　！

6il口
171i　1　1　i

8

9
1
「
皿

口

1

計t Hl
小学校 年　　墾．

番 男　。　女 ル
「

署
．一氏



　（D反応の詑入　たとえば国でいえば右裏のよ

うに，用紙の上の方に被験者が○や×をつけたそ

の通りに書く。したがって○を一つだけつけるよ

うに書いてあるにもかかわらず，二つつけて，さ

らに；右表のような場合も生じて来るが，これもそ

の通りに記入する。

　ある項について無反応の揚合は窒欄となる。

　囮團の漢字に対する反応のところは，蕉誤にか

かわりなく，…手をつけたものにはVじるしをつけ

る。

　（2）判定の記入　朋顎の「鐵纏表」にしたがっ

て，右の蓑のように記入する。

　上の表のように一つだけ○をつけるべきである

のに二つ以上つけた甥合は，その一つが正であっ

て竜「無。他」の欄に記入する。

1…司工

1　12
iiて
1　，i　4

⇔ 　1

，．iし

し色

○

141x

　
・
、
互
韮

　　　・157

S　ll　iIO
　l’”L’1’ti

　ヒi∫す
1…Z一一

ユ

鞄馴劇￥蕩麹
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
げ

○…

o
Q

　
隠
　
「
　
一

　
…
　
一
　
　
・

⊥
・
…
｝

　
9

　

1◎

l

1

1

．上1、O．

210
湊更

4

＼ろ瘉
v　i””””i’uz－pmrm’

7二1：▽ユニニ1

　問題函の⇔において全部X，蚕部○をつけたものも有効とし，正讐表にしたがっ

てそれぞれ罷誤を判定する。

　（3）採点の詑入　採点には次のような董みつげをする。

問題

　　eD　（1，　2，　3，　4）

圖H⇔
團6（＝）9

風6e⇔㈲圏
　　N＠g）㈲圏

團6⇔⇔㈲国

回　1……10

團　1…∵・10

晒
6
鶴
鍋
叡
細
都
都
響
都

　　満点

　　6）
　　　1・　18
　　エ2i

　　10

　　12

　　10

　　15

　　15

　　10

　　10

計100



．エ58

　（4）注意事項

　　v　小学校

讐1竺．．

結果記入票には児童の番暑，氏名の記入を忘れないようにすること

問題の構成と結果解釈の要領

esi材　　　耕
　　毫

・，　検奮する学力

圖

園
囹
團

聞きとり

ことばの作法

丈章読解

丈章読解

作文推敲

こと｛まつカ、し、

副灘。読。

團
麹書，、d

．1禰問・説藤示て魚沼、る』

l　　　　IU識し葺きとる
瞬・調・・かた・㌧購法。知。て。。

i努＝∵1｝㌦∴

1　1（＃1｝　　　　　　　　　　　　　陣のねらいをつかむ

i　　i㊧丈・叙述糠一む

瞬・一・…悔一…
i犬・盤題・し樋却蘇合わせ。翻鰍する

瞬欝　　i・暴碧か。をつけ。．

i　　　　　　　　　　　　　　i
　たいていの教科書で5年ま巨～10

鷺墜璽鯉鞭聖！語の中曙き、望　＿＿
　　　　　計　・　題　　i　計45須
結果の綱については澗題概粛・したが。てみてゆくべきで癌が，ここで知

りたいことは，特に次のようなことである。

（1）個人t，Sよび学級の平均点数

（2）どの方面（どの問題）がよくできて，どの方画がよくでぎていないか。……

　　国から圖までどれも挙級として半分ぐらいで肖るように構成されているg

〔3）問輝群に命けるζ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ59

　　　田器聞きとり

　　　三十二十團粛装現力．

　　　四十園瓢読解力

　　　匠］一ト團＝漢字力

ということになるから，（2｝の成績の特徴もこの群にしたがってもっとはっきりと見

きわめられるし，学力の型を見掛すこともできるであろう。

　（4）学級の得点の分布や標準偏差を調べることによって，学級の学力が均質か否

かをさぐる。

　（5）成績の諜常に悪い者の数（点数化した揚合に20点以下の者）を調べる。

　なお，このテXトの成績を解釈する上には，（1）テストになれているかどうか，（2｝

最近学習したことが臨たかどうか，（3）当日のコンディションはどうであったか等に

ついて考慮すべきであり，特に囹の問題はその土堰がいわゆる標準的なことばづか

いをしているか，地方的な特色を持っているかによってちがし・もあると思われる。

この間懸についてはそうした地域からもっとくわしい反論の分析を報出していただ

きたいQそして，そうした自門にはこの問題だけ採点から除外するということも考

えられる。

　なお，ここでテストしたのは，聞く力にしても，作丈の力にしても，さらに読む

力や，漠字の力にしても，学校が目標としているもののきわめてわずかの部分を占

めるものであって，決して全体ではないのであるから，その点も注意しなければな

らない。

穐
L
2
3

漁猟按　爽施要領

生徒着席。

生徒が問題用紙に手をふれないように注淋してから配窟する。

次に櫨徒に，学校の名まえ，学年，組，生徒の番磐と氏名をかきこませる。

この際，生徒が自分の番曇をまちがいなくおぼえているかどうか確認する。

　男。女は○でかこませる。

　以上を一つずつ説朗して轡かせ，繋いだことを確認してから次を轡かぜる

ゆにする9
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4
5
ρ
0

騨領一目記入票臆御醐係のないことを穂する・

問：騨紙の表脚噴いてある潮目の事項をゆっくりと読んできかせる・

問題は①から⑧まで8問ある。それを

　（1｝　聞きとりの練習

　（2〕　第1問（聞きとり）

　（3）第2開から第8閻まで

の三つに区分して実施することを説明する。

　了．　以上注意したこと，その鶴について質問をうける。このとき’，始ってからは

　　　質問を許さないことを注意する。

　8．　（1）聞きとり練習

　　　　「このテストは全部で8問ですが，一一番はじめに聞きとりのテストがあり

　　　ます。そ¢）やりかたぶわからないといけないから，はじめにやりかたの練：習

　　　をします。」

　　　　「いま，先生がお話を読みます。みんなはそれをだまって聞いて，そのお

　　　話について，この裏表紙に練習と書いてあるところの質開に答えるのです。

　　　ではその裏表紙の方を出してください。」

　　　　「まだそこを読んではいけません。お話を聞いてから読むのです。お話は

　　　一回しか読みません。鉛筆は持たないで，楽な，よい姿勢で羅いていてくだ

　　　さい。j

　　　　rではほじめます。」

　　聞きとり　（練習）　　　　　　　　　li縛は休止を示す

　これはiある朝1勉強のはじまる前に1先庄が；みんなに話した1お話です」

　きょうは・これから1避難訓練をiしますi…学校に火事がおこることなどは鋤

つたにないことです力封もし1学校に火籍が起ったときにはliどういうように避難

するか1｝とい51練習ですill火事だ！といって｝iみルながめいめい勝手に1廊下

に、1飛び回した鱈1階段をiかけ降りたりし・たら／どうでしxうl／廊下を1東の方

へi逃げよ〉とする人おi酉の方へi逃げよ5とする人とあ？たi）i｝どうなるでレ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i6ゴ．

ようlilみんなが1勝手に1飛び出すとi；ぶつかり合ってi｝非常la　l危険ですね壌

そういう時こそ／落ちついて翫党生のさしずのとおりにll動かなければ｛なりませ

ん権ことに諜かけ足は1いけ意せん講葡の人を1押したりしては｛いけません1］1

きxうは1そういう練習を1することに！します牌この訓練は1三時間欝の授藁

で｛教室へはいった暗にiやりますll火事は1　・j・使室のiわきのところがらi起っ

たこと；ピしますi｝1サイレンがなったら｝1先生のさしずで1勉強の道具を｝しまっ

てilできるだけ早く1できるだけ落ちついてli廊下に1ならびますiiiそして1まん

　　でいりぐち　　　　　うら　う人とうば　　　　　　　　　　　　　　じゆう

中咄入口から譲の運動捌こ溜ます…．瞳回申の者の膿難が騰ってカ・ら1
おもて　うんどうば

表の蓮動揚｝劉集まって1校長先生の｛お話がiあります」

　お話は／これで｝経りまず」　　　　　　　　　　　（所要時閤1分40秒）

　「はい鉛筆をとって」「はじめ」　（4分）

　「やめ。」　「鉛筆をおいて」　「正しい姿勢になります。」

　「これは練習ですから，正しい磐を欝いますQ窪分の書いた答えを見ていてくだ

さい。」

　　　（問題←｝と三を読む）

　「イ，一時時無。V，二1轡閥碍。ハ，三時間昌。三時間欝でしたね。ハに○です。」

　　　（問題Hの2を読む）

　「イ，かね。ロ，サイレンごハ事ベル。サイレンでしたね。ロに○です。」

　　　（聞題←つの3を読む）

　「イ，話がある。ロ，敦室にもどる。ハ，かいさんする。校長：先生のお話があり

ますといっていましたね。・イに○です。」

　「さあこれでHの方はハ，ロ，イに○めついた人がいい㊧ですが，全部できた入

は乎をあげて……よろしい。問趣⇔の方は。」

　　　（問題⑤の1を読む）

　「これはどうでした。こんなことは言っていませんでしたねQですから×。」

　　　（問題⇔の2を読む）

　「これも少しちがっていますね。人をおしてはいけないといっていて，さわって

はいけないとまではいわない。ですからX。」



16L・

　　　　（問題⇔の3を読む）

　　［これはそういっていましたね。ですから○。それで｛⇒は×XOですね。みんな

　できた人は手をあげて……よろしレ・。失敗した入も，こんどほんものの時には失敗

　しないようにしましよう。」

　　「緻習はこ．れで絡り，答案用紙の表の方を拙してください。」

　　（2）　「では，こんどはほんとうのお詣を読みます。」

　　　　（關きとり問題教師用を読む）

　　　　　　　　　　　　　聞きとり問題

　　　　　あさ　　あっま
　　これはil朝のi集りの瞬の、／副校長の先生の1お話ですil…みなさんは｛三年生

　のつもりでiiさいていで｝ください」

　　きょうは1労働安全週間のii第一貝1です」

　　　　　　　こうば
　　みなさんはll工揚で1火事が起ったり琶爆発がiあったりして1働いている人が｝

　けがをしたウ：ii死んだり｝するのをil時々擁薪爾で｛読むことが1あるでしょう侑

　こうほ
工場の設備が；悪かったり！働く人が1つかれて｝iつい｝うっかりしていると1こ

　　　ヒこ
　んな事散々絹i起りやすいiものですijlそういうことがlteびたびあると／働く人もi

落ちついて働けず1生薩の嫡旨率もiあがらない｝1ということに隠りますllとこ

　ろが舞目本の工費は…アメVカなどとくらべてkそういう事故力詞起りやすく9安

登率が低い1と抽・われていますi；｛労働安全週間は｝：できるだ嫡1そういう事故

　の1起らないようにして；i優全な1あかるいll能率のあがる1職揚をll建設しよう

　と1いうのがii購勺です」

　　　　　　　　　　　　こうば
　　この廻聞申＃全1翌各地の工揚でliいろいろな1催しも1あるようですが1学校で

　　　　　　　　　　　こうば
　も｝この機会に1たぼこ工揚を｝見学させてもらうことにi；なりました」

　工場の都合で1一・二年生だけはiiあさって1二十三貫iレk曖日とiきまりまし

　たが｝三二ご生は｝来週に｝なりますili日はiまだEはっきり1きまりません1’三

　　　　　　ちゆら
三生は跨週申“e・liたばこOZ＊一産のことを獄く調べてi睡の講岱たことをi図籍

塞に1掲示して1一一・二年生にもわかるようにliして｝ください」

　　この指轟は1高儒先生が1してくださいますから｝1三年生の1崇級委員は1｝今す



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2Gt－3

ぐではなく｝i二時聞葭の絡りにii校長室にi集まってiくだきい1，i一年遮二年生

にはllきょうの騒の1時問にiiめいめいの教室で｛1学級主任の先生からljお話がi

あります」　　絡り　　　　　　　　　　　　　　　　　　（済要時間2分20秒）

　第1ページ，第2ページ①のところを開いて。」「醐きましたねQそこは右も左

も登部やるのです。」　「はじめ」　（7分目

　fやめ。からだを起して，よく聞いてください。」

　（3）「こんどは作交のテストですが，これは短い丈をどんどん読んでゆくと，所

所がぬけている。そのぬけている所に，丈の意昧が通るように書きこんでゆくので

す。これは5分でやります。途申でもゼやめ」と寳います。そしていくつできたか

調べるのです。だからみんな露いた：方がいいが，まちがったのを書いてもしかたが

ない。5分といえばかなりの時問でふつうにやればだいたいはやれる時間ですから

あわてないでやってください。それから，あまりきたなく轡いてわからないような

のもいけない。」

　「ではその第3ページ第4ページを罷いて，②をやりましmう。」

　「はじめ」，　　（5分）　　「やめ」

　（4）　（もうあと6題ですが，あとはどの問題も時闘がじゅうぶんにありますから，

落ちついてやってください。第5，第6ページを開いて，③をやりましょう。」「は

じめ」　（IO分）「やめ」

　第7，第8ページを騨いて，④をやりましょう。」「はじめ」（7分）「やめ」

　「第9，第10ページを罵いて，こんどは⑤です。」「はじめ」　（7分）「やめ」

　「第11，第12ページを禰いて，⑥をやウましょう。」「はじめ」　（6分）　「やめ」

　r第13ペーージを開いて。ここは⑦③と2題ありますが，これはいつしょにやりま

す。これで全部終りますね。」　「はじめ」一（10分）一

　9．　「やめてください」といって問題用紙を閲収して，部数を点検する。
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　V｝中学校検査問題

　①

一一． jいま聞いたお話について・即H⇔の問踏えなさい・あって，y・るも勿㊤に

一つだけ○をつけなさい。

　e　三年生の学級i悉員はどこ｝L；集まりますかQ

　　　1　図書室Q　　　　　　2　音楽室Q　　　　　　3　校長室。

　⇔　いつ；集まりますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひる
　　　エ　今すぐ0　　　　　　　2　二時間の語り0　　　　3　昼休み。

二，このお話を蹄・てから・みんなで話し合？ているうちに，次のようないろし｝ろ

の話がでました。中には聞きちがいもあるようです。このお話でたしかにそう言っ

たものの上には○，お話とはちがっているものの上にはXをつけなさい。

　　　ろうどう　あんぜん　　　　　　　　のうりつ
　1　労働を安全にして工揚の能率をあげようとするのが労働婆全週閻だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　りつ　　ひく
　2　臼本の工揚は世界で一・ばん安全率が低い。

　　　　　　　　　　　じウう　おこな
　3　労働安全週間は日本中で行われている。

　　　　　　　　ちゆう
　4　労働安全週間中は中学生が工場を見学することがかんげいされている。

　　　　　　　　ちゆう
　5　三年生は今週中にたばこ工揚をしらべに行く。

　　　　　　まさお　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かえ
三，三年生の正男君が，いま聞いたお話をうちへ帰ってからおかあさんにつたえる

として・次の1．●2．3’4の四つの中で・だいじ舛とをぬかさないで・まとま

っているのはどれ．ですか・「ばんよいと思うものを一つだけえらんで・○をつけな

さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きけA
　1　「おかあさん，労働1安全週間って知ってる？　日本の：工揚はとても危険なん

　　　ですって。一，工年は工揚を見学するけれど，ぼくたちはジたばこの生薩の

　　　　　　」ら
　　　ことを溺べるんです。」

　2　「おかあさん，いま労働安全四目なので，学絞でたばこ工揚を見学すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちゆう
　　　になりました。一，二年生はあさってですが，ぼくたちは今週中は，たばこ

　　　の生産のことを調べておいて来週行くのです。目はまだきまっていません。」

　　　　　　　　　　　　　　　ちゆう
　3　「おかあさん，ぼくたち来週中にたばこ工揚を見単に行くのです。一一，二年
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　　　生はあきってですが，工場の方のつこうで，ぼくたち三年！髭は1今遡中は，

　　　たばこの生産のことを調べておいて来週行くのですbj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜつび
　4　「おかあさん，きょうはなんのHだか知っていますか。H本の工揚は設備が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じっし
　　悪くてあぶないでしょう。ですから全国で労働安全週問を実施して｝工揚を

　　安全にするのですよ。きょうはその労働安全週問の第噌轟ですって，学校で

　　　お話を聞いてきました。」

　②

次・「二・…とば畝紅・五つ・徹…げ・…㈱・・き

まっていますから皐くやりなさい。）

←う汽車はトンネルの申を長い間ごうごうと音をたてて走った。七，八分もた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けしき
　　　つたかと思うころ，暗いやみの世界から急にあかるい海；岸の景色の中に

　　1V　　「・・…で・け・撫ら・わやかな・・風激き・んで，

・［＝二土蕃・・一…ちであ・．纏鄭融つ・・

　　燗四一3こ二二こコ・んな瞭・・思わ・か・た・

⇔　だいぶ寒くなってきましたが，あいかわらずお元気ですか。ことしもいよい

　　　よ残り少なくなウましたねQ学校の休みで中村くんが東一京から帰ってくるそ

　　　うですので，申尽くんを迎えて，みんなでグラス会をしたいと思います。

　　　二＋八El。午後鴎からで，4i而…『一’一　11はぼく曝，会費額
　　　　　　　　　　　　　　　　　i＿．＿一一一一t＿＿＿＿．＿．一一．．．＿．．＿．一＿ti

　　　　　　　　じゅんぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，　　　　一圏一｝ww”t－Ttt．l

　　　Nです。準備のつこうがありますから，　1　　＿dnv．．一i二十七羅ま

　　　でにザ…｝一　．……「を蜘らせ下さ、、。
　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

齢瑚轍蔓・思・・も・・ヨ臆。・．齢繊…はまだ7ド．tt’　ttt

｝『uが，糎・鎌か糊・て・・草才甑すで・勲81三…

　　二1∫；・糊・・は・・V・…が，・麟を9に二二二｝

　　　　　　　　　　　　　　　　せつく　　　　　もも
　　ものは，なんといってもヨβの箪旬にちなむ桃の花であろうQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わす　　　　　　　とな
個）第二校了の国語は，みなよく勉強した。数学の時コンパスを忘、れて来て，隣

　　　・・へやへ勧・行くも・があ・．初・・韻は．10二「…｛㎜二

　　　　　　しゅうかん
　　そろえる習慣をつけたいものだ。
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　　　　際翫階融剛、、、う。とにな。ていたが，まだまだ11「…一’un’．tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　”　iで，継・翻・臆・なけ楓教室・1『二三　i・

　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　　花をかざるより，紙くずを散らさないことの方がたいせつだと思う。

　　㈲　もし私たちが二種以上の薪閾を読んで，そこに間た同じ材料の詑事を，あれ

　　　　これくらべてみると，事実は一つであるにもかかわらず，記事は意夕トにもひ

　　　　・麟・・が…だか・，一つ噺爾・131二こ　］・蕪・

　　　　け・，・れ・雛・14し　二二・信・…う・・は15｝1二l

　　　　　　　　　　　　i。

　　③

　　次の丈を読んで，下の問に巻えなさい。

　　アメリカの教育の委員会が，最近，　「あきめくら」を三通り｝こわけて，第「のあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む炉くもλもろ
　きめくらは，一ケ日字さえも全然読むことのできないまったくの無学丈盲とし，第

　　　　　　　　　　　　　かよ
　こ二のあきめくらは，学校に通っている聞は教科書を読むけれども，学校を繊てしま

　うと，f可もi苛まなくなるものであるとし，第三三のあきめくらは学校を鐵てからも本

痛む。と職むが，蘇のあるものを慧ばず，安。ぽいくだらない本謡介して

ム愚・・して・重，．第一為あきめ伽・漱郁ゆきわた。た・で，非常盤

　なくなった。けれども，第二，第蕊の類のあきめくらはまだまだとても多いという
　　　A｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　聾　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　iFんもんもう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tまノし

　ことを雷っている。わが国では，全：交盲はほとんどなくなったけれども，半：交盲や

　じやく

　弱丈唐はかえ，ってもっと多いのではあるまいかと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じどう
　　続諜i認査の結果をながめても，ある調三査では，小学校児童のこ〇％は激科書以夕ト

　に読書を全然していない。串学校の生徒ではそれがふえて二ひヒ％になっている。工

　　　　　　　　　　　　　　　　さい
　場労働者の調査では，女子は三〇歳，男子は四〇歳になると，読書をするものが像

　とんど無くなってしまっているQ家庭の母では，全然読霧の時問を持たないものが

　　　　　　　　　　　　へいきん
　八七％あり，登体の一口平均読書時間はわずか十三，四分である。このように丈字

　　まった
　が登く読めないのではなく，読めても読まないものが，おとなになると脇門に多

　い。窪たかりに読んでも，ろくなものしか読まないものは，さらに多いのではない

　カ・と，愚われるo



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　367，

　私はなお第四の類の文盲があると思う。それは，価値のある本は読むけれども，

その深い意味を並しくとらえることができないで，うすっぺらな解駅をしたり，時

にはまちが。た鰍をつかんで気づカ・な・、ような撫樋．・れ櫨ん・猛は字

が読めないのであるから，やはりあきめくらに違いないg

　われわれはこういう「あぎめくら」にならないように，国語の時間にらしっかり

と読醤のしかたを身につけていきたいものである。

←1アメリカの教育のi委員会が言ったのは，この丈のどこまでですか。矩しいと思

　　ラものρ上｝z一一つだけ○をつけなさい。

　1「満昆しているものとしている」まで

　2「非常に少なくなった」まで

　3「多いということをいっている」まで

　4「多いのではあるまいかと思われる」まで

⇔　「全体jというのはなんの全体ですか。あっているものの上｝U一一一つだけ○をっ

　　けなさい。

　1男子，女子のk体　　　　　　　　　　i、

　2　家庭の・母の盈：体

　3　小学校，中学校，工揚労働者，家庭の母の全体

　4　日本人の全体

雇〉作考が最後｝こ「こういうあき’めくらにならないように」と書っている。それは

　　第何類のあきめくらですか。よいと思うものの上に一つだけ○をつけなさい。1

　1　第一類の丈貰

　2　第こ二類の丈．盲

　3　第三類の文盲

　4　第四類の文蜜

④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初．

次の丈を読み，　㌍一を引いた部分について，あとの悶に容えなさい。

　　　　　え　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がか
稗糟から絵が耀きだったので，いろいろの画家の絵を集めたり，じぶんでも絵
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　　　　　　　　　　　　　　わか
　をかいたりして楽しんでいる。若い時，私は，．ミレーの絵がだれのよりも嫁き澄っ

　　　　　　　　　　　　　えい獣う　　　　　　　　　　　　←｝
　た。ゴッホは，このミv一の影響を深く受けたもののようであるQ初期の作品はミ

　　　　　　　　　　　　　いくまい　　らもや
　レー式だ。かれはミレーを幾枚も模写している。ゴッホのミレ・一の模写は，ほとん

　　　　　そうそう　　　　　　　　　　鮪た㊥
　どゴッホの創造のようにりっぱな絵となっている。全：くじぶんのものとなって1いる

　　　　　　　　　　　　　　　　ねつじょう
　が，似ていることも非常だ。かれは熱惰をささげてミレーの模写をしている。この

　　　　ふくせいてんらんかい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいこう

あいだも複製展覧会でミレーの原作を思わせるように精巧な模写を見たが，これに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがや
　は驚いた。それは奨しくけだかく1芸術の勝利に輝いていた：。レyブラント式のげ

　　　　　　　　　　　　　　　　　びじゅつか
　だかさをもっていた。レンブラントは美術家の申でも精神的な人で，他の画家より
　　　　　　　　　　　　　　㊤　　　　いれ、、
　も心｝こおいてすぐれた画家だ。心の画家，心添の画家である。ゴッホもその点は査

　　　　　㈲げんじつ　　　しゃじつ　　　　　　　　　館
　く問じだ。現実的ではあるが写実的でなく，写実で縫らず，精神力を伝える画家で，

岡　　　　　　醐　か　　　齢しい
　その絵は他の画人の画布に欠けている魂を有している。

　　次の五つの問について，1・2。3・4のうち，合っているものに山つだけ○㌘

　つ｝ナなさいQ

　　H　　「初期の作晶」とはだれのですか。

　　　　1私　　　　2　ミtr　・一　　3ゴッホ　　　　4いろいろの画家

　　⇔　　「じぶん」というのはだれのことですか。

　　　　lL　ゴッホ　　　　2　　ミ　レ’一　　　　3　私．　　　　　　　　　4’　レソブラこ／ト

　　斜　「心の画家」　「心璽の画家」とはだれをさしているのですか。

　　　　1ゴッホ　　2　ミv－　　3レ’ソブラソト　4他の画家

　　㈲　　「現実的ではあるが」とは，だれの絵をさしているのですか。

　　　　1　ミレ「一　　 2　ゴッホ　　 3　レソプラyト　4　レソプラントとコ“ッホ

　　岡　「その絵」はだれの絵ですか。

　　　　1　ミレー　　2レ’ソブラソト　　3ゴッホとレyプラント　　’

　　　　4コゆツホ　　　　　　　　　　　　　　 ：　　　

　　⑤

　　丈集にのせ猫轍姻つか彊ぶ。とに勧れた．臨つとも舐「鶴勧

　たったものです。今までに，恩漕釣な詩や，生活のうたや，葵しい感じをうたった



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユG9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くろそ5　　と　　　　　　　　　　　　　けいAい
詩をえらびましたので，こんどは，思いきり笙想に窩んだ，たのしい軽快な詩をと

　　　　　　　　　　　じピ鑑十ん
りたいと思います。その条件でどれをとったらよいと思いますかQよいと思う詩を

・一・ ﾂだけえらんで，その番畢の上に○をつげなさい。

　1　こおろぎの声だけ林にひびく。

　　　こんな静かな；夜は，

　　　風はどこかでそっとしているQ

　　　そしてあしたは神社の落ち葉をとばし，

　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　　　あさっては校庭の紙くずを巻きあげ，

　　　やのあさっては

　　　空いっぱいに雲をとばそうと考える。

2　ヒユPt，　ピコー一，ガタガタガタ，

　　ゴトゴトゴト，

　　風は夜まわりだ。

　　あっちの家をガタガタ，

　　こっちの家をゴトゴト，

　　そしてぼくたちには聞えぬが，

　　（あま戸は，きっちりしまってますかの

　　まど
　　（窓のよろい戸は，ちゃんとおろしてありますか。）

　　と，～きさやき’ながら

　　逓るのだろう。

　　　　　　　　　　　まるぼうず
3　風は大きな頭をした丸坊主だ。

　　　　　　　飼う
　　手もなく，胴だけで，

　　解う
　　；象のようにのろのろと歩いているが，

　　すばやいやつだ。

　　　　　　　　　　【げ
　　あしの葉の二三本茂った中にもかく．れ，

　　浅い奉の．ヒに鄭消えうせる9
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　　、・醐i詠く．と鮒効㌦、

鮨．いたずらを頃りす・る・

見よG水の上にかくれた鼠が，

　　　　　　どて
すぐむこうの土手にあらわれ，

大きな頭をもち上げて，

　　　　　　　　わら
なんだかにこ｝ここ笑っている。

　荏　風には色はないだろうと思っ＃。

　　　それからあるだろうと思った◎

　　　ヲミ気のよい貝，

　　　風が吹いて緑の木の葉をゆすぶれば，、

　　　そのゆれる色が風の色だと思った。

　　　大風の穴雨の日，

　　　衛を横の方に．ふきやった時の雨の色を，

　　　風の色と思った。

　　　　　　いね　　　　　　ほ
　　　また，1稲の黄色い穂を，

　　　ざぎ一つと，

　　　　　　　　ゆ
　　　波のように揺れさせた時の，

　　　その黄色い光った色が，

　　　風のゴ臨で足あとだと思った。

　　　風はどんな色をしていて，

　　　どんな形をしているかわからないから，

　　　小さい時はひとりでこのように考えた。

　⑥

H　この道を行く1と駅に幽ます。

　　この渇と同じ働・方のとを次嘱つの文の中力・らさがして，その鶴吐に

　　一「？t5，け9をつけなさい曾
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　1　tA・1がとけはじめると道が悪くなります。
　　　　　　　　　　糊
　2　1数入の衷だちとアルプスに登由しました。
　　　　　　　　聯
　3．かれが何と書おうとぼくに憶そんなことはできない。
　　　　　　　　　　蹴
　4　ひまわりの花は：大き・いが，美しいとは賞えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一
次の三つも上とi司じゃり方で，やりなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　ロ⑤高校へ行ったら，バレーをやって馴よう1と患いますQ

　　　どく
　1　毒でも使いようで薬になるものです。

　2　にいさんはおべんとうを忘れていったようですよ。

　3　あなたがたほ花で嘗えばつ帳みのようなものです。

　4　門をあけようとしたら，とたんに犬がとびかがってきた。
　　　　　　　一
㊨そんなことは，子供騒掬っている・

　1　この水は飲んでもさしっかえない。
　　　　　　　　　　
、2証肋めな憾嚇で綴履鵬。んと犠萎される。　　1

　3　入場券は前売りですが，当霞会場でも売ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　4　いちおうやってはみまし．xう。みれでもできないかもしれません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　L一
㈲　読書の時賜輿ないことをなげく入は，時間があっても勉強しない人だ。

1。郷竣灘燃・いつもきれ瞭花齢ざ・てある・

　2　あの人は，会議の司会者をするのに適し七います。
　　　　　　　　　　　　　　　　隅
　3　学級丈庫のこの全集は，；卒業i猛の残してくれたものです。

　4　私が行ってはどうしていけないの。

　⑦
〆
、

）　の中に漢字の読みがなをつけなさい。

　　　しt5　（　　）　　　　　　　ちよ
　1　　承　　　　認　　　　　　　6　　賠
　　　ひつ（　），、ん　　　　　　（　）
　2　　必　需　　品　　　　　　　7　　延
　　（　）　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）
9　歓　　　喜　　　　　　8　穀

　　（　）　（　）　4兼ねる　　　9厳　　（　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）
う　賊　　　う　　　　　P　夢

（

蓄
翰
窃
饗
す

）
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〈’W
）

（　　）　の中｝こ漢；字を書き・なさい◎

1

2

3

4

5

（臨譲轟蒙花芯海芋縫樽く）
　　　　　　きょう
わ晒、　　　（　）《
話題に対する　　　　昧

すいがい　諏い　　さく

；水害の対（　　）を考える

ようじ　　ぼ　　ご

幼屍を保（　　）する

ない　　よう

内（　　）がおもしろい

この　　　　　　　たい　　　ど

貢予ましい（　　）度

理　中学校口前裏

6

7

8

9

10

　　　　　　ろう　　じん
わかい者と（　　）人

そつぎょう　　き　　ねん

卒業の詑（　）

みぎ　　がわ

右（　）を通る

　　　　かこ
まるく（　）む

　　　　　くわ
六に三を（　　）える

馨　　正
ミ　ニロ　　ロ　　　げ　ア　　

i　　　　　　　i
l　　　　l
Fl－ll　E

㊧
δ
蚤

帽
孚
2

…
｝

一
二
三

①

　

｝
1
に＿．．一．一L＿

…

と

i②

｝
と

i
l
き

…　
」

⇔3＿壁鎚門下蜜鐙醜i
×　　×

4　or

t
i
I

（備考）　一と同じ。（以下問様）

著
1
　
1
　
．
　
F

｝（港意）書ぎかたがきたなくても，誤字があっても，意味が通ればよいとする。
　　　交のよしあしを問わない。しかし，敬体と常体の丈体を混用して書きこ1
　　　んだものは誤字とする。また，下に続くことばを無視して，助詞を入れ｝
　　　たり，入れるべき助詞をぬかしたりしたもの，言い切りになるところを1
　　　中魍瓢ぱにしたもの耀は誤答とする・　　　　　　｛

e｝　　（麗答例）
　　1掛た　禺た。　（これも圧餐：とみな
　　　す。以下これに準ず。）
　｝

隙襟購た潔た
　　
　13まさか　 よもや　 まったく
　｝私は

　　　　（誤　答　例）

幽ました　起った：

海が二三の魯

なんと　くる　とても　ξまんとに：

　　　　　　eこの色
凶にコの中に・だけを入れたもの

1　‘
…
－
L

　
　
｝
　
ヒ
　
一
　
1
　
1

⇔瞬所翻す・所集・る所　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラス会　中村君　参加者

　15きたる　かならず　なるべく　お　クラス会は　入員は会費早め
　｝忘れなくなにとぞ＋こ月　　　　　　　　　　　　　　　　　　一月　おかねを
　t
鷹嚇崇席搬望参加隣鼠鷺，駅もつて来て



1⑫i埠。少。恥寒。，があ。
　　l
　　I

　　i8禦げている　むかえている　まつ
　　1
　　1　ている　まちくたびれている　お
　　ir

　　iもわせる
　　l
　　I
　　I

　　i9代衷する　かざる　あらわす　物
　　I

　　i語る
　　1

㈲　10前の日のうちに　穂の際に　きち

　　1んとちゃんと忘れないで

　　　みんな

　　1　iiz〈＋分不潔実行できないの
　　1

　　　行きとど紘・・の守ら減い例

　　　　きたないの

　　12きれいにならない　多きしくならな

　　　し、　　漕潔｝ヒニならなし、　　きたなくな

　　　るよごれている　よごれているだ

　　　ろう

　　　　　　　　　　　　　　173

早。がき、。て。ません長、■

　　　　　　　　　　　　　　　　｝
冬の花　　　　　　　　　　　i

すごした　すぎていた　開いた　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　i
むかえて　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　i
さかせる　いう　しのがせる　代褒i

　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　…
一．．．．一＿＿．一t＿＿．．．＿．＿＿一t　．．．．．．．一一一t．＿！

　　　　　　　　　　　　　　　　i
前の目　その臼に　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　i
l・　　　　　　　　　　　　　　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

捲たないぎたないので来週のi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　i

きれいな（◎道具はみんなでl
　　　　　　　　　　　　　　　　i
t－Ptしくなる　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　；
　一　　・　　　．一一　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
国13ただ一　つ一’pmそ剛肇写真e’だし
　　、　蔀件に対する意，見　＝ユース　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　1

　　i14真実　舞写実　言己事　論評　二征しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正しい　i新開　材料

i、の　　　　i
　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　

　　1、5繊であ。輝な。あ鰯i醐であ。いうまでもな、、

　　｝であ。いけな、、　　iませんまちが。です
　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ

　　．ヒ　　・・　　、　　　　　　、．．…一、一一上「一　　　　　．「　　．．

ナ　
、し
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（3）

＠

⑤

⑥

0
3

ei」　i　9

be）1　9

8陰

0
1

⇔

＠1　？

　」

ttt
狽狽高狽狽狽狽香@ttt一一t　1

㈲湧

ag
0
3Hl　9

（

0
4⇔陰

・㈲陰

　　で　巾　　　　’『　“　　　　「
　　i　　（JE　答）　　i
illにん　　　　・
　　　屠・・，麟・・，画
副かん，く泓．　i
41か　　　　｝
5iへ
討ちく
祖えん・ゑん
　　こく8i
9目ずん
・・いつ

（誤饗例）

じゅ）

かね，かねる

へる，え

へん

　　うつす，い
　　　　　　　　　多

一・・

（備考）

かたかな，ひらがなの

混用はかまわない。か

なづかいは問題に．しな

いo



cm答例） （誤答例）

ノ

藁
甚
冥

範
重
ρ

　
釜
又

層
栄
．
言

莱
譲

党
合宕憎憎

　
光
、
食

蔑
彪
，
．
念

態
’
荒
，
念

き
　
ほ
コ

論
園
㎞

慢
囲
加

鰯
囲
加

4
ぴ

2
　
3
　
〃
7
　

く
ノ
　

6
　
7
　

3
　
9
f
　ρ

⑥
（
字
体
ぱ
新
字
体
で
毛
．
β
字
体
で
も
よ
い
手
5
．
）

興、興

　　　　．3’

言褒，　言養．言簑，

容．餐宕容．容

熊撫べ㌧　’xh，

驚．彪．光，荒允

今、冷・㌻
配『　「島’．八ニヤ，

側．側，側．

風囲園園
　1　”一、．

加，加，カロ．

騨，興興興

築・騨’〆．・」

護議♂匠

号昏容各丁丁

饗、熊灘態体

走・考．、

／；＼分・穿令
ぺ’N』 D一’v㌧．．

側，側，働則，

因．屈，

カハ，

コ．75



176

1）（中学樫結果門人票

響葺騰翻
i日豊ト

羽呈三1－

1「書■

　　丁「一－「　』

擁し｝⊥

一1≡

　12
’1

－
JII．IJI

十5－

　t

畷・IH．3
濠i⊥．一「1．ド

　i5L．LLi
　i6i　i一
　ト　　　 　　　　

・lg．i一一±Ll

　i9「　lli
　；斗01三⊃一．Lヒ、

　｝葉ユi　旨i
　トリリ　セ　　　　　げレ　　コ　　　　　　

i婁レ粛．

　江6ジ　1ヨ』「『tt「．

riスL口口4
鴎，ヨi目

　　　　　　　　1

　　ざ　　　　　ト

醐反応舗採点

、構ト

｝喉「

i
　
一

　　

@
甘

面懸

，匿にL
l呈し

隠ト
1／／／f一．一一一一i・’1’．’ll’

匿ト

・臨L
慰二

　kVo”；

1

｝…

＝
｛

㎝－　脚
㎜

幽
　

一
　

一
一

…
一

「

＝

〔
｛

　
｝

｛
｛

一、一

計

中髪校

　年　　組　＿一叢．

照　　　　　　　「
刀　　．　箕

氏名
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（Dめδの詑入

　たとえば，①についていえば，表のように，粥紙の上の

方に被験者が○や×をつけた，その遜りに記入する。した

がって○を一つだけつけるように粛いてあるにもかかわ

らず，二つつけた揚合は，この欄には二つつけておく。

　ある項について無反応の場合は空i欄となる。

　⑦⑧の漢字に対する反麻のところは，鉱誤にかかわりな

く，手をつけたものにはVじるしをつける。

　（2）判定の魏入

　矧1環の「正瞥表」にしたがって次表のよ舅ご記入する。

む　コ　　コ　　い　コ　

1簡　　題

・＠

－
…
2
3

1

2
3

幡
－
…
2
3　4

「了

反婚i

g．
of．．．．．1

一．．．一．1

…・
ﾑ
…
・

さ一
×

　次のように，…つだけ○をつけるべきであるのに二つ以上つけた掲合は，その一

つ誌麗鰍騎1繋難細事匝亙遍語蕪瓠
部に○，全部に×をつけるものがあっても，そ

れはでたらめなつけ方をしたのでなく，そう考

えてつけたものとして正答衰にしたがって判定

する。

　問題⑥については，反応の㈲を正唇，（2〕をIF一

答に準ずるものと見ることにしているから，ど

ちらも判定の寵の欄に紀入することとし，罷号

は〉を正讐，▽を正瞥に準ずるものとする。

引

＠

　
　
　
｛

コ
・
二

　
　
一
一

「マ
一

興
O
b
◎
×
x
ズ

丁
2
㎜
3
r
・
、
3
了
÷
㎜
÷
…

V

｛
▽
T
亙

〉

コ

（3）採点の詑入

若し採点をする揚合は次のような重みづけをする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　配点

　　　　　O一一・P，e　・2｝2

　　　　　　二12345　　　　　　各2

　　　　　　三　　　　　　　　　　　　各5

　　　　　＠1一・一15　｛；31

満点

　4

　10

　5
　］’ti



ユ学＄

（s）Nee

④日⇔㊨㈲箇

⑤3につt’ナた茸雲

　2につけた者

⑥8目鱒㈲

＠1－10

＠　1　一10

4
　
2
E
　
6
　
3
　
1
　
1

告
各
　
　
各
各
各

ウ
μ
0
2
　

2
0
0

1
1
1
　1
1
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　10◎

（の注意事項　結果詑入纂には益多避の番暑氏名の詑入を忘れないようにす

　　　　　　ること。

　　　　　　　X　中学綾　問題の構成と結果解釈の要領

澗憲醐…τ

　　　　1①一，二｝爾

1二E11
1
（
：
D

毬
．

11g’

　　　　　剃材

鏑ド要廓謡
｝話・別　　〃

擁交直成短。磯馴轍．齢．

1　　｝緻繍の文
ミ　　　　　　　　　　　　　　　

汝潅読馴難きめくら」について

i　l論じ脚灘
！韓読解i、1蕪ホ」滑る騨

｝文蝿賞鵬・主題に・・四つ

i　　　　　　　　｛

汝　　潟嬢嬬をふくむ短岐

i一…雛轡…
l　　　　　　i
輝勃鶴とり塵醗．

判検査する学力
瞭勢駐と♂正。く劇
　きとる　　　　　　｝

叢雲1；1訓

く仕上げる　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　i

写糊薙織舞1
鱒　ねらいをつかむ　　　　i
　　　　　　　　　　　l

S～嚇磁して

詩の感情・調子をつかむ

　　　　　　　　　　　く
憲攣」「轟瑚

・一・・

　　　　　　　　　　　…
1～10　　　　　｝
　　　　　．＿＿＿＿＿」

周1一一9劃 計　46項



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　179

（2）解釈の要領

　結果の解駅については，問題椿成にしたがってみてゆくべきであるが，ここで調

i査したらよいと思うことは特に次のようなことである。

　（1｝副帥および学級の平均点数

　（2｝どの方葡がよくでき，どの方面がよくできないか……①から⑧までどれも半

分ぐらいできるような問題である。

　（3）驚題①については一，二は聞く方であり，三は話す方であって，この擾合の

話すは，聞くIC．依存しているが，また別の能力が加わっているから，能力としては

区分しなければならない。

（4）問題轍誘けてみると次のようになる。

　③十丁目⑤＝読みを申心とする能力

　①十②十⑥笛読み以外の言語能力

　⑦＋③・・漢字力

　これによって学力の型を調べるべきである。

　〈5）①の即きとり，⑥の文学鑑賞，⑥の文法については，他の能力との閣係がど

うなっているかについて研究することが望ましい。

　⑥　学級として調べる口合，中学校では特に能力の劣った者がいて，平均点を悪

くするから，得点の分布や標準偏差も調べなければならない。

　以上の問題に：ついての全国的な実施の結；果は，中学校の部についてはだい

たい統計ができあがったが，小学校の方がまだできていない。それができあ

がったところで，上に書いた方針にしたがって解釈を加え，報告書を作成す

ることに．なっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（輿水）
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文字配列の合理化に関ずる実験的研究

A．・前年度までの調査研究のあらまし

　この研究は昭和24年来の継続研究である。

　調査研究はこれまで，中・高校生と対象とした集厨黙読テストと大学生を

対象とした読書のさいの眼球運動の記録実験とを進めてきた。

　集配テストでは昭和25年度，嗣26年慶，同27年度の研究の結果，交字配列

はたての方がよこより読みの能率は高いが，学年が進むにつれて，その差は

せばまる。逆に行の長さの効果は学年が進むにつれて著しく，5字詰から40

字詰までにはふたつの読みの能率の高い字詰の出が見える。全体的には短い

略解ではよこ，長い軍勢ではたての方が読みやすいというめやすをたてた。

　眼球運動の記録実験は昭和24年慶来，義眼も動くという見通しから義眼者

を対象とし，そのための実験装置を工夫して，ついに完成した。昭和27年度

には，さらにOss圭cilograph月tl　／」・鏡片をContact－1ensにつける方法をとり，

はじめて一般入を被験者として読む時の眼球運動を記録することができたが，

勢望配列の効果をみるための統計的処理はしないで，結論は次年渡に託した。

B．本年度の誹画

　丈宇配列の効果を量的に，集闘テストによってみようとする研究は昨年度

までで結論がでているので，これまで装置の完成に追われて実験結果が出な

いでいた眼球運動の記録実験だけを，前年度よりもさらに被験者の数を増し

て実験し，丈：字配列の効果を質的にみ，集団テスbの結論とあわせて，この

　　　　　　　　　　　　注1）
種の研究に必要な蓋礎的資料を提供しょうとした。

　別に，米国からMaster－Ophtha玉mographカミ入荷することになっていた



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！＄ゴ

から，これを操作してみて，でぎれぽContact一エensによる実験装置と比較

をする。このOphthalmographはよこ読みの機械であるが，装置を少し改

造することによって，あるいはたて読みの眼球運動が記録できるものかどう

かについても考えようとした：。

　注1）　　この研究は丈字配列の含理化を，；被験者の読霧懸：と眼球運動とから導か

　　れる読みやすさを墓準として考えたが，さらに，交の理解度や読者による疲労

　　度の測定から読みやすさを考えることとあわせて，餐：丈字配列の書きやすさの

　　面も考慮しなければならない。

　　O　Carmichaei　and　Dearborn，　1947．　Reading　and　visual　fatigue．

　　O　Tinker，　M．　A．，　1945．　Reliabiiity　of　blinking　frequency　empleyed　as

　　　　a　rneasure　of　readability．　J，　Exp．　Paychol．　35．　418－424．

　　O　1］）earborn，　W．　F．，　1940．　On　the　possible　relations　of　visaal　fatigue

　　　　to　reading　distabilities．　Sch，　and　Soc．　52．　532－536．

C．実　施状況

　実験は昭和28年12月まで1こ13名の被験者について実験し，昭和29年！月か

ら3月にかけて記録図の分析と研究のまとめをした。

　Master－Ophthalmographは昭和28年6月に入荷した。装置の操作にも償

れて，この研究にうまく利用できると考えられるに至ったので，それからは

17名の被験…棉こついて実験し，　CORtact一正ensによる実験結果とあわせて文

字配列の効果をみた。

　　　　　　　　　　　D．　研・究　成　果

a．　実験研究罠標

た：て，よこ，行の長さの弓丈字配列の丈を読む時の眼球運動を記録して，

これを分析し，文字配列の効渠と要因を発見する。

　このために第1実験と第2実験を行った。
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＜第1魚蝋＞

　b．装　　　　　置

　Contact－lensによる実験装置

　Ossicilograph用の小姫片づきのContact－1ensを眼球にはめ，これに平

行光線をあてて，眼球運動を反射光線によってBromideに記録する。

　c．実　　験　　者

　　　　草島時介，　村石昭三

　草島時介は昭和28年9月，転征したので，解員，輿水実があらたに参力1し

た。なお，東京教育大学教授，医博，大由信郎氏には前年度にひきつづいて，

実験IC援助，協力をいただいた。

　　　　　　　　　油1）
　d．被　　験　　者
　　　　　　　　　ts．2）
　大学心理学科学生　13名（女12．・2名）　正常の視力を持つ者。

　e．実　験　場　所

　東京教育大学雑司谷分校　心理学実験室

　f．　実験秘料：交

　　　　　　　　注3）
　中学2年生程度の丈章を4号活字大，6．Omm行聞隔，槽書，黒インク，わ
　　　　　　　　潭4）　　　注5）
ら半紙の謄辱印刷，8字詰，12字詰，15字詰，20字詰，％字詰，30字諮，35
　　　　　　1＞U6）
字詰，40字詰のたて，よこ。計ユ6種の文字配列にした。

　　注1）　被験春数13名は必ずしも満足できる人数ではないが，結果を事例的に処

　　　目して行けば，それでさしつかえないと考えた。被験者の選択条件には，大学

　　　盆であれば，この研究の被験者として，特に読書能力を調べるまでもなく等質

　　　と考えたが，晒蝋的にはMossが被験者の学生に対して，視力と読嚢：能力とに

　　　より条件を一定にしたように，被験者の選択にさらに大きな考慮を払うべきで

　　　あった。

　　注2）　大学生を被験蒋に選んだ理由は，機械装置そのものから来る制約を受け

　　　ることが最も少ないと考えられることと，読霧技能が完全に成熱し，たて，よ

　　　この読書経験が概して等質であり，知的能力にも高い等質｝1生が見られることと

　　　による。そして，集団テストでは被験考を中・高校生にしたから，それらに対

　　　する餐丈字配列による読みの発達をみ，女宇配列の効果を推定しようとしたの
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　である。

注3）　丈章にくせのないことと，内容的にやさしいこととは，女字配列効果を

　概観するためには必要な条件である。ある傾向を持った難解な文章は，読者に

　対してそれぞれ異った反応を生じ，そのために文闘配列の効果を概観的にみる

　には適さない。Tinkerは穴学魚を宅麦験者にChampnaan－Cook　’Speed　oξ

　Reading　Test（適網単年4年一8年）から10箇の，30語よりなる日章を材料

　とした。Mossはニュース，情緒性のないものを材料文とした。

注4）　原則的には第2実験で使用する印嗣術，9ボ，3．5mm行問編にすべきで

　あるが，謄写印刷のため，原紙の様式と読みやすいということに従って4号活

　宇大，6．Omm行聞隔とした。

注5）　8字詰から40字詰にわたる各字詰の決定は最適の行の畏さをみつける一

　施のめやすとしてたてたもので5字詰問隔とした。8字詰，12字詰の決定はこ

　の辺に最適丈学配列の存在を仮定したことによる。結果的にはこの仮定は必要

　なかった。

注6）　突験前には40字詰まで｝こ最適丈字配列が見られようと考えていたが，45

　字詰，5G字詰とさらに押し拡げるべきであった。なお，各字詰の長さをmmで

示せば次のよう｝こなる。8字詰（40mm）12鶉（60mm）15字詰（75nim）20

　字詰（100mm）25字目（125mm）30字詰（150mm）　35字詰（175mm）40字詰

　（2esmm）

　　　　　　　　　　　読欝テストに使用した三史麗

姓　名（　　　　　　）　　検憲E（昭瀦　年　月　匠｝）

学校名（　　　　　　　　学校）　　　生隼月臼（昭鞠　　年　　月　　E）

韓・矧　年　組）　牲別傷幻ざ器雲簿
練　　習

　私たちの学級では，研究発蓑をするために，まえからボール紙のものでよい

から黒板がほしいと思っていましたQこのことを父兄の：方におたのみしてみま

したところ，その望みがかない，りっぱな小黒板が8放できあがりました。こ

のようにしてできたたいせつな黒板を私たちはいちども使わずにあけておかな

いようにいっしょうけんめい努力しています。この黒板は，ひとりで研究した

結果をまとめ，」各グループや・斉個人で発表するようなときに使います。私たち

は教釜のうしろがわの黒松に讃かれた内容を研究したウラこれに対する意見を
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　たたかわしたりします。発袋の演には，それぞれ黒根を持ちよって学習するの

　です。’

　　1．私たちの学級にも小黒板があればたいへん便利なので．近く買うことに

　　　なっています。

　　2．私たちの学級にできた小黒板は勉強するのにたいへん便利です。

L　花子はいじわるなねえさんのために，朝から晩まで，つらい仕事をしなけ

　ればなりませんでした。朝は財の嵩る前におきて，水をくんだり，火をおこ

　したり，せんたくをしたりしなければなりません。そればかりか，あねは手

　をかえ品をかえて，いじめたり，からかったりしました。ですから夜になる

　と、花子はもうすっかり働きつかれてしまうのです。といって，ねるにもべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい
　ットがありませんから，かまどのそばの灰の中にころがって寝なければなり

　ませんでした。そのために，いつもほこりだらけの，きたならしいかっこう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はい
　をしていましたので，うちのものが花子を，灰かぶりと呼ぶようになりまし

　た。

1．花子はいためつけられた女中のように毎賃働きました。

2．花子は毎田苦しいようでもたいへんだのしくすごしました。

2．　登校にはまだ30分あります。5月の朝の風が，やさしくカーテンをゆす

　っているまどのそばで，るり子はなにをするでなく，おとなりの家にばかり

　気をとられていました。るり子には，おとなりの太郎鴛の生活が，あまりに

　いたましく思えたのです。もともとあまりゆたかでない生活だったのに，こ

　のあいだ太郎君のおとうさんが電車をおりるはずみに足をくじいたので，ず

　つととこについたままなのです。それからというものは，太螂のうちの生活

　は、いっそうまずしくなりましたQ

　L　るり子はあまり働かない：太郎のうちがびんぼうなのはあたりまえだと患

　　つた。

　2．　るり子は，太郎のうちのくらしがなんとかならぬものかと心配していた。
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　　　　　　　れい
3．　馬の平均年齢は，だいたい14年から旧年くらいが常識ときれているが，

　今年54きいになる老馬が今なお無事で長生きをしているというニュースが

　ある。デンマークのラーセソさんの持ち馬「；・一ル」は，からだはあまり穴

　きくないが，そのじょうぶなことは，　ラーセソさんが今から51年前に買っ

　てから，ただのいちども病気をしたことがないという撫どである。最近めで

　たく54翻めのたんじょう日をむかえたわけだが，　もちろん仕事の方綜全く

　しないで，毎罠，緑の牧揚で立ったり，しゃがんだりして遊んでいる。頭の

　働きは粋なみで，ラーセソさんが馬の名前を呼ぶと，すぐしつ酸をふってや

　ってくるそうだ。

　1。　その馬はまだそれほど年をとっていないから、元気で働いています。

　2．　その老馬はまだ元気ですが仕事はしていません。

4．徳月時代のあるえらい天丈学者が、ある隠，つりに出かけひとりの船頭に

　船を韻させようとしました。ところがその船頭のいうには，「今はこんなに

　晴れていますが，海上に変な雲がひとつでていますので，昼すぎにはかなら

　ず穴荒れとなりましょう。その上，きょうは立赤の日から数えると，ちょう

　ど210日に＝なります。私の50年来の経験からみますと，．立春から21◎日め

　ごろから220臓めごろにかけては、かならず大あらしがあります◎それでぎ

　ようは船を禺すのはやめた方がよろしいと思います。」と。道の学者は老船頭

　のいうとおり，思いとどまってうちに帰りましたが，果たして大あらしにな

　りました。このふたりのおもしろい話によって，二百十Hがきめられたと縁

　えられています。

　1。　お天気のことで老船頭の雷つたことはうまくあたりました。

　2．　この単者と老船頭とは，お天気のことで話がなかなかまとまりませんQ

5．ぼくのクラスでは、授業中欝かluするために，授業を熱心にすること，と

　なり同志話をしないこと，いたずらをしないことの3つを約束した。すると

　別の級の入が来てそんなことはあたりまえのことだと誓’ってけなした。ほん

　占うに為たワ誠のζζだが，果たレてIO人が10　Aiこんなあたりまえの
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ことができているだ紡か。コ㌃はぼくらだけでなく，Utく社会の人々でも

、できない入たちが多いと患う。よく考えてみるとジこのあたり誠のこと

ぐらい実行するのにむずかしいことほないだろう。どんな人でも，このあた

り就のことができなくては、りっぱなノ＼になれないと思う・

1．　入よりえらくなるには，特溺なことができなくてはむずかしい0

2．　あたりまえのことでも実行するとなると，やさしいものではない。

　嵯．　読　　催事　条　　鶴二

黙説内容を理解しながら普通の速さで読む．読書距難は約30cm・
　　　　　　　　　　　　　　　洗1）　　　　　　　　　　　　　　沖2）
暗室，ランプは安全電球の明光．平行光線の光源は590W。．

　　　　　　　　　　　　　　　　まヨ　
Brom－ideの園転速度は毎秒3cm。

　h。　、実験考三続き

予継験をして本実騨櫛．予膿験の時はB・・mid・に眼球の運動を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なの
面しない．実験がすんでから被験者膜験者の質問に対して内省報告をす

る。記録を終ったBromideは，現像，定着の作業をへて分析をくわえる。

　　篤D櫨常の纐購醐る思・は・や鰯る磁諏こ骸障姓じ勧’・齢
　　　獲：球は明光と｛愛発光とある。

　　注2）soewの光緯轍験者に鮮しすぎる・と融…麟正駒実馳500

　　　Wを使絹。
　　注3）B・gmid・救鋼購一系勺35秒であり・・れが灘者の読み唖艮購

　　　動轍寿阻なる。この記鍮調はヤ・さ趣短時に失し・轍的腰当性の高

　　　い記録を得ること姻難で赫，欝渣副の効果をみるための職疲労度の測

　　　定をするにほ無理がある。讐通，限球蓮動の掴人的診断には20行以上の記録が

　　　必要とされるが喋団的診断奇・は30秒前後の記録でも一応許される・

　　　Ti。k。。，　A．　M。1934．　R・li・bi王ity・・d　validity・E・y・一一・n。・・m・・t　m・asu「es　oε

　　　reading．　Psychol．　Bu1L　31．741．

　　　　なおβ，。mid。はよ・読贋・はたて蹄，たて読みにはよ・回転とし，臨

　　　痢に，上下，左右が試みられる．たとえば，よこ読みのさい・たて下方醐

　　　1蜘蛛牧の行1編の幅だけ減じて行「腿聯総録され，上方醐輪欄文
　　　のそれだ囁け実際以上に増して記録さ牙・る。本実験ではたて下方鯛転よこ庫

　　　方向圓耳藍9　’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ87

　Tinl〈er，　M．　A．，　Apparatus　for　recording　eye一一movements，　1931．　American

　J　of　Psychoi．　115－118．

注4）　内省報告の求めかた。どんな内容の丈であったか，読みつかえた所があっ

　たか，意味がわからなかった所があったか，どうしてそんなことがおきたか，等Q

＜第2下職＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t：ヒ1）
　a．　装　　　　　　　　置　　　OPht｝1alrnograp王1

　Master－Oph鹿almographはAn｝erican　Optical　Compn。　．ny製の眼球運

動記録機で読む時の両眼の角膜に左右から光線（5W）をあて，この反射光

線をレンズに収罪して照1転ずるフィルムに撮影して，笹野運勤を記録するの

である。

　フィルムの現像，定蒲の作業は簡便で肉動的に行われ，撮影の8分後には

記録図の分析ができる仕組みになっている、普通の明るい室で気i楽に誰もが

実験できるのが、この機械の大きな特色である。実験用フィルムは，普通，

Ophthalmogra．phのために特別に作られたEa『tman　Kodak・36mm・Super
　　　　　　　　　　　　　tl三2）
XX．パンクロ安全フィルムである。

　　注1）　眠球運動記録装鐙の練類とそれらの特色については以下の丈献を参照さ

　　　れたい。たとえば，KarslakeはOphtha㎞Ographの実験上の欠点として，頭

　　　部運動が禁止される，長い丈牽が読めない，光線で読みがさまたげられる点を

　　　あげる。このような撮影法の欠点に対して，近来の電子工学の発達により，眼

　　　球の電位差を記録する方法が行われている。

　　　O　Breom，　M．　E．　and　others．，　1951．　Effective　rea　dlng　instruction．　Mcgraw

　　　　－Hill　Book　Company．

　　　O　1〈arslake，　」．　S．，　19CLO．　The　perdue　eye一一camera；　a　practical　apparatus

　　　　for　studying　the　attention　value　of　advertisernents，　J．　Appl．　Psychol．，

　　　　24．　417一一440．

　　　O　Broom，　M．　E．，　194e．　The　reliabi1ity　oE　the　readinggraph　yielded　by

　　　　the　ophthalmegraph．　Sch．　and　soc．　52．　205－208．　．

　　　O　Gi1bert，　L．　C．　and　others．，　1942．　Reading　before　the　eye－rnovement

　　　　camera　versus　reading　away　from　it．　Elem．　Sch．　42．　443－447．

　　　O　Luckiesh，　Mand　Moss，　M．　K．，　1941．　The　extent　ef　the　perceptual

　　　　s？an　in　reading，．　」．　Gen．　Psychol．　25．　267一一27？，
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　注2）　フィルムは感光獲の高いものであれぽよく，本実験ではドイツ製の王SSG

　　Pan　F三1mを併用した。

c．実　　験　　者

　第コ実験に同じ。

d．被　　験　　者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
　大学心理学科学生　17名（女子。3名）　正常の視力を持つ者。

　e．実　験　場　所

　国立国語研究所。

　£　実験材料：交

　小学4年教科書の：交響を9ポ活字，3．5mm行聞隔，明朝活字，黒インク，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲2）　　注3）
白紙。8字詰。12二二eコ6字詰。20字詰、25字詰のよこ。計5種の丈字配列

に．した。

　　淺1）　被熟考中，岡田は視力，左右0．3のため15cmの読書距離にした：。

　　注2）　文字配列は第1実験に準ずべきであったが，はじめほ副次的程度にこの

　　　実験を考えていたので，一応，一晦年高に使った材料丈に限定した。昏字瀦の

　　　長さをmmで示せば次のようになる。

　　　　8字詰（25mm）　　12字詰（39mm）　　15上酒（49mm）

　　　20字詰　（64rnm）　　　　　　25宇詰　（82mm）

　　注3）　Ophthalmographはよこ読みの眼球蓮動しか記録でぎない。

　9。読　書　条　件

　黙読，内容を理解しながら，普通の速さで読む。読書距離は約20cm，

正常の明るい部屋。ランプel　6　candle。平行光線の光源は6candle。フィル

　　　　　　　　　　　　　　油1）
ムの園転速度は毎秒0．5インチ。

　翫，実験手続き

　第コ実験に1司じ。

　　注1）　Fiimは18イyチ回転すれば自動的に停止する。けれども必要に応じて

　　　継続して長い読書時間の眼球蓮動を詑録することもできるQ回転方向はたて上

　　　方向回転9
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　　　　　　　　　　　　　〔材i縛目の一一部〕

二ちょう買いました。　わだくしたちは家に；

帰ると、台所でさやえんどうのすじを取り始i

めました・そこへねえさんが学校からグ帝ってi

来ました。かばんの像かに、ふろしきつつみi
をかかえてい、砿あけてみ。、、肉、たi

まごと、それに赤いきれいないちごがありま　i

した。rわあ．すご、、．抹さおち。ん顧

そう言。て喰べたそう顧を。、した。i

ねえさんはおかあさんに、「ごちそうができ　｝

うまで、見にいらっしゃらないでね。llと言i

いながち、エプロンをかけました。．　ねえさ　i

んは油倉二年生ですが、いつもおかあさんの　i

　そしてしばらく老えてか

ら、　「ぼく、何をあげた：ら

いいかな。うん、この闇買

ったいい消しゴムをあげよ

う。」と言fV・ました。

「ぼくもあげるんだ。ぼく

はろう石にするんだ。」善

ちゃんがそう言うと、「あ

ははは。」と、ふたりの小

さいにいさんたちはわらい

ました。そして，周ちゃん

はいかにもにいさんらしい

　今までわたくしたちを育ててきてくださっ

たおかあさんに、そして世界じゅうのおかあ

さんたちに、心からおれいを言っておいわい

をする田です。ほんとうは五月の箆二H曜日

が・母のHなのですが、うちでは、あすはおと

うさんが旅行にお嵐かけになるので、：一一Hく

り上げてきようにしました。そして、ゆうべ

三人で相談して、きょうの夕ごはんをわたく

したちだけでこしらえて．）おか輝ん4ごち

そうし．v（．foげよう、とv，うこζに決めたので

す。おかあさんのようにじょうずではありま

せんが、、わたくしたちがい？し亭うけん反）い

i　に．いさんは終りまで見て

iしまうと、しゃしんちょう

iをひざ躁せた瓢もう

｛一どばらばらと見かえしま

iした。　「よくこんなにう

iまくできたものだね。だれ

iがかいたの．」「絵はぼく

iがかいたの。こんなにうま

iく紙醐つ鳩とじた
iり、名前を書きこんだりし

iたのは願ちゃんです。それ

iから善ちゃんも道具鷺運ん
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i・実験・結果

　第1実験と第2実験で得た記録園の枚数は次の通りである。

　　〔表D

　4畢酒字大，6・Om珊行間隔，楷書，黒イソ久わら半紙べた組み，勝写印刷，

　中学！坐程度の国章QContact－1ens｝こよる。

瑚．被iPt四二課荻rp些．門門無．墾、璽．巴．1計

　た　て：8889898848888　102淀1）
　よ　こ　12888888888886　106
　　gy　i　20　16　：i　6　17　！6　17　i6　16　12　i6　！6　16　14　，　208

　　〔表2〕　ど＝｝：2）

畑被糊深計　9一瓢5　欄隔蝉縮黒イ
　…．T．t－t’．T一．tt…………ttt…．………：．…．．’『一皿　　ソノ，白紙，べた組み，小学4年生程度の

　た　　て　　　5　0　G　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　　文1章oCQntact－1ens｝こよる。
　よ　　　　こ二　　　　16　　　S　　　2　　　　　23

　　計　　 2ユ．　5　2！　28

　　〔表5〕

　9ボ活字，3．5mm行問隔，明朝活字，黒インク，白紙，べた組み，・1・学4年生程度

　の丈：毒。OphthalmOgraphによる。
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73注3）

よ　　こ

　　　　1

　亥整1）注3）

1　2　1　3

稼験者によっては詑録魍数が不星しているものがある。後の統計処

4号活字大，6．　0皿m行間隔，楷書，黒イソノ，

わら半紙，べた組み，謄写印劔，中単生程度の

文章。Ophthalmographによる。
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　　　理で分析における欠測臓のとり扱いかたには，特に考慮を払わなかった。

　　注2）注4）　この蒙i験資料13Contact－lens，Ophthalrno．7raphの装董のちがい｝ζ

　　　よる記録結果のちがいを考えるために使った。

　　　　　　　ihTi1）
○分　析　項　寅

　　　　　　注2）
ユ．読書量一一1秒聞の読字数平均で示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～喰3）
2．停留の頻数一100字に対する停留頻数平均で示す。

3．下智の時問一コ停襯の所要柳刃平均で示す。単位はσ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt：4）
4，．逆行運動の頻数一100字に対する逆行頻数平均で示す。

　　　　　　　　　　　　　　淫5）
6．一掃運動後の不適応凝視の頻数一一コ行に対する不適応凝視の頻数平均

で示す。

注1）　項目の決定はPaterson，　Tinker，　Luckiesh，　Mossに従い，上詑置目

　1．2．3．4をきめ，　昨年度までの実験結果から，あらたに遮蔽5を加えるこ

　　とが適当と考えた。ここで最適重字醗タ1に必要な条件として，読書澱が多く，

　停留の頻撒が少なく，停留の障囲が短く，逆行頻数が少なく，不適応凝視の

　頻数が少なく，行問蓮動の正確さ等の諸点を考えた。さらに，限球蓮動のリズ

　　ム，規矧生を知るためには材料女の各行別の読みにおける眼球運動の安定性を

　みることが必要だと考えたが，詑録時問が短いため，この分析は充分に満幅さ

　れなかった。たとえば40字詰などは2－3行の読みしか寵録できない場合もお

　　こる。

　O　Patersen，　D．　G．，　and　M．　A．　Tinket’．，　Eye－movements　in　reading

　　　optimal　and　oon－optimal　typography．　」．　Exp．　Psychoi．，　1944．　34．

　　　80－8E．

　O　Paterson，　D．　G．，　and　M．　A．　Tinker．，　lnfluence　of　iine　width　on　eye

　　　－movements．　」．　Exp．　Psychol．，　1940．　27．　572－577．

　O　Luckiesh．　M．　and　F．　1〈．　Moss．，　The　extent　of　the　perceptual　span

　　　in　reading．　」．　Gen．　Psychol．，　IEkZl．　25．　267－272．

注2）　前年度の研究のまとめでは読速度（Reading　Speed）としたが，磐通の

　読欝状態を条件とするたてまえから，驚書量（Reading　Rate）と改めること

　が適当と考えた◎

注3）　前年疲の研究のまとめでは1停留の激励i字数平均としたが，理論上，字

　数に対する惇留頻撒平均と改めることが適当と考えた。別に，1停留のSpan

　　　ζ考えることは許されるo
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（被験瓢言ヵll賀，たて15字，磐1秒0，　Co煎act4ensによる）

花圃縫わる！幽網1

　　　　　エ　　ユ　　　　ヨ　　　う
　　　・y　・・　ffめ午・朝力1ら晩まiで

　　　再・幽斌なけれ叡
　　　　ユ　　　　　　　　ヨ　　　　　　　ヰ
　　　りま｝せやでし1・t・・番謡の

　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　1陣韓納て・水iをくん

　　　舷1婦おこし・1・・唾

　　　ユ　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　を
　　　んたく隔たりし1なけ揖ド

　　　勧ませ1ん．蘇ばか・1か

（被騨榔甚・2字・2・秒0・¢・・瞬幽三ens　｝こよる）

騒
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涯4）　前年度の薪究のまとめではi遂行の字数に対する割合としたが，統計上，

100字｝こ対する逆行顔数と政侍ることカs適当と考えた・前年慶のまとめかたで

　は，逆行がおこらぬ揚合は○○となり，全体の統計をとる上に支障をきたす。

注5）　不適応凝視は行の：先口の予想される凝視点に対する趣端な超評価，低評

　価を含む。この操作は，限球停留の分布と読まれた材料：交との照舎によって行

　われ発見される。かかる照合の操作は一一例としてあげた左表，眼球停留の分布

　状態を参照されたい。

◎たて，よこの丈掌配列による読みの効果の比鮫

　　〔表5〕

　4暑活字大，6．Omm行間隔，楷慰，黒インク，わら半紙，べた組み，謄写印刷，串

　学生程齪の文章oContact－1enSによる。

三二亜ここ二茎皇尊喫、。紅…一空…一一孟＿．1＿＿墜一三＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　字　　　　　　i　　　　寧　　　注1♪
1欄の講平均（S’”） P8’　03（2’　72）』i8’　03（2’　58）sik2・

100掌に対する催留頻数平均（S・D）i

l停留の俸留時間軍均（S．D）　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　l
100…摯に対する三三記数平均（S．D）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　l
1行に対する不適応凝規軍均（S．D）｝

　　　　　　　　　　　　　　　　1

39．32　（9．95）

　　び
　390　（79．4）

1．39　（1．84）

0．42　（0．47）

　　N・＝99

37．83　（12．36）

　　σ　　　油3）
　364　（63．　2）

　　　　　　注4）
L　75　（2．　14）

　　　　　　注5）
O．　52　（O．　62）

　　N＝lo2　ig｛6）

注1）　山本正；吾の実験では7．47宇。

溢2）　山本正習の実験では40・00。Tinkerの実験では1。5語に1停留。

注3）　Pi本正吾の実験では336σ。　Tinkerの実験では23Gσ。

注4）　画本正吾の実験では3．61。

　○山本正習，1935，読書と眼球響動｝こついての一｛夷鹸Q心研。10．7’73－787．

　　平均値が出本の結果にくらべて甚だ小さいことは，本実験の材料丈が比較的

　に内容の容，易なためと患われる。

注5）　不適亦凝視の偏差値が平均依より大きいことは，被験者の佃人差の蓬だ

　しさを派すものであり，本実験の結果の考察には単に続計処理によらず，昏被

　験者佃々に二わたる事例的研多乞が」必要とされる。

注6）　たて，よこの記録図数の不一i致は，被醸渚の都合で全部の：交字二目につ

　いて実験できなかったり，たとえ，実験しても不鮮明な記録図のため分析でき

　なかったことに．よるo
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　　（X　．6）

被験者別にみた各字詰によるた：て，よこの交字配凋の読量書の優劣差反溶分祈衷

　たての優位には○印，よこの優位には×印，優劣のない時には△印。

　塞欄は比較する詑下図の欠けていることを示す。

調・享雛！・字15享・・享25寧・・享・5字・・字i・饗△
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1　　　2
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4　　　4

5　　　3

4　　　2

5i

45
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「
⊥

　　　たて，よこの読書量の差はなかった。3秒間の読字数平均は共に．8．（03

　　　S．Dはたての方が0．14字だけ大きかった。

　　　眼球の停留，逆行，不適応凝視の頻数は，たての方が少なく，停留の

時間はよこの方が短かかった。

　3。たて，よこの読書最優劣差反応分析表によれば，たての方がまさって
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いた。行の長さにういては短行ではよこ，・畏行ではた：ての方がまさる傾向が

あった。

　j．結果に対する考察

　1．たて，よこの読書量に差がないことは，箭年度の結果とちがっている。

苗年度の丁丁テス1・ではたてがまさり，有意差があった。そうして，学年が

発達するにつれて，よこの読書量の進歩がいちじるしかった。このことは完

全な読書技術を修得しない中・高校生では読書経験がたての方が多いためで

あり，もちろん，各年度の実験調査方法のちがいを考慮にいれなければいけ

ないけれども，本年度のかかる結果は被験者である大学生のよこ読みの経験

が絹当に増しているためであると考える。

　2．眼球の遮動状態に見られるたて読みの比較的に長い凝視で，よこより

も狭い可読視野の短所を補い，ゆっくりと少ない停智数で飛躍する規則性と，

よこ読みの停留旧聞の短い，早い飛躍が停留数を増し，逆行数と不適応凝視

数を増大させる不規則性とのちがいは，眼球の生理的要因によると考える。

たて読みのさいの長：行の優位と，よこ読みのさいの短行の優位性も，両眼の

水晶体の調節，眼筋の呼応の難易等にからまる生理的要因のためである。

　3．行の末端から次行の先端の凝視点に移るさいに生ずる眼球の不適応三
曲1）

視は読書量にさ撫ど影響を与えていない。

　4．　中・高校生では，たて読みの読書量がよこ読みよりまさるが，学革が

窮達するにつれて，その差がせばまり，大学生で優劣差がなくなることは，読

書技籍が完成し，経験的因子を捨てた揚合に，たて，よこの丈字配列の優劣

　　　　　　淀2）
差はないと推定することができる。眼球運動の状態からは，一一応，生理的に

たての丁字配列がまさるように思われるが，読書量に高い相関を示す停留の

頻数と時聞，さらにそれから平均値へのゆれに特捌にたて，よこの優劣差が

ないことから，読みにおけるたて，よこの：交字配列の優劣差はないと蕩える。

　　注1）　不遡応凝視の頻数は羅常の机上で行われる読繋では頭部逮勤が禁止され

　　ないから，頻数率は多少減少するものと考えられる。
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注2）「 ｵ密な意味で，文字配列の効果をみる実験条件として被験者の読みに対

　する経験的因子を捨てさることはできない。けれども被験者の読みに対する発

　達曲腺，ある特定期間の訓練学習による学習曲線から丈字配列の効果を推定す

　る方法は許される。このためには本実験は充分とは言えず，’さらlt；’集団子ズ

　トに大学生を、’記録実験に中。高校生を被験者として研究し，結論を確めるべ

．きであろう。

◎たての各行の畏さの交掌醗列による読みの効果⑳比鮫

　　〔表7〕

　1）尊書最（1秒間の読字数平均）

　　　　　　窒欄は寵録麹数のないことを示す。
　　　　　　詰

字
…
3
3
7
7
3
4

8
　
…
4
　
3
　
5
。

配
＼
…

85

Q9

O3

Q5

W2
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4
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a
　
a
　
a
　
4

雄
馬
半
押
飯
根
萩
山
掴
潔
間
忘
服
．
五

8字　　 12字　　 」5寧

　　宇
　　　　4．　56

6．　08

S．　46

8．　SO

A．．　82

8．　73

4．　65

．4．フ7

8．　14

9．　18

7．　56

5．　83

8．　71

7．　59

7．　62

6．　03

9．　26

6．　93

1
5
3
0
7
5
0
荏
0
2
7
6
G

4
5
フ
8
9
6
7
8
7
7
8
8
9

20字　　25掌

4．　42　3．　82

5．　30　4．　75

5．　33　7．　02

iO，　36　9．　90

10．　6！　8．　8i

　　　　9．　i6

　　　　9．　65

　　　　8p　82

9．　32

10．　81

ユ0．26

9．　98

8．5ユ

8．　86

11．　97

50掌

3．　0．5・

3．　68

．6．　38

9．　23

8．　01

7．　17

9．　58

12．　68

55掌　　40字

4，・47・　4．62

4．　42　4．　62

B．　19，　6．　99

10．88　IO．06

S．4工　　　　5．6S

7．0ユ　　　8．02

！0．　84　U．　！I

IO．　67　12．　57

8。90　　　8．6ユ　　　フ．73

24．　46　12．　29　i2．　80

9．　31　9．　40　8．　78
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90．　73　IOO．　50　105．　63　llO．　20　．　iO3．　97
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　12　12　99
8．　18　9．　08　8．　e3

2．　8i　2．　94　2．　72
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図．1・たての各交宇配列による読書慧（1秒闘の読年数平均）
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　　　〔表9〕

　　2）癬留の顕数
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（100字に対する停留頻数平均）
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華
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摺
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．
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　　　　〔表ゆ

　　5）侮留の時悶（1停留の所要時問平均）

　　　　　　　単位はσで示す。
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　　〔籔誓〕

　4）逆行運動の顕数（100掌に対する逆行頻数平均）
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憲
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　〔衷12〕

5）不適応円規の頻数（1行に対する不適応凝視頻数平均）
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0．00　　0。フ6

0．　00　O，　20

0．　SO　O．　33

LOO　O．　2S

3．　31　4．　33　8．　38

　12　　　12　　　工2

0．　28　O．　3G　O．　7e

O．　32　O．　30　O．　28

エ．OO

O．　60

0．　oo

o．　oo

7．　40

　12

0．　62

0．　72

o．　oo

o．　oo

L　OO

1．　00

1．　60

2．　33

0．　33

0．　50

L33

1．　00

0．　oo

o．　so

201

9．　49　41．　79

　12　99
0．　79　O．　42

0．　67　Ol　47

　］．．読書量の多かった字詰からの順位は，％字詰，郵字詰，20宇詰，30字

詰，36字詰，16字詰，コ．2字詰，8字詰であり，S字詰に対する15字詰，20字

詰，26字詰，30字詰，35字詰，41畔詰と12字詰に対する20字譜，25字詰，40

宇詰とには有意な差があると認められた。

　2．被験者別に各丈宇配列の読書量の順位をきめると，40字詰，25字誌

繋0竿霧青，30竿言吉736字詰216字言吉，コ2字詰，　S宇言吉となる？
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　3．停留の頻数の少なかった字詰からの順位は20字詰，40字詰，25宇詰，

36面詰，3｛1字讃，蔦字詰，コ2恩寵∫8字詰である一）

　4．停留の時聞の短かかうた宇詰からの順位は40字詰，頭字詰，30三三，

ユ5宇諮，35宇諾，2｛〕字詰，12重詰，9字詰である。

　5．逆行の頻数め少なかった字詰からの順位は卿字詰，8字詰，蛎字詰，

25字詰，船宇需，36字諮，21｝宇詰，ユ2字詰である。

　（～．不適応凝視の頻数の少なかった宇島からの順位は8字詰，コ2字詰，lr）

字詰，2｛〕字詰，％字誹，35出血，30宇詰，40字詰である。

　7．　読書量に対する停留頻数，停留時間，逆行頻数，不適応凝視頻数の相
際灘それぞれ，・滋一一、・ett．　一〇．　og．　1．であり，　t，if∫二離賄齢

桐関があると認められた，

　j，結粟に戴する考察

　コ・読書量からみると，％缶詰と4⑪字譜が議題に読みやすく，8字詰，12

宇譜がはなはだしく読みにくい，前年度の集圖テストの結果でも同様の傾向

を示した，

　2．眼球の運動状態からみると，％字譜と齢字詰は停留の頻数と蒔直が非

常に少ないが，逆行頻数になると％字詰の方がやや多い傾向を示す。全体的

に40字詰までの行の長さの中で短行は長行にくらべて，逆行と不適応凝視頻

数は減少しているが，停留数と停留時闇が増大する規則性がある。』8字詰と

！2缶詰は共に停日数と停留時間がはなはだしく多い。

“3．・送行頻数と不適応凝視の頻数は読書量に高い相関を示さない。

　4．「％字詰と40字詰ぼ読書量では2δ字詰がまさるけれども，眼球の運動状

態でぽ如字詰が規則性をやや強く示しているように思われる。

　6．　たての臨時詰による丈宇配列では，26面詰と40字詰が最も読みやすく

S孚詰と出馬諮が最も読みにくい。

　　海1）ピアソシの鑓灘にま？た9　・　　t’t　”　’：・‘
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◎よこの各行の長さの丈掌禦列による読みの効果D比較

　　　〔嚢13〕

　　1）十露盤（1秒問の読字数平均）
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　　　〔褒15〕

　　2）停留の頻数（100字に対する停留頻数平均）
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　　　〔袈16〕

3）停留の時間σ停留の所要時聞平均）

　　　単位はぴで示す。

　　　　　　　　　　　”t　t：
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4）逆行運動の獺数（100宇に対する逆行頻数平均）
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5）不適応魏視の頓数（1行｝r一．　tsする不適搭凝褐頻数平均）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L，e9

　1・読書量の多かった字詰からの順位は，2δ宇詰，3畔詰，4Q字詰，21厚

詰，巧宇詰，30字諮，12字詰，8字詰であり，S町回に対する25字詰には有

意な差があると認められた。

　2．　被験者別に各丈：字配列の読書量の順位をきめると，25字詰，40宇詰，

16寧言吉，20字言吉，36字言吉，3｛｝宇詰，！2門下，　8字書吉となる．＝

　3．　停留の頻数の少なかった：字詰からの順位は40宇詰，2｛1字詰，25字詰，

35字詰，15字詰，30字詰，鶏字詰，8字詰である、

　4．　早智の下聞の短かかった宇詰からの順位は16字詰，30町田，8字諾，

25字詰，36字詰，ユ2字詰，20字詰，40字詰である。

　5．遂行の頻数の少なかった字詰からの順位は卿字詰，婚字詰，35字詰，

8字詰，20字詰，25等二詰，12字詰，3（，字誌である。

　6・不適応凝視の頻数の少なかった字詰からの順位は，8宇詰，筋宇詰，

コ2字詰，2（1字詰，26字詰，36字詰，30字詰，郵字詰である。

　7・読書量に対する停留頻数，停留蒔閥，逆行頻数，不適応凝視頻数の相

心係数はそれぞれ，（1．64，〔｝．52，0．65，0．1ユ，であり，前三者には有意な相

関があると認められた。

　j結果に対する考察

　L　読書量からみると，25下平，35字詰と40宇詰がより読みやすく，8字

詰と12字詰はより読みにくい。前年度の集灘テス｝と，全体露勺傾向としては

結果の類似性をみることができる。

　2，眼球逮動の状態からみると，15字詰が概してよい規則性を示すように

恩われる。停留数はやや多いけれども，停留暗闇は最も短く，逆行と不適応

凝視頻数も非常に少なく，それらのS．Dも小さV・，，4畔詰は停留数と逆行

は最も少ないが，停留時間は長く，不適応凝視も多い、25字詰はさほど規則

性があるとも，ないとも鷺うことができない。

　5．不適応凝視が長行になるにつれて増大することは，両眼の水贔体の調
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節，眼筋の呼応作用が行が長くなればそれだけ困難になるためと考える。渤

　4．　よこの各宇譜による丈：字配列の効果はさほど明白ではない，読書量で

は有意差はわずかva一一対の宇詰に見られるだけであり，眼球運動では行の長

短による規則性についても，読：書：量と眼球運動の関係もたての：交字配列にみ

られたほど明確ではないけれども，擬して16字詰，25宇詰，壬0字詰が読みや

すい。

　注1）　不適硲凝視頻数が25字詰あたりの長行から急激に増加することは，眼球水晶

　　体Q調節作用に関する出動の難易性に関する限界を裏づけすると思われる。たて

　　の文字配列でも25字詰からの長行に同様の傾向を認めた。

　　　　　◎よこの各行の畏さの文享配列による饒みの効果の比鮫

．gポ活字，3．5mm行間隔，明朝活字：，黒イyク，白紙，べた組み，小挙4年生程

度の丈1章。　Ophthal】〔nographによる。

　〔蓑19〕

1）醗鞍璽（1秒間の読字i数平均）
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図3　各交字配刻による読書量　　（一欄の読字数灘助
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　〔表21）

2）停留の頻数α00字に対する停留頻数平均）
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　〔籔22〕

5）停留の時間（1停留の所要時間平均）単位はσ
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　4）逆行運動の頻数（IGG字に対する逆行頻数平均）

＼事配i、掌諮　12掌　，5享　、。享
擁．．＼

　　　ジ…………　　　　　　　　　　　　舳
　樋　・　　　3　　　　　0　　　　　3　　　　　4
　　　｛

　服　：　　　0　　　　　0　　　　　3　　　　　1

志i・。

問
加
圏
上
飯
池
川
松
半
幽
押
桑
五
田
㎜
愛
N
M
鼠

0
0
2
1
2
2
1
0

　o

　o

　o

　11

　工4

0．フ9

1．0ユ

0
0
3
！
3
工
0
2

0
3
1
軌

　i

　l5

　14

1．　07

1．　16

　4

　0

　1

　26

　15

k．　73

ユ．34

　o

　！

　4

　0

　1

　32

　15

2．　13

1．　46

25享

　5

　！

0
↓
4
0
3
6
ユ
4
3
3
4
1
2

　28

　1S

2．　53

1．　78

L＞1　，i）

122

　73

1．　67

2．　39



216

　〔表24〕

5）不適応疑視の頻数（1行に対する不適応凝視頻数平均）
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　1，　読書量の多かった宇誹からの膜位は，25字詰，塑字諮，／2宇譜，蔦宇

詰，8宇諮であり，8寧結に対する2で）宇諮，25字諮には有意な叢があると認

められた、

　2．被験畜別に各丈宇配別の読害黛の；嬢位をきめると，26字詰整禦宇詰，

12字諮，務字詰，8字詰である．t

　5．　停潔の頻数の少なかった字誹からの順泣は21｝宇謡，25字諮，把宇識，

蔦宇詰，S字詰である。

　4・停留の時閥の短かかったti言護渉らの噸繊寧％宇論蔦讐二誌2喀誌

8字詰，ユ2字詰である。

　5．　逆行の頻数の少なかった字詰からの鎮鉱はS宇識，12字離，ユ5宇詰，

20字詰，26宰詰である。

　6．　不適応凝視の頻数の少なかった字瀦からの順位は黒字諮，8字詰，蛎

字詰，20宇諾，％宇詰である。

　7・読書量に対する停留頻数，停留時閥，逆斜獺轍，不適応凝観頻数の相

関係数はそれぞれ，o．繊，　o．44，0．9．．，S，｛｝．’f一アであり，前説者には有意な粛

関があると認められた。

　　j結果に観ずる潜察

　1．　読書量からみると，％字識が蝦：も読みやすく，短行になるにつれて読

みにくくなる，この績向はこれまでの藥闘テストの結果と一致する、

　2．　眼球の逮動状態からみると，25字詰は停留数が最も少なく，停留時闇

も非常に短かく，運動に規貝軽性が児ら2zる、概して短行は停留数が多く，停

留暗闇も長いが，逆行と不適応凝観の鎮髪隻：は少ない　これに対して長告にな

ると，停留数が減少し，停留時聞も短かくなるが，逆行と不適応凝規の頻数

は逆に増大する。けれども逆：行と不適応凝視の頻数は読書量に高い相閣を示

さない，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濫1）
　5．　よこの各宇詰による丈宇配列では％字謡が最も読みやすい宥の長さで
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あると考える．）

　1茸三1．）　PatersonとTinkerは10ポ境野，80mmが効果約な読みに対する最適行の

　　長さとした。　（80m㎜は，第二実験の25学謡に相轟する）

　　O　Paterson　and　Tinker．　lufluence　of　line　width　on　eye－movements．

　　」．Exp．　Psychol．　lg40．　27．　5’72－577．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟

　以上の結果とそれらに対する考察から，行の長さについては，たて，よこ

ともに，25字譜と4で1字詰が最も読みやすい：交感配列であり，3‘）字譜，35字詰

の長行は，20画面，コ5字詰の凶行よ傾り向的には読みやすいと考えることが

き「る，そして，読書量をますためには眼球の停帝数と停留時闇の減少が基本

的要因であり，逆能数と特に不適応凝視とはさほど大きな要因であるとは見

られない．短行が読みにくいことは周辺撹野の最大利用ができないことにあ

り，畏行，特に25字i諮と卿字詰が読みやすいことは眼球の生理的要因とあわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注1）
せて，丈章i喪現のそれらの字詰における　Contextのまとまりを最もよく示

す結果と考える。

　　〔付記〕　Contact縫ensによる実験装羅とOphthalmographによる実験との実

　　　　　　　　　　ミk2）
　験結果には相対的類似性をみることができた。

注1）　Contextの問題はHovdeのi論を参照されたい。

O　Hovde，　H．　T．　The　relative　effects　ef　size　of　type，　leading　and　context．

　J．　Appi．　’1　sychol．　1930．　！4．　63－73．

注2）雨装置による結果の比較考察は，被験者全体の結果，燐一材料丈による異被

　験者の結果，異材料文｝こよる岡一被験者の結；果についてそれらの賑球運動状態

　をみた。概してContact－1eusにるよ実験結果はOphthalmo．｛rraphにくらべ

　て，やや，停留頻数が増し，停留時問も長く読：書慧が少ない傾向を示している

　が，これは前春の実験が暖室で行われ，実験操作に多少の不自然さがっきまと

　う被験者の簿えによるものと考える。なお，停留時問の雨装置による約11◎σ程

　廉の差は詑録図の方向圃転のちがいも考懸に入れなければいけない。
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E．結 論

　丈宇配列の合理化をめざす研究霞標に対して，たてとよこではどちらが読

みやすいか，どのくらいの行の長さが最も読みやすいかを，以上の条件のも

とで研究した，そうして，読書量と読書のさいの眼球の運動状態からみて，

たてとよこは読みやすさに差がなく，行の長さはたての場合もよこの場含も

25宇詰あたりが最も読みやすいという結論が出た。

　調査実験に高い科学性と容観性を得るためには研究飼的にそった厳密な条

件統制を必要とする。この研究がそれに対して払った考慮は少なくなかった

がなお充分とは雷えず，反省される点があるので，本論の必要な筒所に注を

くわえておいた。

　文字配列の効果についての一般的結論をだすためには，この研究を基礎に

して，さらにいろいろの角度から，いろいろの方法で研究を進めなければい

けないし，重体，宇の大きさ，行間隔，漢字，かなの混り具合などの問題が

今後の研究課題として残される。

　　本稿は前任者草島時介氏の援助勘雷を叡作成した。　　　（村石）
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ラジオ・ニュース文体の研究

A．方　法　と　経　過

　ラジオ・ニュースは，大衆にとって理解出来るものでなければならない，

どのような丈体，文章が理解しやすいかを明かにしようとするのが，この研

究の目的である、日本博透協会放送文化研究所に委託したものであり，箭年

度の同じ題目による研究（δ続きである，

　日本放送協会で，編集を企図した「ラジオ・＝＝・」一ス丈体の書き方」にお

いて，ニュF一一ス：交章1の書き’方の原則として，

　　　1．　聞ぐ亥二章｝こ　　　　　　　　　　　　　 2．丈餐糞は三搭易｝こ

　　　9．センテンスは短く　　　　　　　　　　4．主語を先に

　　　5．用語を適切に　　　　　　　　　　6．助詞などは省略せずに

　　　7．名詞止めを避ける　　　　　　　　　 8．麹〔護尺体を避ける

のようなものが定められ，これに従って，これまでに放送されたラジオ。ニュ

ースなどを中心にそれの書きかえが考えられた，

　書きかえは，もちろん，大衆にとって理解しやすいということを新標とし

て試みられたものであるが，はたしてこの書きかえた方が理解しやすいか，

また，どの程度理解しやすくなっているかを，実験的に調査することを本年

度の研究として取り上げた，全体で八つの丈章を選び幼し，これをアナウン

サーに読ませて録音し，録音したものを，中学生および，成人に聞かせて，

その結果を知ろうとした，

　実験に際して，中学生グループとしては目黒八中の二年生200名，成入グ

ループとして1羅濁中学卒の学歴を持つ26名を被験者とし，それぞれをA・B

の二組に分けた：e

　その際，中学生グ］V　一一プにおいては，IQの特に高いものと低いものを除



第1の㍉．一ス…閣く交富山の：姻　1屠きかえ47秒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i〃　2　　　　　〃　　　　一一　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　2　i房｛　　　3乏コ　591ノ

〃3　〃　…紋牽は腸に」の3綱2隣きかえ4フ〃

1／4　N　一一「主語を先に」の女例　　1｝原　丈6！〃

“5　，ノづ鰍体礎ける」の姻2絃・きかえ531’

“6　“　．．一　〃　　　　3i原　丈SO〃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
〃7　　〃　　一一一F孟顎；を先に」の文例　　 21ti’・t，“＝きかえ　48〃

“8，，訂鷹を鋼に」。姻、瞭郊8，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

質問紙は3種。つまり理解，興味，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．f）1

いた後，IQと性別を指標として，等質と考えられる2鮮に分けたv

被　　中学生　成　入　　被験者に聞かせる材料は，次のような組み合せを

馨可妄募悶航A翻をAグ・・ヴ・詔翻をBグ・・一一

・1・・1・。同・プ嘆施した、

・1・9｝・・1・1・・　A・踊グ・・一プとも，一・一スが終るごと・・

質問紙に記入させ，全員が記入し終るのを待って，次の＝ユースに移った。

　　　二・一スの鱒　 睡翻用嘲・番樋弔騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

原　　丈　　47秒

書きかえ　　Sl〃

i鰐ミ　　　3ヒ　　　49〃

瞬か。・8“

i房｛　　　3ヒ　　　43〃

i羅峯きカ・え　　　48〃　
i
／
／

1源　　　　三虻　ユ，09〃

1轡きかえ工’05〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　難易の感じの3点から考察したのであ

る，いずれも客観法形式。興味並びに難易の感じに間する質問では各ニューー

スとも同じ問をもうけ，品等渋により段階の判定を求めた，

　　　　　　　　　　　　B．結　　　　果

　原文と書きかえ丈の理解について，有意差の認められたのは第3問と第，8

閾の2つ。興味については，第2，第6，第7問の3つ。き’き手の難易の感じ

は笛コ，第2，第3，第7問の4つ，これらはそれぞれ書きかえ文の方が原

：交より，理解し易く，興味をもち，やさしいと感じられた，なおこれらはい

ずれも申学生の場合であって，焼入では，有意差が見られなかった，以．ト中

学生に帯意華のみとめられたちのを蓉3』に示す、



222

　原丈と書きかえ：交の間に．有意差のないものは多か

ったが，原文の方が梅意差をもって，書きかえ文よ

りよい結果を示したものはなかった：。

　8つの問題について，それぞれ興味と難易度，理

解と興味，理解と難易度にはいずれも栢闘関係が見

られなかった。

第8問

　第3表により2項目でi効果のあがった第8問源：丈

および書きかえ丈をかかげて例とする。

　原丈

〔表7J〕

　理解興味
1

2　　　　　0

3　　0
4

5

6　　　　　0

7　　　　　0

8　　0

難易の
感　じ

○
○
○

o

　　　　衆議院選挙の立合演説会は聖霊で終ります。去る13臼から高知市俺

か26か町村60か所の会場で行われて来た衆議院選挙の立合演説会は，今夜宿

毛町と窒戸町での演説会を最後に金部終ることになりました。

　今慶の選挙は運動にいろいろの維暇が加えられた結果，一般は各候補の政

見を残さず又，しばしば耳にする機会に恵まれていないところがら立会演説

は各地とも入気を呼び，今までにない貯成績であったと高知県選挙管理委員

会では語っております。一方立合演説の臼程によって壼戸から宿毛まで県下

を巡った候補者達はいよいよ明臼から霞由な態勢となり残された3日間に最

後の猛運動を行いますが多くの候補者は最も浮いた禦の多いと雷われる高知

市に．集ま1）　，激しい追込をかけることになっております。　　（A番組）

　書きかえ立会演説会は今日で全部終り衆議院議員選挙戦は最：後の追込には

いり幽した、衆議院議員選挙の立会演説会は去る13日から高知市はじめ県下

60か所の会揚で行われてきました、そして今夜は宿毛町で行われ，これで立

会演説会は全部終ることになっています。あすからは候補者が立合演説会に

しばられないで，自由な行動がとれますので，投票購までの3日激しい最後

の追込みを行うことになります。この柄合多くの候補者は最も浮動票が多い

ζいわれる高知市に集まるものと犀られてし嘩す。な胴県の羅挙管理委愚



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g．23

会では立合演説会の成績について次のように語っています。「今後は選挙運

動にいろいろの制隈が加えられた，このため一般の入々は候補者の政見を聞

く機会が少かったので，：立会演説会はどこでも入りがよく，よい成績を収め

ることができた」隈の選挙管理委員会ではこのように語っています。
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国語関係文献の調査

　雪語。国語に関する学問の水準を知り，学界の動向や世論の動きをとらえ

るために．，薗豪腹に引き続き，次のような三献調査を行った。

　　　　　　　　　　　A．刊行書の調査

　鷺語学。国語学・国語問題・国語教育・言語技術・国語資料・辞典等の刊

行書（玲63年】月～12月）につレ・て調べ，そのうち33｛）点を収めたカード醒

録を作った．この欝録は下記の雑誌論丈：ならびに新聞記事の目録：とともに，

その大都分ほ当研究所編「國語年鑑」19融隼版に．掲載された。

　　　　　　　　　　B．雑誌論丈の調査

　下記の雑誌類について，関係論文を調査し，］963年（ユ月～」2月）計ユ9G8

点をカード化し，分類別。雑誌別・筆者別のカ・・ド目録を作った。

　（A）　輩　　アジア』言誓研究　　i籍しい教窪　　潮　　i英丈学思想　　ORBIS

　解釈と鑑賞　　改造　　学苑　　学鐙　　学術月報　カナノヒカリ　カリキュラム

　漢丈学　　教膏　　教育技構　　教育研究　　教育心理　　教青心理学研究　　教

　育手帖　　数育銃計　　近畿方書　　経済研究　　言譜研究　　書語生活　　譲学

　教育　　国学院雑誌　　国語　　国謬学　　国碧教室　　国語・国文　　圏語国文

　学（福井穴学）　　國語と国文学　　国藷方言　　国丈　　国文学　　国丈単研究

国文確優媛）　心　ことば　”　lsバ解｝学　酵ぱの教育　激

　サyデー毎日　　　憩想　　　箋践国語　　　兜童心理　　　で藷漫教育　　社会学評論

　週刊朝臼　　自由国民　　　鐵版二。、　一ス　　主婦之友　　；初等教育資料　　　人態三手

　帖　　薪聞研究　　　入文研舞　　新聞放送広告　　　新日用譜研究　　　人文論究

　青年心理　　世界　　中央公論　　中國籍文　　中等教育資料　　東方学報　　東

滞虻化　曄　 日本及畔人　躰丈化　羅本丈学　目本：蝉論袈
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樹本民俗学　　訟ユ繭エイジ　　ニュースレター　　婦人焼活　　丈学　　丈学研

究　　文化と教育　　丈芸研究　　文芸濠秋　　丈芸と思想　　文研月報　　平和

法政　　放送丈化　　既友　　万葉　　民間伝承　　民間放送　　民族学研究

交部時報　　鯉山銃計速報　　　り一ダーズダイジェスト　　立命館大学

ROMAZISEKAI　Remazi　no　Nippon

（B）　愛知学芸大学国富国費学報　　愛知女子短：期大学紀要　　轡森県教育研究

所研究紀要　　跡見学園園譲科紀要　　茨城大学丈理単葎ヨ紀要　　印綱騎研究藩暗

報　　字都宮大学学芸学部研究論集　　愛媛県敦「薄研究所紀要　　愛媛県教膏研兜

所報　　大分大学学蔓学部研究紀要　　大倉由丈化科学研究所論集　　大阪学芸大

学紀要　　大阪帝塚出学院短期大学研究年報　　大谷大学学報　　岡画大学法丈学

部学術紀要　　お茶の水女子大学人請科学詑要　　小野繊高等学絞研究論叢　　香

山県教麿研究所教育研究　　香川大学学芸学部研多を報告　　鹿兜島：大学教育学部教

育研究勝紀要　　金沢大学教育学部ろう教育研究年課　　岐阜穴山学芸学部研究報

魯　　京都学芸大学学報　　京都女子大学紀要　　京都大学人文科学研兜所報

京都大糊入文科学研究漸「人女学報」　　京都大学人丈科学研究漸調査報告　　熊

本女子大学学術紀饗　　熊本大学敦育学部紀要　　熊本穴学憶説論叢　　群馬研学

紀要　　神戸外大論叢　　神戸大学国晶晶丈学会国口論叢　　神戸大学丈学会研究

國立教麿研究勝紀要　　鰯立教育研究所諜報　　駒沢穴学史学研箆篭駒沢更学

佐賀大学教育挙部研兜函丈集　　滋賀大学学芸学部紀要　　静濁大学女理学部研究

報告　　島根穴学人女科学論集（入丈科学教育挙錫係）　　信嗣大学紀要　　信翰

大学教育学部研究論集　　塑心女子穴学論叢　　総理府轍論調査報告譲i＝　千葉大

学丈理学部紀要　　天理大学学報　　天瀬穴学刺留桶研究会会報　　東京漸縮語大

学論集　　東京学芸穴学帽語研究会会報　　策京女子穴学論集　　東京穴学親鞠i：

兜所紀要　　統計勧研魏魏報　　就計数堰捌二究所講究録　　魏計数理研究麻輯報

酬志社女子大学学術研究年i報　　東大東洋帰化研究所紀要　　東北：大学丈学部研究

年報　　徳皓銀教育月報　　徳島穴攣学芸学蔀紀要　　鳥取大寧学芸学部研究報告

田虫穴学丈理学部丈豪紀要　　長瞬大学人丈・社会科学研詫報蕾　　名古屋大学文

学部嘗藷学会報　　名古屋大学丈学部研究論集　　奈良学芸大学縛褻　　新潟穴学
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　教管学部教育科学　　旨本音響学会会誌　　北本音声学会会報　　日本学術振興会

総合研究報告集録　　口三女子大学紀要　　臼本穴三世隅谷教養部紀要　　硫本大

学芸術学会芸徳学　　弘前大学人丈社会学会入丈社会　　広島女子短期：大学研究紀

　要　　嵐島大学丈学部紀要　　北海道大学一般教養部外国語外国丈学研究　　三董

　県立穴学研究年報　　宮城学院女子大学研究論文集、　山形穴学入丈科学紀要由口

大単教麿学部研究論叢　　由R大学：文学会誌　　横浜国立大学入丈紀要　　龍谷大

　学論集　　龍谷大学願丈学論叢　　瀦激両大学学芸学部「学芸研究」一人文科学一

　國立国語研究所年報

C．新聞記事の調査i

　前明解に引き続き，諸新聞から，関係記事を甥抜き’，その整理に当ると共

に，分類別および地付順のfO　一ド飼録を作った。調査した新聞と収録した記

事の点数は次のとおりである。

　a）東：京鐵版（｝ヨ刊）　　朝臼　　毎資　　藷暑売　　東京日日　　東京タイムズ

　　時事　　（夕刊）　　朝日　　毎霜　　読売　　東：京

（2｝地方出版　　大阪在住の山濱房一氏から関係詑蟻のあるごとに，恵送された京

　　阪地方の筆紙　　朝｝ヨ（大阪）　　毎日（穴阪）　　新大阪など

㈲　特殊毅臨（寄贈）　　読書　　劉醤　　教喜　　登国鴎版　　新躍協会報など

　　ユ959年（1B～12月）の切抜き1026点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有i賀）

図書の温血と整理
　前年度に引続き，研究活動を助けるため，研究書。参考書・調査資料丈献

の類を収集・整理。管理した。

収集に当っては，書語学・国語学・国語国字問題・国語教育関係を中心と

して，社会学・心理学・教育学・民俗学・丈学。統計学その他の関係諸学科

のおもな丈献，さらに各種辞典・年鑑・書誌類のおもなものの収集にカを注
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いだ，また本年度からほ，少しく国外の文献にも留意することとし，たとえ

ば，極めて僅かながら，中国の国語国字問題関係諸書とか，欧米の専書（た

とえばff．　Kurath；Lingaistic　Atlas　of　the　New　Englandの購入など）

にも手をそめた，

　調査資料文献としては，明治初期から現代にかけての各種形態のものを収

集する事に努力するとともに，歴典的研究の資料として，各時代の古文献に

も及んだ薯は，従来の通りである。

　各方面からの審贈図書は前年慶と大差なく，当研究所書庫の充実に大きな

役割を果している。

　本年度に備えつけた図書の数は次の通りである。

　　　　単行本　　　　購入　　　　840冊

　　　　　　　　　　寄贈　　　　1，0119bt（内，教科書845冊）

　　　雑　誌　　　　購入　　　　50種742覗

　　　　　　　　　　寄贈　　　　75種699附

　　　新　聞　　　　購入　　　　14種

　　　　　　　　　　寄贈　　　　3種

28年度末現在の蔵書数（単行本のみ）は18，638滞であるJ

　　　　　　　　昭和28年度：に寄贈された図書の一一覧

　寄　贈　奢　名　　　　　　図　　　　　　　　霧　　　　　　　　名

　（1）　単　行　　・　　　　　　　　（　）内は懸翫著者名。寄贈者と同じ場合は雀く。

　一谷清昭氏　　『「会津方書集」　（由に1彌一郎）　　　「相馬：方言集」　（岩婿敏ジξ）

　　　　　　　　「福島方言集」　（香内佐一郎）

　愛媛国語園丈学会　　「エE隅子規文献目録」　（愛媛大学国丈研究室）

　遠藤慕茎氏　　「国語教育の諸問題」訓点資料と訓点語の研究一改訂販一」

　大里武八郎氏　　「鹿角：方書考」

　大麗文男氏　　「国際電報の語数計算の藁準」　（国際鷺儒電話K・K：）
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外務省　　　　「第七鹸ニネメジ総会」

金沢文庫　　　　「金沢女庫古丈書第三輯一一一tw侶書状篇下一」　「金沢丈庫古丈書第

　　　　　　　四輯一闘名書状篇←1一」

京者i～大学ノ＼丈科学研究所　　　　　「蒙古研三盆三虻献鼠録一1900～1950一」　　「戦国武＝Ir」

　　　　　　　（坂田吉離）

国立教育研究所　　「全国小●中学絞児童生徒学力水準調査一第一次報告昭和27

　　　　　　　年農一」

国立圏会図繋館　　　r吉利凍露版拉・葡。欝灼訳辞典」上中下　　f一幕末溜蘭留

　　　　　　　学生関係資料目録」　　　「呂本学術雑誌蔑録一一1952－」　　「国立

　　　　　　　園会図書館支部上野図書館所蔵本草鯛係國書貿録下」　　r上野

　　　　　　　図潮溜八十季略史」　　「邦丈心理学丈献目録同一単行本一一一」

厩立世訥調査所　　「教育に鯛する世論調査」

駒沢：大学國語　挙研究室　　　「国語アクセント研多tlj　（望月信修）

小学館

更料館

総理府統計局

高羽五郎氏

東京大学付属図書館

東京大寧災料編纂所

窟京天丈台

「ゑ国盗徒阿鍋作品ロソクーノレ入選作品集」（相賀徹夫）

「史料館所蔵Pt料目録一第二集一」

「昭和25年國勢調三宮報告」第7巻その1・4・5・6・7・8。9・1．O。

11．12．13．i4．15．17．18．20．21．23．27．28．29．32．35

．37．38．89．42．43

「1622年版ロザリオの経一原掌篇一」1・琵　　「難喩尽二」

「元瀦本下学集索引」　（森随武）

　　　　「東京大学和ミ葵図書翼録増加第七一9郡i雌7～20年」・

　　　　「大厨本史料」第二編之八・第三療之十一一一・・第六肝臓三

十・第七編之十り。第九編之八・第十二編之三十五　　「大昌本

古里己録」彿堂闘白言心中・梅津致景β認一。i新井白石艮陛下。蘇軒

鷺録　　　「：大摺本近世画料」上田藩村朋細賑上・中　　r大艮本

古型犠：ji釈わけ第十・幕末外国醐係縦書之二；十四

「史料綜覧」巻十一・巻十こ

「菱塁科年衷一罫召和29年一」
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東北大学教管教養部地域社会研究会　「東北農村の歴史的研究（一）」

寓雪上1県教膚研究所　　　　　fR召琴聾28年獲：／j、◎中学プ］フk彗藍調査」

中島秀蔵氏　　　 「藻山回と遠言己体」

日本学術振興会　　　「昭和27年度科学試験研究報告集録」

ほ本放送脇会　　「奪号と年号の呼び方」　　「外國楽曲の呼び方」　　「農桑

　　　　　　　十階言いかえ集」　　「夕卜来藷集」　　「世界のラジオとテレビ

　　　　　　　ジ9ソ」

白揚証、

藤原与一氏

毎日漸聞社

水野担堺

町俗学研究所

宮城痕登米郡北方智

武蔵聲轡院

下部億

「新修竹取物藷」　（小島憲之）　　「漸修竹取物語汚1擬己」　（塚原

鉄雄）

「これからの躍語」

「本社用語1かながきにするもの　　分類当用漢字表」

「本卦使用活宇使出度数調査表」　（大阪本社印刷局）

「数量化と予測」

「年中輪講：P図説」

　　　　「登米郡北：方村」　（平：璽道）

「絞註証本源氏物語一夕顔一」　（三条西公正）　　　「校註証本源

氏物語一はしひめ一」　（三条西公正）　　「昭和絞註竹取物語」

仙醸孝雄外）　　　「i新搬日本文学精；埣」　（齊藤清衛）

「要識近代詩選」　（陶鱒義恵外）

「野晒雑誌総合扇録一自然科学欧文篇一」　　　「小。中。高等挙

校款員生活調i査」　　　「総合研究報告集録一昭和28年旗一」　（臼

本学術振興会）　　「沓個研究報告集録一一昭激27年版一」　（科学

研究費による哲史晩学現状調査委員会）　　「各掴研究および助

成研究報告集録…昭諏28年版一」　（科学研究費による哲史丈学現

状調査委員会）　　「やや進んだ段階におけるローマ字丈の単智

指導一国語シリーズ10一」　　「：方言と圖語教育一国語シリgeズ

11一」　醐漕以後におけるh・なつカ・し欄四一國語シリーズ

⑫一」　　　「漢字と国語教育一国語シリーズ13一」　　　「国藷閲
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　　　　　　　　題問答一国議シリーズエ4一」　　噸語のためlc一・国讃シi）一ズ

　　　　　　　　16一」　　「近世の国藷教育一一国譲シリーズ17一」　　「丈部省

　　　　　　　　所轄繭立大単研究所要覧」　　「複式学級の学翌指導」　　「教

　　　　　　　　一掴度の図解」　　「学校二道指口の手びき」　　「べんきょう

　　　　　　　　しましよう学習指導書一一ろう学重交教師用第2学期前期一一」

　　　　　　　　　「小学校学習指押書一理科編中一」　　　「小学校学習指縄要領一一

　　　　　　　　体育科編一」　　　「小学狡学＝習指ミ慈書一音楽科編一」　　　「中学

　　　　　　　　校高等学校学習指靖国一門占卜科英語編一」　　　「中学校高等学

　　　　　　　　校職業詣導電任の手びき」　　　「商用学校商i業科・学習指導書一薄

　　　　　　　　謬己会計科斗一」　　　「特殊児1壷判労サ蘇準とその解説」　　　「問題

　　　　　　　　児擢導の笑際」　　「特殊教育の研究」　　「特殊学級経営のた

　　　　　　　　めに」　　　「小学校の合奏」2・3・4　　「音楽科実験学絞の研兜

　　　　　　　　報青（王）」

読売i新聞社　　 「読売スタイノレプック」一1954－」

ロt一マ字教育会　　　「本の歴i史」　（平井畠夫）　　　「源氏物語」　（松村博斑）

　　　　　　　　「E本永代蔵」　（黒岩一郎）　　　「平家物語」　（永単瀦雄）

　　　　　　　　　「枕草子」　（小沢正夫）　　　「ピノッキオ」　（柴爾勝）

AMERICAN　DIALECT　SOCIETY　‘tTHE　PLACE　NAMES　OF　BOONE

　　　　　　　　COUNTY，　MISSOURI，’　（ROBERT．　L．　RAMSAY）

　　　　　　　　“ENGLISH　ARCHAISMS　IN’　PENINSYLVANIA，　GERIMAN”

　　　　　　　　（CARROLL　E．　RC，　ED）　CCA　WORD－LIS’1‘　FROM

　　　　　　　　APPALACEffANS　A｝のPIEDMONT　AREA　OF　NORTH

　　　　　　　　CAROLINTA，’　（ZETA　C．　DAVISON）

石垣福雄氏　　「口叩道常闇における動詞の町田法について」

井辺喜四郎氏　　「片カナ丈字ノ書キ方ニッイテノー私案」

岡山大学付属図下館　　　「池田家丈庫解題」

”ロソビや大学図書館　　　「新：書章i録」申華民国No．7，］冥。．8．・鷺本No．28

舜糠嚢・七寂β」弐　　「C●H。ノギグラスご米沢方讐幽」



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　231

三細腕禺販K・K　　「新津読み替えを閉らかにした漢字語彙調査表一中等融語

　　　　　　　　改寵版一」　（中等国語編集委員会）

塚原鉄雄氏　　　「竹取物語索引」

土居重俊氏　　「国語アクセントの研究」

東：京書籍K・K　「小学校月ヨ改訂薪しい国語語い使用炭数衷・一昭禰28年度用一」

H本放送’協会

野地潤家氏

天野俊也氏

池上二良氏

下階実氏

亀井孝逸

楠進隆氏

小滝久雄氏

佐藤門屋

「東繋改訂新しい国語漢字O読み：方と使用例」

園語小学校用漢字ひん度蓑一昭ネ降28年齪一」

「切溜28年・度委託研究報告書」

「教育話法の研究」

「福井県大野郡北谷村に於ける敬語法」

「音韻論について」

WILLEM　A．　GROOTAERS

SEVER　POP

「敢訂i新しい

C［rOME　HONORIFIC　EXPRESSIONS　IN　WAI〈AYAMA

DIALECT”

‘C

`RE　JAPANESE　TURU　AND　ITO　RELATED　TO

KOREAN　TUREfMI　AND　SIL　RESPECTIVELY　？　”

「瀧字綱限と地名丈字」

「幼児の言葉」

「福井県の言語調査（2）」

　　　　　　　　　“工NTIAL“Pe”IN　A　SHANSI　DIALECT；

A　PROBLEM　OF　GRAMMAR”　（T’eUNG　PAO．　VOL　XL

II，　LIVR．1－2）

　‘・CHRONIQUE　DU　CENTRE（JUIN1953）．”　“SOMMAIRE

DU　PREMIER　FASCICUIE　1953”

（2）逐次刊行物（おもなもの）

　朝日影蓑聞拙　　　「ごとば」＝L3・睾多～23号

　印刷局研究所　　「研究所蒔報」5巻1弓～ユ2号

大阪市立大学丈学会　　「人文研究」4巻3号～12号。5巻1号～2号

　大阪大学際学部国許学研究室　　　　「譲丈」8輯～10輯
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大谷学会

カナモジカイ

教育技術連盟

京都大学国丈学会

京都大学人女科学捌：究所

近畿：方雷学会

神戸市外国譜大学

語学教育研究所

国語学会

国立教育研究所

國立国会園犠館

圏学院大学

駒沢大学

静岡大学教育学部敦育研究所

資源技術試験所

儒濃教育会

昭和女子大学光葉会

初等教麿研究会

誠丈堂藤光赴

k国閏版協会

「大谷学報」32巻3号～4号・33巻1号～3号

「カナノヒカリ」370号～381号

「教育技術」　8巻2号β》8号●10蓄多～13号●9巻1号　　　　　　「／」、一教育

技徳」　7巻2号～12号・8巻1号　　　　　「／j、こ二教膏技術」　6巻2号～12号

7巻｝琴　　　　「！」＼三三教青山徳」　7巻2号～12号●8巻1号　　　　「ノ」＼四教

育技術」6巻2号～工2号・7巻1号　　　「小五教育技術」7巻2号～ユ2

号・8巻1暑　　　「小六教育技術」6巻2嬰～12暑・7巻1号

「中学一国語：社会：英語一教育技術」　5巻2号～12窪｝　　　　「中学

一数学：理科：図工一一一一・教育技術」3巻2暑～12暑　　「中学一職家

：音楽：体膏一一教育技術」3巻2暑～12暑

　　　「国語國丈」　22巻3疹L～＝L2蓼。23巻1暑～2暑

　　　　　　「茅己要」　9暑～11暑　　　　　「所…報」　34遷｝～38｛｝

「調査報告」9暑～11暑

「近畿方書」16暑～19暑

　　　「神戸外大論叢」3巻3暑～4暑・4巻1誓～2。3畢

　　「語学教育」　221是｝～223畢

「国語学」三2輯～15輯

　　「國立教育研究所所報」14暑・16暑～19暑

　　「国立国会図書館公報」5巻3暑～12号・6巻1饗

「国学院雑誌」54巻1暑～3暑

「駒沢史学」2暑～3号・

　　　　　　　　　「丈イヒと教育」40噸多～51夢

　　　「資源技術試験所報告」6号～10暑

　「信灘教育」　796男・～809号

　　　　　「学苑」　146号～160号

　　「教育研究」8巻4号～12暑。9巻1号肉4暑

　　「カリキ＝一ラム」52弩～63号

　　「全国出版新駕」76号舵97号



23　），

：大修館　　　　　「園語教室」21号～32号

中教出版K：・K　　「新しい教室」8巻5号～i2暑・9巻場～3暑

申国語学研究会　　　「中国語学研究会会報」13号～！8号・20塔～21号

中國語；友の会　　　　「中露語：」20本～27本

東京大学瓢幣研究勝　　「受入資料月報」2塔～12号

東京堂　　　　「碍本読書新醐」689霧7誤り署　　「國書新聞」189塔～239号

　　　　　　　　「ほ｝版ニュ．＿ス」　230号～265号

徳島県教育庁　　　　　「徳葺春県教育月報」　38号～40母●42号47是｝●4・2－7～50号

日本音声学会　　　　 「音声学会会報」　81号～83暑

｝ヨ本書漿墓K＝．王く。　　　「教育三手中長」　3G号～40号

日本交葛を協会　　　　　「Rヌ餐丈奪…」2巻3号～7号●9弩・～10号・3巻＝L号～3号

日本才芸研究会　「文芸研究」13集～15集

日本放送協会　　　　　「甘酸：R報」23号～344蓼

B本K　f｝Sj放送連盟　　　　　「民聖書放送」　11号～21号

日本民俗学会　　「日本罠俗学」1号～3号

日本ユネスコ管内委員会事務周　　「m＝L　一スレター一」4号～10琴。12号～14暑

国本のv一マ字社　　　‘‘RO遊〔AZI　NO　NIPPON”　16号～26弩

日本ローマ当会　　「ローマ字世界」455号～462暑。464愚～466号

一橋大学経済研究所　　「経済研究」4巻2号～4号・5巻1号

法政穴単　　　　　　　「法政」　2巻3幸多～7号g10号～12暑

北海道学芸大学函館人丈学会　　　「人丈論究」7号～10号

穂波と葛版：義と　　　　「実践国語」　1．51rl≡｝～エ61ttrrrJ

フヲ’葉学会　　　　　　　「万葉」　7号～／0号

丈部省　　　　　　　　「女部i確…報」　907号～919暑　　　　　「教育銃計」　22号～26号

　　　　　　　「丈部庸医速報」63号・65愚～68号　　r初等教育資料」35号～

　　　　　　　46弩　　「中等教育資料」2塗3号～1G。12号。3巻霧～2号

　　　　　　　「びぷろす」4巻3号～4号・6弩～12号・5巻1号～2号　　「指定統

　　　　　　　計μ跨・1・5’t）一・47号　「寧公謬・｝騨刎28年1月～12月申納三分
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出口大t一’教育学部　　　　「肉口大三享1教育学部研究論叢」2巻2号・3etl号

立命館大学入文学会　「立命館丈学」95号～1G5号

ローマ字教wa・　［ことばの教育」4婦～54号

日本コトバの会　　“ETC．　A　R建VIEW　OF　GENERAL　SEMANTIC3”

　　　　　　　　VOL　X　No．4　VOL　xt　No．1

THE　NCHPOL　OF　ORIENTAL　AND　AFRICAN’　（CBULLETI．N，，

　　　　　　　　　VOL．　X　V　Part．　1．3

W’ASHINGTON　UNIVERSITY　‘tMODERN　LANGUAGE　QUARTERLY，，

　　　　　　　　　VOL．14．　No．3．N4

＄E．VER　？QP．　“ORBIS”　Tome　1．　No．　1．　NoL　2．Tome　2．　No．　1．　No．2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村尾・勢賀）



．2g，　r）

庶 勝 報 止」
目

　　　　　　　　　　　A．庁舎および経費

（！）　庁　　　舎・

　19－IS（昭憩23年）コ．2月創立当時からひきつづき，宗教法人明治神宮所有の

聖徳紀念図嚢館の…部を借用している、

　なお，昭和26年エ2月から三鷹市下連雀9！番地山本有三氏所有の建物を借摺

し，仮分室を設けていたが，昭和28箏4月30日限りこれを返還し，新たに新

宿区教育委員会の援助により，新宿区立四谷第六小学校の一三を分窒として

借用することとなり，5月1田移転，ひきつづき研究第2蔀がそこで勤務し

ている。

（2）　経　　　資

昭和28年度

　内　　訳

長
　
部

会
　
導

爆
資
資

　
件
業

総
人
事

：B．　評

柳　闘　国　男

　　　　知　二

倉石武四郎

沢登哲一一

土　岐　善　鷹

波田野完治

松方義i三郎

（D　予算定貝

回　　員

剛会長

伊藤忠，兵衛

桑　原　武　夫

東　条　　操

土　居　光　知

服　都　剛　郎

松　坂　忠　則

C．　人 的 構

24，161，G〔｝0円

搭，560，000円

8，60コ，000F弩

会

山　崎　匡　輔

金田一京助
颯　田　琴　次

時　枝　誠　記

中　島　健蔵

9古垣鉄郎

成
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一
F

o．3e，

教官　30

（2）　計組織および職員

臨n

嚇磯所　i所
研究第1部　｝部

　鍛研究室｝主

事務職員　21

磁㌔．＿吝し．、

　1一　．　1長i西尾　実i
一難驚奨i
　l　．　pt　．．．　．　．．一　1

第2研究室　　主　 任

第6研究藷姦　1　嚢三任（謙i）

　　　　　　ll

　　　　　g

　　　　　I

　　　　　l
　　　　　l非常勤

研究第2部　i部　長
’1

第3研究室　　主　　任

第4研究塞 主任（兼）
転

5第研究室　　 蕪三任（兼）

…
方
子
穴
賢
夫
夫

毅
義
咲
　
　
秀
難

中
野
藤
　
野
賀
谷

飯
宇
進
林
永
下
水

酵撹繋
Lil　1／／・k，．，．　li，giiil，k

　上村幸雄

賑内膿
草島　時介

実
夫
…
博
愛
実

　
畠
韓

水
井
棚
橋
島
水

輿
平
上
高
瀞
輿

高橋一夫
沢
島
岡

引
草
森
林

飾

　　　時介
　　　健二二

　　　燭　郎

村石昭三

合計　 51

備　、

29．1．1妊女部教官

考

　　　　　　　　　ミ嚢藩灘特殊教
28。11．1京毫任　　　　　　　　　　　　　［

　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　l

・・囎職　　l
　　　　　　　　　i

28．9．30東京女子大へ転出

28．12．三　任丈部教官

28・10．1　任丈部教官



　　　　1非常動

　　　　　　1；

資料蜜ll・i・kE㈱隈渕三越i

員所
”

潅舞

11

長
長

部
課

部
課

　
務

務鷹

長課諜計会
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篇建巽儲灘　　｝
　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ei砂　宏鵬1・4翻　　・i
　　　　　　　　　　　　　　　l
有賀懸蕊i　　　　　　i
　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

村尾　　力l　　　　　　　i
広浜文理　　　　　1
友部副難径丈繍議羅辮i
踊竃太酬…。・敏部雛

　　　　渡辺友左i28．4．1任丈部教官
　　　　　　　　　　　　　　吉沢典馴28・8・1敏部教官
　　　　高田正測
　　　　還藤慕；罐i京都大学教授兼任所員
　，，　藤原写＿i広島大学助教授

　“　　浅芥恵倫1金沢大学教授
　　　　　　　　　　　〃　　佐藤喜代治i東北大学激授
部　 長　　細井房夫・
課　　長　　真　取　蕉ニニ

　　　　芳賀清一鄭i
　　　　蕪鴛i2　6一鱒か難

　　　魔補灘：罐認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　i三枝やす江i
　　　棟木雛叫
　　　i俘藤仲二一
　　　｝鈴木　寧i
　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　i三浦清伍｝
　　　i思出健次129・3．31辞職

　　　　渋谷正則i
　　　　齊藤静志1

用採31識29
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好
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照
頭
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害
浜
塚
江
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D．　内地留学生の受け入れ

全国都道府県派遣の内地留学生を迎えて，各研究室で研究の便をはかって

いる。次にその氏名研究題霞を掲げる。

氏 名 掌 校

　　　　　　　甲府市立四切小学佐　野　芳　夫
　　　　　　　校教諭

大久保芳継

狩野尾陸癬

兵庫眼加東郡歓中
学校教論

青森県上北郡野辺
地町中学校教諭

　　　　　　　窟出県氷見郡阿尾村　碍　一一之
　　　　　　　小学校教諭

　　　　　　　北海道江別第：rl．小
西　村　正　三
　　　　　　　学校教諭

　　　　　　　」L旧市大殿小学校佐　方　孫　彦
　　　　　　　教諭

佐々木郵夫

麻　生

北海遊稚内ろう学
校助教諭

繁灘轄齢弾

研　究　題　　目

読むことを中心とした国　昭和28．4．1から
語学習指導法の研究　　　〃　29．3．31まで

作交教育のあり方

学
の

中
導

小
指，

譜

法
通

導
共

指
る
究

的
け
研

学
お
の

藷
校
紀

團
に
歯

科
に

延
方

鰯
り

る
あ

け
な

お
的

に
本
究

育
藻
研

教
の
る

島
育
す

初
動
関

特
価

ち
終

う
約

の
鉱

車
具

効
の

習
力

単
能

の
語
兜

科
国
研

教
に
の

困盛期懸と読轡指聯の研
究

検定国語数科書に現れた
丈型語彙の墓本価値によ
る最低必要慧：の検掛

國語の単習指導法と国広
聴習の本質について。言
認の発逮の段階について

fl召和28，　4．　1ヵ、ら

〃　29，3．31まで

昭和28．9．2から
〃　28．　12．1まで

昭瀦28．　9．　2ヵ・ら

〃’　28．　12．1まで

fl召＄g28，　9．25hiら

〃　28．　3．2．　31まで

昭諏28．10．6から
〃　29．3．31まで

ff召巧…i128．10．　＝Lh・ら

〃　28．12．31まで

昭孝g28．11L。20ヵ、ら

〃　29．2．　19まで

£．　日 誌 抄

1953．4．28各省鷹轄研究所長会議農林省蚕糸試験揚で
（昭28）

　　　5，1三鷹仮分室移転，新たに三宿区立四谷第小学校内に分室を設

け，ひきつづき研究第2部が勤務、

5．21～22第11園丈部省所轄並びに臨立大学附置研究所長会議（学徳会

議で）。なお，西尾所：疑の「国語問題のひとつ」と題する特別

講演があった，

5？23　第4回丈部省所轄研究所事務協講会（国立近代美術館で）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　239

　　6．8第22回国立国語研究所評議員会

　　　　　議　事

　　　　　1．　昭郡27年度の研究経過報告

　　　　　2．　昭恥28年度の地方調査員の：承認

　　6ほ2各省薩轄研究所長連絡協議会（東京鉱業試験揚で）

　　〃　　第】回国立国語研究所地方調査員金国協議会

　　8．28文部省久保田調査局長退官。後任として官房会計課長小林行

　　　　　雄氏が任命された、

10．26～27文尊容直轄研究所並びに国立大学附置研究醒長会議（名賓屋

　　　　　商工会議所で）

　11．28　統計数理・圏立教蕎・国：立国語・国立遣伝各研究所連合講演

　　　　　会（後援　丈部雀・朝撮新年赴）

　　　　　ところ　朝貫新聞祉講堂

　　　　　1．　開会のあいさつ

　　　　　　　　　脚立国譲研究所長　顧尾　実

　　　　　2．　統計的研究より見たわが鰯理性

　　　　　　　　　　統計数理研究所　林知已夫

　　　　　3．　小中学生の学力7k準

　　　　　　　　　　国立教育研究所　飯勘篤儒

　　　　　4．　現代人の書軸生活

　　　　　　　　　　国立国語研究所　中村通夫

　　　　　5．　性とは伺’そや

　　　　　　　　　　国：立遺伝学研究所　億中　要

　　　　　6．　　閉会のあレ・さつ

　　　　　　　　　　国立遺伝学研究癬長：小熊　鐸

　12．1δ　第23回国立国語研究所評議員会

　　　　議　事



i24，e

IX＞．　o．g．

］．9／／）4．　2．26

3．10

i．　研究の進行状況について報告

2．行政改革本部案による機構改革について評議員会として

　　反対の声明書を発表することに意見の一致を見，松坂・

　　申島。土岐各評議員が起草委員に委嘱された、

衆諸院丈部委員竹尾弍，坂田道太両議員，．丈部省係官ととも

に来所，事業内容，庁舎等視察

第鍛回国立国語研究所評議員会

議　事

ユ．行政機構改革案に対する評議員会の声明書発表後の経過

　　に，ついて報告

2・　29年度予算事業熱心について懇談があった。

第3回国立国語研究所講演会（後援　大阪毎巳新聞社）

ところ　穴阪毎日新聞祉講堂

題　員

　われわれの言語生活

　　　　　囮立国諮研究所長　西尾　宰

　私の見た臼本語の性質

　　　　　京都大学教授　　吉ノli幸次郎

　第硯の可能性

　　　　　東：京大学　講　師　　　　　　　　　　　　　　　申馬健蔵　　　　　国立倒語研究所評議貴



　　　　　　一一一一国立国語研究所刊行書…一

国立国語研究所報告1八丈島の雷語調査
圃立国語研究所報告2 @雷　　匿白漸義よ譲亀襲棟3ける弊　　態　（秀英出阪干lj￥　300．00）

闘立国語研究所報告3規代語の助詞。助動「
　　　　　　　　　　’一．…耳i法と実例．
国立国語研究所報告4現代語の語彙調査婦人雑誌の用語

購謙所雛5地域 M姦臨，言語生ti一（響三
国立国語研究所報告6　少　　　　年　　　　と　　　　新　　　　聞
　　　　　　　　　　一＿小・中学生噺聞一の蟄近躍齢．

国立国語研究所報告7入．門期の雷語能力
国立国語研多毫所資料集1　　陰罫　　語　　関　　係　　　干rj　　行　　　響二　　目　　　（R召琴…霞17～24年）

庭鑛エ覆葺藷：研究所資）科集2　　語　　　　　　 彙　　　　　　　調　　　　　　　査

　　　　　　　　　　　．．…現代kmefi用語の一碗…・

圏立国語研究所資料集3送り仮名法資料集

昭和24奪度国立国語研究灰年報コ既A　禾0　25勾三度　　　　国　　　立　　　国　　　語　　　研　　　究　　　所　　　年　　　報　　　　2

昭和26無度　国　立　国　語　研　究　所　年　報　　3

昭和27年回国立国語研究三年報4
11召和28郊度国立国語研究所年報5

昭和29年刀月　　　　　　　　　　　　　8鎌

　　国立国語研究所
　　　東京都千代田区神田一ツOS　1一エ

　　　　　臨椴㈹｛a399
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